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はじめに

このたびは、弊社の Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/
DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム（以降、ETERNUS DXと表記）をお買い上げいただき
まして、誠にありがとうございます。
ETERNUS DXは、サーバ（SPARC M12/M10, SPARC Enterprise, PRIMEQUEST, PRIMERGY
など）に接続して使用するストレージシステムです。
本書は、ETERNUS DXのシステムを設計する際に必要な情報について説明しています。
本書は、日本国内向けの ETERNUS DX用に作成されています。
本書は、最新のコントローラーファームウェア版数に対応したマニュアルです。

第 32版
2023年 7月

登録商標

本製品に関連する他社商標については、以下のサイトを参照してください。
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/storage/trademark/

本書の読み方

対象読者
本書は、ETERNUS DXのシステム設計や ETERNUS DXを使用するフィールドエンジニア、または
システム管理者を対象としています。

関連マニュアル
本書の最新版や本装置に関連する最新の情報は、以下のサイトで公開されています。
https://www.fujitsu.com/jp/products/computing/storage/manual/
必要に応じてご使用モデルの、以下のマニュアルを参照してください。
『製品概説』
『設置計画ガイド』
『プロダクトリスト』
『構築ガイド（基本編）』
『構築ガイド（サーバ接続編）』
『構築ガイド（Web GUI編）』
『ETERNUS Web GUI ユーザーズガイド』
『ETERNUS CLI ユーザーズガイド』
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本書の表記について

■ 製品名の表記
• Oracle Solarisは Solaris, Solaris Operating System, Solaris OSと表記することがあります。
• Microsoft® Windows Server® については、Windows Serverと表記することがあります。

■ 本文中の記号
本文中では、以下の記号を使用しています。

お使いになるときに注意していただきたいことを記述しています。必ずお読みく
ださい。
本文を補足する内容や、参考情報を記述しています。

はじめに
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警告表示について
このマニュアルでは、使用者および周囲の方の身体や財産に損害を与えないための警告表示をしてい
ます。警告表示は、警告レベルの記号と警告文から構成しています。以下に、警告レベルの記号を示
し、その意味を説明します。

この記号は、正しく使用しない場合、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあ
ることを示しています。

この記号は、正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の傷害を負うことがあり
得ることと、本装置自身またはその他の使用者などの財産に、損害が生じる危険性
があることを示しています。

この記号は、お使いになる際の重要な注意点があることを示しています。

また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に以下の記号を使用
しています。

で示した記号は、警告・注意を促す内容であることを告げるものです。記号の
中やその脇には、具体的な警告内容（左図の場合は感電注意）が示されています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるもので
す。記号の中やその脇には、具体的な警告内容（左図の場合は分解禁止）が示され
ています。

で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号
の中やその脇には、具体的な警告内容（左図の場合は電源プラグを抜く）が示され
ています。

本文中の警告表示の仕方
警告レベルの記号の横に警告文が続きます。警告文は、通常の記述と区別するため、行の左側に帯を
記述しています。
表示例を以下に示します。

はじめに
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第 1章
機能概要

ETERNUS DXでは、コスト削減、全体最適化に加え、データの保全性、およびセキュリティの強化
のための多彩な機能を提供しています。
また、ETERNUS DXは 1台の装置内に、ブロックデータ（SAN領域）、およびファイルデータ（NAS
領域）を統合でき、各接続に応じた高度な機能も提供しています。
これらの機能を活用することによって、様々な側面からの課題に対応できます。
ETERNUS DXには、SAN／NASの接続とは関係なく使用可能な基本機能、ブロックデータのアクセ
スに対応した SAN機能、およびファイルデータのアクセスに対応したNAS機能があります。
基本機能の詳細は「第 2章 基本機能」(16ページ)を、SAN接続時に使用する機能の詳細は「第 3
章 SAN機能」(117ページ)を参照してください。
表 1.1 基本機能

概要 機能

データ保護
データの整合性を保証し、データの信頼性を高めるための
機能です。
ドライブの異常を早期発見し、修復することもできます。

「2.2.1 データ・ブロックガード」(32ページ)
「2.2.2 ディスクドライブ・パトロール」(34ページ)
「2.2.3 リダンダント・コピー」(35ページ)
「2.2.4 リビルド」(36ページ)
「2.2.5 Fast Recovery」(37ページ)
「2.2.6 コピーバック／コピーバックレス」(38ページ)
「2.2.7 保護（Shield）」(40ページ)
「2.2.8 リバースケーブリング」(43ページ)

リソース活用（仮想化／自動階層制御）
無駄のないリソース活用を実現する機能です。

「2.3.1 シン・プロビジョニング」(44ページ)
「2.3.2 Flexible Tier」(51ページ)
「2.3.3 Extreme Cache Pool」(58ページ)

• データ容量拡張
データ量の増加に柔軟に対応して、RAIDグループ、ボ
リュームの拡張や移動を行うための機能です。

• 性能確保
性能向上のため、複数の RAIDグループに分散するボ
リュームを作成する機能です。

「2.4.1 RAIDマイグレーション」(61ページ)
「2.4.2 ロジカル・デバイス・エクスパンション」(64ペー
ジ)
「2.4.3 LUNコンカチネーション」(66ページ)
「2.4.4 ワイドストライピング」(68ページ)

セキュリティ対策（データ暗号化）
データの暗号化によって、ドライブ媒体の不正なデータ解
読を防ぐための機能です。

「2.5.1 自己暗号化ドライブ（SED）による暗号化」(70
ページ)
「2.5.2 ファームウェアデータ暗号化」(71ページ)
「2.5.3 鍵管理サーバ連携」(72ページ)

セキュリティ対策（ユーザーアクセス管理）
悪意を持った不正アクセスから、情報漏洩を防ぐための機
能です。

「2.6.1 アカウント管理」(75ページ)
「2.6.2 ユーザー認証」(77ページ)
「2.6.3 監査ログ」(79ページ)

環境負荷低減
稼働時間や設置環境の調整によって、消費電力を削減する
ための機能です。

「2.7.1 エコモード」(80ページ)
「2.7.2 消費電力可視化」(83ページ)

運用管理（装置監視）
システム管理者の方の負担を軽減し、システムの安定と稼
働率の向上を実現するための機能です。

「2.8.1 運用管理インターフェース」(84ページ)
「2.8.2 性能情報管理」(85ページ)
「2.8.3 イベント通知」(87ページ)
「2.8.4 装置時刻同期」(90ページ)
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概要 機能

電源制御
電源投入／切断をサーバと連動させたり、スケジュール運
転を行ったりするときに使用する電源制御に関する機能
です。

「2.9.1 電源連動ユニット」(91ページ)
「2.9.2 RCIL電源連動」(92ページ)
「2.9.3 リモート電源操作（Wake On LAN）」(94ペー
ジ)

• 高速バックアップ
• 事業継続
業務を停止することなく任意のポイントでデータ複製が
できます。

「2.10.1 バックアップ（SAN）」(97ページ)

性能チューニング
性能向上のためにチューニングが可能な機能です。

「2.11.1 Striping Size拡張」(111ページ)
「2.11.2 担当 CM」(112ページ)

簡単設定
容易にシン･プロビジョニング構成を行うウィザードで
す。

「2.12 スマート セットアップ ウィザード」(113ページ)

表 1.2 SAN機能

概要 機能

運用最適化（重複排除／圧縮）
重複データの排除およびデータ圧縮により、書き込みデー
タ量を削減する機能です。

「3.1.1 重複排除／圧縮」(117ページ)

セキュリティ対策（不正アクセス防止）
不用意な装置アクセスを防止する機能です。

「3.2.1 ホストアフィニティ」(126ページ)
「3.2.2 iSCSIセキュリティ」(128ページ)

安定稼働
サーバ接続の安定稼働のため、サーバごとに適切な応答動
作や処理の優先度を設定できます。
運用中にストレージシステム側で異常が発生した場合に、
自動的に接続装置を切り替え、業務を継続できます。

「3.3.1 Quality of Service（QoS）」(128ページ)
「3.3.2 ホストレスポンス」(130ページ)
「3.3.3 Storage Cluster」(131ページ)

データ移動
装置間でデータを移行する機能です。

「3.4.1 ストレージマイグレーション」(135ページ)

業務無停止データ移動
業務サーバを停止することなく、装置間でデータを移行す
る機能です。

「3.5 無停止ストレージマイグレーション」(137ページ)

情報連携（サーバ機能連携）
仮想化環境での性能向上のため、サーバと連携して動作す
る機能です。システム全体での管理の一元化、およびサー
バ側の負荷軽減などに効果があります。

「3.6.1 Oracle VM連携」(139ページ)
「3.6.2 VMware連携」(140ページ)
「3.6.3 Veeam Storage Integration」(146ページ)
「3.6.4 Microsoft連携」(149ページ)
「3.6.5 OpenStack連携」(150ページ)
「3.6.6 論理ボリュームマネージャー（LVM）」(151ペー
ジ)

第 1章 機能概要
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第 2章
基本機能

ストレージシステムを制御する機能について説明します。

2.1 RAID機能

ETERNUS DXを使用してシステムを構築するうえで、事前に知っておいていただきたいことがらに
ついて説明します。

2.1.1 サポート RAID
ETERNUS DXでは、以下の RAIDレベルをサポートしています。
• RAID0（ストライピング）
• RAID1（ミラーリング）
• RAID1+0（ミラーリングしたドライブを束ねてストライピング）
• RAID5（分散パリティによるストライピング）
• RAID5+0（分散パリティによるダブルストライピング）
• RAID6（分散ダブルパリティによるストライピング）
• RAID6-FR（高速リビルド機能を備えた、分散ダブルパリティによるストライピング）

 

RAID0で定義されたドライブは冗長構成がとられていないため、ドライブに故障が発生した場合、
データのリカバリーは行われません。 

ここでは、サポートしている RAIDレベルの仕組みと用途（RAIDレベルの選択基準）について説明
します。

 

6TB以上のニアライン SASディスクで構成可能な RAIDレベルは、RAID0, RAID1, RAID6, およ
び RAID6-FRです。 
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■ RAIDレベルの仕組み
以下にそれぞれの RAIDレベルについて説明します。

● RAID0（ストライピング）

データをブロック単位に分割し、複数のドライブに分散して書き込みます。
図 2.1 RAID0の仕組み
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#0 #1

A B C D

● RAID1（ミラーリング）

データを 2台のドライブに同時に書き込みます。
一方のドライブが故障したときに、もう一方のドライブで処理を継続します。
図 2.2 RAID1の仕組み
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● RAID1+0（ミラーリングしたドライブを束ねてストライピング）

RAID1によるミラーリングと RAID0のストライピングを合わせて、RAID1の信頼性と RAID0の高
い I/O性能を同時に実現できます。
図 2.3 RAID1+0の仕組み
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● RAID5（分散パリティによるストライピング）

ブロック単位に分割したデータとそのデータから生成されるパリティを、複数のドライブに分散して
書き込み、データの冗長性を持たせています。
図 2.4 RAID5の仕組み
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● RAID5+0（分散パリティによるダブルストライピング）

RAID5を複数グループ用意し、RAID0の方式でストライプします。大容量構成の場合、RAID5+0
は、RAID5と比較して性能や信頼性が向上し、リビルド時間も短くなります。
図 2.5 RAID5+0の仕組み
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● RAID6（分散ダブルパリティによるストライピング）

2種のパリティを異なるドライブに配置すること（ダブルパリティ）により、2台のドライブ故障まで
を救済できます。
図 2.6 RAID6の仕組み
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● RAID6-FR（高速リビルド機能を備えた、分散ダブルパリティによるストライピング）

複数データグループとホットスペア相当の予備領域を構成ドライブに分散して配置することにより、2
台のドライブ故障までを救済できます。RAID6-FRは、RAID6と比較してリビルド時間が高速です。
図 2.7 RAID6-FRの仕組み
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■ RAIDレベルごとの信頼性・性能・容量効率の比較
RAIDレベルごとの信頼性、性能、容量効率などの比較を表 2.1に示します。
表 2.1 RAIDレベルの比較

RAIDレベル 信頼性 性能（*1） 容量効率
RAID0 ´ ◎ ◎
RAID1 ¡ ¡ △
RAID1+0 ¡ ◎ △
RAID5 ¡ ¡ ¡

RAID5+0 ¡ ¡ ¡

RAID6 ◎ ¡ ¡

RAID6-FR ◎ ¡ ¡

◎：非常に優れている　¡：優れている　△：やや劣る　´：劣る

*1： 性能は、ドライブの台数やホストからの処理方法によって異なる場合があります。

■ 推奨する RAIDレベル
用途に応じて、適切な RAIDレベルを選択してください。
• 推奨する RAIDレベルは RAID1, RAID1+0, RAID5, RAID5+0, RAID6, および RAID6-FRです。
• 書き込み／読み出し性能を重視する場合は、RAID1+0を推奨します。
• 読み出し専用のファイルサーバやバックアップサーバの用途で使用する場合は、RAID5, RAID5+0,

RAID6, および RAID6-FRも効果的です。ただし、ドライブが故障した場合は、パリティからのデー
タ復元処理やリビルド処理のため、性能が低下します。

• SSDは、ほかのドライブ種と比較して非常に処理が高速なため、RAID5または耐障害性を高めた
RAID6を推奨します。また、大容量 SSDを搭載する場合には、リビルド処理に優れた RAID6-FR
を推奨します。

• 6TB以上のニアライン SASディスクを使用する場合の RAIDレベルは、RAID6および RAID6-FR
を推奨します。6TB 以上のニアライン SAS ディスクで構成可能な RAID レベルについては、
「2.1.1 サポート RAID」(16ページ)を参照してください。
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2.1.2 ユーザー容量（論理容量）

2.1.2.1 RAIDレベルごとのユーザー容量
ユーザー容量は、構成するドライブ容量と RAIDレベルによって異なります。
RAIDレベルごとのユーザー容量の算出式を表 2.2に示します。
表 2.2 RAIDレベルごとのユーザー容量の算出式

RAIDレベル ユーザー容量の算出式
RAID0 ドライブ容量´台数

RAID1 ドライブ容量´台数¸2

RAID1+0 ドライブ容量´台数¸2

RAID5 ドライブ容量´（台数 - 1）

RAID5+0 ドライブ容量´（台数 - 2）

RAID6 ドライブ容量´（台数 - 2）

RAID6-FR ドライブ容量 （́台数 - （2´N） - ホットスペア台数）（*1）

*1： Nは、RAID6構成のセット数です。例えば、(3D+2P)´2+1HS構成の場合、Nは「2」になり
ます。

2.1.2.2 各ドライブのユーザー容量
ドライブ 1台あたりのユーザー容量を表 2.3に示します。
ETERNUS DX100 S4/DX200 S4と ETERNUS DX100 S3/DX200 S3では、サポートされるドラ
イブが異なります。ドライブの詳細については、ご使用の装置の『製品概説』を参照してください。
表 2.3 ドライブのユーザー容量

製品名（*1） ユーザー容量
400GB SSD 374,528MB

800GB SSD 750,080MB

960GB SSD 914,432MB

1.6TB SSD 1,501,440MB

1.92TB SSD 1,830,144MB

3.84TB SSD 3,661,568MB

7.68TB SSD 7,324,416MB

15.36TB SSD 14,650,112MB

30.72TB SSD 28,700,416MB

300GB SASディスク 279,040MB

600GB SASディスク 559,104MB

900GB SASディスク 839,168MB

1.2TB SASディスク 1,119,232MB

1.8TB SASディスク 1,679,360MB

2.4TB SASディスク 2,239,744MB

1TB ニアライン SASディスク 937,728MB

2TB ニアライン SASディスク 1,866,240MB

3TB ニアライン SASディスク 2,799,872MB
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製品名（*1） ユーザー容量

4TB ニアライン SASディスク 3,733,504MB

6TB ニアライン SASディスク（*2） 5,601,024MB

8TB ニアライン SASディスク（*2） 7,468,288MB

10TB ニアライン SASディスク（*2） 9,341,696MB

12TB ニアライン SASディスク（*2） 11,210,496MB

14TB ニアライン SASディスク（*2） 13,079,296MB

*1： ドライブの製品名にある容量は 1MB=1,0002バイトで計算した物理容量ですが、ドライブの
ユーザー容量は 1MB=1,0242バイトで計算した値です。なお、実際に使用できる容量は、OS
側のファイル管理領域を除いた値となります。
ドライブサイズ（2.5インチ／3.5インチ）、SSDの種類（バリュー SSD／MLC SSD）、暗号
化対応（SED）の有無が異なっている場合でもユーザー容量は変わりません。

*2： 6TB以上のニアライン SASディスクで構成可能な RAIDレベルについては、「2.1.1 サポート
RAID」(16ページ)を参照してください。

2.1.3 RAIDグループ
RAIDグループについて説明します。
RAIDグループとは、複数のドライブをグループ化したもので、RAIDを構成する単位となります。
ETERNUS DXには、同一 RAIDレベルの RAIDグループまたは異なる RAIDレベルの RAIDグルー
プを混在で複数設定できます。RAIDグループは作成後に RAIDレベルの変更やドライブの追加など
が可能です。
表 2.4 RAIDグループの種類と用途

種類 用途
最大容量

RAIDグループ 1個
あたり 装置あたり

RAIDグループ 通常のデータ記憶域として使用する領域です。
RAIDグループには、業務用およびアドバンスト・
コピー用のボリューム（Standard、WSV、SDV、
SDPV）を作成できます。

約 363TB（*1）
約 711TB（*2）

搭載ドライブ台数に
よる

RECディスク
バッファー

コピーデータの一時的な退避先として使用する
REC Consistencyモード専用の領域です。

約 55TB（*3）
約 109TB（*4）

110TB（*3）
218TB（*4）

シン・プロビ
ジョニングプー
ル（TPP）（*5）

シン・プロビジョニングで使用する RAIDグループ
で、シン・プロビジョニングプール（TPP）として
管理される領域です。TPP内にはシン・プロビジョ
ニングボリューム（TPV）を作成できます。

2,048TB（*7）

Flexible Tier
Sub Pool
（FTSP）（*6）

Flexible Tierで使用する RAIDグループで、
Flexible Tier Sub Pool（FTSP）として管理され
る領域です。FTSPを階層化してより大きなプール
（Flexible Tier Pool：FTRP）を構成します。FTSP
内には Flexible Tier Volume（FTV）を作成でき
ます。

*1： 数値は、ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 で、15.36TB SSD の RAID6-FR((13D+2P)
´2+1HS) 構成の場合です。
RAIDレベルごとの構成ドライブ数、推奨構成については表 2.5を参照してください。

*2： 数値は、ETERNUS DX100 S4/DX200 S4 で、30.72TB SSD の RAID6-FR((13D+2P)
´2+1HS) 構成の場合です。
RAIDレベルごとの構成ドライブ数、推奨構成については表 2.5を参照してください。
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*3： 数値は、ETERNUS DX100 S3/DX200 S3で、15.36TB SSDの RAID1+0(4D+4M) 構成の
場合です。

*4： 数値は、ETERNUS DX100 S4/DX200 S4で、30.72TB SSDの RAID1+0(4D+4M) 構成の
場合です。

*5： RAIDレベルごとの構成ドライブ数、推奨構成については表 2.12を参照してください。
*6： RAIDレベルごとの構成ドライブ数、推奨構成については表 2.17を参照してください。
*7： シン・プロビジョニングプールの容量と FTSPの容量を合わせた容量です。
RAIDグループを構成するドライブは、同じサイズ（2.5インチ、3.5インチ）および同じ種類（SAS
ディスク、ニアライン SASディスク、SSD、または SED）のものを使用してください。
図 2.8 RAIDグループの例
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• 同一グループ内に SASディスクとニアライン SASディスクを混在できます。ただし、ディスク
（SASディスクまたはニアライン SASディスク）、SSD、SEDを混在させることはできません。
• RAIDグループは、サイズ、容量、回転数（ディスクの場合）、アドバンスト・フォーマット対応
の有無、インターフェース速度（SSDの場合）、およびドライブエンクロージャの転送速度（SSD
の場合）のすべてが同一のドライブで構成するようにしてください。
- 容量の異なるドライブを同一 RAIDグループ内に混在させた場合、RAIDグループ内のすべての
ドライブが、RAIDグループ内の最小のドライブと同じ容量のドライブとして扱われ、容量の大
きいドライブの残りの領域が使用できなくなります。

- 回転数の異なるドライブを同一 RAIDグループ内に混在させた場合、RAIDグループ内のすべて
のドライブの性能が、最も低い回転数のドライブ相当になります。

- インターフェース速度の異なる SSDを同一 RAIDグループ内に混在させた場合、RAIDグルー
プ内のすべての SSDの性能が、最も低いインターフェース速度の SSD相当になります。

- 3.5インチ SASディスクは、高密度ドライブエンクロージャ用ドライブと同じサイズのタイプ
として扱えます。例えば、3.5インチ ニアライン SASディスクと高密度ドライブエンクロー
ジャ用のニアライン SASディスクは、RAIDグループ内に混在できます。

- 高密度ドライブエンクロージャ（6Gbit/s）と、ドライブエンクロージャ（3.5 インチ用）また
は高密度ドライブエンクロージャ（12Gbit/s）の SSDを混在させて RAIDグループを作成した
場合、高密度ドライブエンクロージャ（6Gbit/s）のインターフェース速度が 6Gbit/sのため、
RAIDグループ内のすべての SSDが 6Gbit/sのインターフェース速度で動作します。

• 6TB以上のニアライン SASディスクで構成可能な RAIDレベルについては、「2.1.1 サポート
RAID」(16ページ)を参照してください。 

1つの RAIDグループを構成する推奨ドライブ数を表 2.5に示します。
表 2.5 1RAIDグループの構成ドライブ数と推奨ドライブ数

RAIDレベル 構成ドライブ数 推奨ドライブ数（*1）
RAID0 2～16 —
RAID1 2 2（1D+1M）
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RAIDレベル 構成ドライブ数 推奨ドライブ数（*1）
RAID1+0 4～32 4（2D+2M）、6（3D+3M）、8（4D+4M）、10（5D+5M）
RAID5 3～16 3（2D+1P）、4（3D+1P）、5（4D+1P）、6（5D+1P）
RAID5+0 6～32 3（2D+1P）´2、4（3D+1P）´2、5（4D+1P）´2、6（5D+1P）´2

RAID6 5～16 5（3D+2P）、6（4D+2P）、7（5D+2P）
RAID6-FR 11～31 17（(6D+2P) ´2+1HS）

*1： D＝ Data、M＝Mirror、P＝ Parity、HS＝Hot Spareを示します。

 

• シーケンシャルアクセス性能は、構成ドライブの数による相違はほとんどありません。
• ランダムアクセス性能は、構成ドライブ数の数が多い方が良くなる傾向があります。
• ドライブが故障した場合のリビルド処理は、ドライブ容量が大きいほど遅くなります。
• RAIDレベルが RAID5, RAID5+0, または RAID6の場合、同一 RAIDグループ内のドライブの
数があまり多くならないようにしてください。
ドライブの数が多くなると、ドライブ故障時のパリティからのデータ復元処理やリビルド処理に
かかる時間が増加します。
推奨ドライブ数については、表 2.5を参照してください。

• RECディスクバッファーに登録可能な RAIDレベルは RAID1+0、ドライブ構成は 2D+2Mまた
は 4D+4Mです。
シン・プロビジョニングプールに登録可能な RAID構成、および機能の詳細は、「2.3.1.1 ストレー
ジ容量の仮想化」(44ページ)を参照してください。
Flexible Tier Poolに登録可能な RAID構成、および機能の詳細は、「2.3.2.1 ストレージ自動階
層制御」(51ページ)を参照してください。 

各 RAIDグループには、担当 CMが割り当てられます。詳細は、「2.11.2 担当 CM」(112ページ)を参
照してください。
RAIDグループを構成するドライブの搭載位置については、「5.4 RAIDグループの推奨配置」(199
ページ)を参照してください。
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2.1.4 ボリューム
ボリュームについて説明します。
ボリュームとは、RAIDグループ内部での論理上のドライブ領域のことをいいます。
ボリュームは、サーバが認識できる RAIDの構成単位になります。
図 2.9 ボリュームの概念図

RAID 1 RAID 2

1

2
3

1つのボリュームの最大容量は 128TBです。ただし、サーバのOSによって設定できるボリュームの
最大容量は異なります。
ETERNUS DX内に作成可能なボリューム数を以下の表に示します。各種ボリュームを合計して、最
大ボリューム数までのボリュームを作成できます。
表 2.6 作成可能なボリューム数

モデル 最大ボリューム数
ETERNUS DX100 S4/DX100 S3 2,048（*1）

4,096（*2）
ETERNUS DX200 S4/DX200 S3 4,096（*1）

8,192（*2）

*1： 装置のコントローラーファームウェア版数が V10L60未満の場合、または「ボリューム拡張モー
ド」が無効の場合の値です。

*2： 装置のコントローラーファームウェア版数が V10L60以上で、「ボリューム拡張モード」を有効
にした場合の値です。

ボリュームは必要に応じて容量を拡張したり、移動したりすることもできます。また、複数のボリュー
ムを連結して 1つのボリュームとして扱うこともできます。各ボリュームに対する拡張、移動、連結
の実行可否については、「A.2.2 ボリューム操作対象機能」(209ページ)を参照してください。
ETERNUS DXで作成可能なボリュームには、以下の種類があります。
表 2.7 作成可能なボリューム

種類 用途 最大容量

Standard（Open） Standardボリュームは、ファイルシステムやデータ
ベースなどの通常用途に使用され、サーバからは 1つ
の論理ユニットと認識されます。
通常ボリュームの種類は、ETERNUS Web GUI/
ETERNUS CLIでは Standardと表示されますが、
ETERNUS SF ソフトウェアではOpenと表示されま
す。

128TB（*1）

Snap Data Volume（SDV） SnapOPC / SnapOPC+実行時にコピー先として使
用する領域です。コピー先ごとに SDVが存在します。

24［MB］ + コピー元ボ
リューム容量 ´ 0.1［%］
（*2）
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種類 用途 最大容量
Snap Data Pool Volume
（SDPV）

Snap Data Pool（SDP）領域を構成するためのボ
リュームです。SDP容量は、複数の SDPVを合計した
ものとなります。コピー先の SDV容量を超えた更新
量が発生した場合に、SDPからボリュームが補充され
ます。

2TB

Thin Provisioning Volume
（TPV）

シン・プロビジョニングプール領域に作成する仮想ボ
リュームです。また、SnapOPC+実行時のコピー先と
しても使用されます。

128TB

Flexible Tier Volume（FTV） 階層化対象となるボリュームで、アクセス頻度に応じ
て自動的に小さいブロック単位でデータが再配置され
ます。また、FTVは、SnapOPC+実行時のコピー先
としても使用されます。FTVは、Flexible Tier Pool
に属します。

128TB

Virtual Volumes（VVOL） VVOLは、VMware vSphere専用の容量仮想化ボ
リュームです。VVOLと仮想ディスク（VMDKファイ
ル）を対応させることにより、運用を簡略化できます。
ボリューム種別は FTVとなります。

128TB

Deduplication/Compressionボ
リューム

重複排除／圧縮機能を使用する際に、サーバから見え
る仮想的なボリュームです。ボリューム作成時に、重
複排除／圧縮を有効にすることで作成できます。サー
バからは重複排除／圧縮を行う前のデータが見えま
す。
ボリューム種別は TPVとなります。

128TB

Wide Striping Volume（WSV） 2～64個の RAIDグループに分散して配置された領域
を連結した 1つのボリュームです。データアクセスが
分散されるため、処理が速くなります。

128TB

ODXバッファーボリューム ODXバッファーボリュームは、Windows Server
2012以降のOffloaded Data Transfer（ODX）機
能を利用する際に必要となる専用ボリュームで、コ
ピー処理中にデータが更新された場合に、元データを
退避するための領域です。
装置あたり 1個まで作成できます。
ボリューム種別は Standard、TPV、FTVとなりま
す。

1TB

*1： LUN コンカチネーション機能を使用して複数のボリュームを連結した場合の最大容量も
128TBです。

*2： コピー元ボリュームの容量に応じて異なります。
ボリュームを作成すると、自動的にフォーマットが開始されます。フォーマット中のボリュームでも、
サーバからアクセス可能です。ただし、性能を要求されるアクセスを行う場合は、ボリュームフォー
マットが完了してから使用してください。
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• ETERNUS DXでは、RAIDレベルおよび Stripe Depthの設定値に応じてストライプサイズが
異なります。
RAIDレベルおよび Stripe Depthの設定値ごとのストライプサイズについては、『ETERNUS
Web GUI ユーザーズガイド』を参照してください。
なお、ボリュームをストライプサイズの整数倍の容量で作成するとユーザー容量を無駄なく使用
できますが、サイズを考慮しないで作成すると使用不可能な領域が残る場合があります。

• シン・プロビジョニングプール（TPP）を作成すると、TPPを構成する RAIDグループ 1個につ
き、制御用のボリュームが 1個作成されます。そのため、装置内に作成可能なボリューム数の上
限は、TPPを構成する RAIDグループの数だけ少なくなります。

• Flexible Tier機能を有効にした時点で作業用ボリュームが 32個作成されます。装置内の作成可
能ボリューム数の上限は、この作業用ボリュームの数の分だけ少なくなります。

• Flexible Tier Sub Pool（FTSP）を作成すると、FTSPを構成する RAIDグループ 1個につき、
制御用のボリュームが 1個作成されます。そのため、装置内に作成可能なボリューム数の上限は、
FTSPを構成する RAIDグループの数だけ少なくなります。

• VVOL機能を使用する場合、VVOLを作成した時点で VVOL管理情報用のボリュームが 1個作
成されます。装置内の作成可能ボリューム数の上限は、この VVOL管理情報用ボリュームの数の
分だけ少なくなります。 
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2.1.5 ホットスペア
ホットスペアとは、RAID グループ内のドライブに故障や異常があった場合に、代わりに使用する予
備のドライブのことです。
図 2.10 ホットスペア

RAID

 

RAIDレベルが RAID6-FRの場合は、RAIDグループ内にドライブ 1台分の予備領域を保持してい
るため、ドライブ故障が発生しても、故障ドライブのデータは RAIDグループ内の予備領域に復元
されます。予備領域が使用されている状態で RAIDグループ内の別（2台目）のドライブで故障が
発生すると、ホットスペアが使用されます。 

■ ホットスペアの種類
ホットスペアには、以下の 2種類があります。
• グローバルホットスペア（Global Hot Spare）
すべての RAIDグループで使用できるホットスペアです。複数台のホットスペアが搭載されている
場合、最適なドライブが自動的に選択され、RAIDグループに組み込まれます。

• 専用ホットスペア（Dedicated Hot Spare）
特定の RAIDグループ（1つの RAIDグループ）だけで使用できるホットスペアです。
専用ホットスペアは、TPP、FTRP、および RECディスクバッファーに登録されている RAIDグルー
プには登録できません。

 

• ホットスペアを優先的に使用するために、重要なデータを保存する RAIDグループには「専用ホッ
トスペア」タイプのホットスペアを登録してください。

• ホットスペアにアドバンスト・フォーマット対応のディスクを利用する場合、ホットスペアとし
て使用されたときに、サーバから確認できるセクターフォーマット情報が変更されることがあり
ます。 

■ ホットスペアの搭載数
ホットスペアの搭載台数は総ドライブ台数から見積もります。
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ドライブ種ごとのホットスペアの推奨搭載数を以下の表に示します。
表 2.8 ホットスペアディスク搭載条件

モデル
総ドライブ台数

～120 ～240 ～264

ETERNUS DX100 S4/DX100 S3 1 2 —
ETERNUS DX200 S4/DX200 S3 1 2 3

■ ドライブの種類
ETERNUS DX内に複数のドライブの種類（SASディスク、ニアライン SASディスク、SSD、SED）
が混在して搭載されている場合、それぞれの種類でホットスペアが必要です。
ドライブには 2.5インチおよび 3.5インチのタイプがありますが、高密度ドライブエンクロージャ用
のドライブは 3.5インチのタイプに含まれます。
SASディスクには、回転数が 10,000rpmと 15,000rpmのタイプがあります。ドライブ故障が発生
してホットスペアが RAIDグループに組み込まれた際に、回転数の異なるドライブが同一 RAIDグ
ループ内に混在すると、RAIDグループ内のすべてのドライブの性能が、最も低い回転数のドライブ相
当になります。回転数の異なる SASディスクを使用する場合は、必要に応じてそれぞれの回転数に対
応したホットスペアを準備してください。なお、インターフェース速度が異なる SASディスクが同一
RAIDグループ内に混在しても、性能に影響はありません。
SSDには、インターフェース速度が 6Gbit/sと 12Gbit/sのタイプがあります。ドライブ故障が発生
してホットスペアが RAIDグループに組み込まれた際に、インターフェース速度の異なる SSDが同一
RAIDグループ内に混在すると、RAIDグループ内のすべての SSDの性能が、最も低いインターフェー
ス速度の SSD相当になります。ホットスペアには同じインターフェース速度の SSDを準備すること
を推奨します。
なお、ホットスペアは、使用するドライブ種ごとに最大容量のドライブと同じ容量のものを搭載して
ください。

■ 選択論理
グローバルホットスペアが複数台搭載されている場合、ドライブ故障時には、以下の選択論理に従っ
てホットスペアが自動的に選択されます。
表 2.9 ホットスペア選択論理

優先順位 選択条件
1 故障したドライブと同じ種類、同じ容量、同じ回転数（ディスクの場合）および同じインターフェー

ス速度（SSDの場合）
2 故障したドライブと同じ種類、大きい容量、同じ回転数（ディスクの場合）および同じインターフェー

ス速度（SSDの場合）（*1）
3 故障したドライブと同じ種類、同じ容量、異なる回転数（ディスクの場合）および異なるインター

フェース速度（SSDの場合）
4 故障したドライブと同じ種類、大きい容量、異なる回転数（ディスクの場合）および異なるインター

フェース速度（SSDの場合）（*1）

*1： 故障したドライブより大きい容量のホットスペアが複数存在する場合は、その中で小さい容量
のものから順に選択されます。
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2.2 データ保護

2.2.1 データ・ブロックガード
データ・ブロックガードは、サーバからの書き込み指示があると、格納されるすべてのデータに識別
するためのチェックコードを付加し、データの伝送路における複数のチェックポイントでデータの整
合性を確認・保証する機能です。
サーバからのデータ書き込み時、データの各ブロック（512バイトごと）に 8バイトのチェックコー
ドを付加し、要所でデータの整合性確認を行っています。これによって、万一、ETERNUS DX内で
のデータ破壊やドライブ内でのデータ化けなどが発生してもデータの誤りを検出することが可能で
す。サーバからのデータ読み出し時にはチェックコードをチェック後に除去することで、ストレージ
システム全体でデータの整合性を確認／保証します。
ドライブへのデータ書き込み途中にエラーを検出した場合、キャッシュメモリ上で二重化されている
データのもう一方から読み直し、整合性を確認したデータを書き込みます。
ドライブからのデータ読み出し途中にエラーを検出した場合は、RAIDの冗長性を利用してデータを復
元します。
図 2.11 データ・ブロックガード

2

1

2

3 A0 A1 A2A0 A1 A2

CC:

A0 CC A1 CC A2 CC

A0 CC A1 CC A2 CC

A0 CC A1 CC A2 CC

1. チェックコード付加
2. チェックコード確認
3. チェックコード確認および除去

また、T10-Data Integrity Field（T10-DIF）機能をサポートしています。T10-DIFは、OSにOracle
Linuxを搭載したサーバと ETERNUS DX間で転送するデータにチェックコードを付与し、SCSIレ
ベルでデータ保証を行う機能です。
サーバは、ホストバスアダプター（HBA）でユーザーデータに対してチェックコードを生成して書き
込み、読み出し時にはチェックコードの整合性を確認することにより、データを保証しています。
ETERNUS DXでは、データ・ブロックガード機能と T10-DIF対応により二重にチェックすることで
信頼性を高めています。
サーバとの経路上で SCSIレベルでデータが保護されるため、チェックコード付け替え時のデータ破
壊に対してもデータを保証することができます。
さらに、Oracle DBの Data Integrity Extensions（DIX）機能と連携することで、サーバを含めた
システム全体でのデータ保証が可能となります。
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T10-DIF機能は、T10-DIFをサポートしている HBAと FCインターフェースで接続している場合に
使用できます。
T10-DIFは、ボリューム作成時にボリューム単位で有効／無効を設定します。ボリューム作成後に有
効／無効の設定を変更することはできません。

 

• T10-DIF機能を有効にできるボリュームは、Standardボリュームのみです。
• T10-DIF機能を有効にしたボリュームに対して、LUNコンカチネーションは実行できません。 
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2.2.2 ディスクドライブ・パトロール
ETERNUS DXでは、ドライブのエラーを早期に検出し、リカバリー処理または切り離しを行うため
に全ドライブに対して診断を行っています。
ディスクドライブ・パトロールは、ETERNUS DXに搭載されているすべてのドライブに対して定期
的に動作状態を診断し、監視する機能です。バックグラウンドで定期的にドライブの媒体チェック（読
み出しチェック）を実施します。
ドライブの媒体チェックは、すべてのドライブを順にデータの一部に対して読み出しチェックを行い
ます。エラーを検出した場合は、RAIDグループのドライブを使用したデータの再構築を行い、エラー
が発生したドライブの別のブロックに書き戻しを行います。
図 2.12 ディスクドライブ・パトロール
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診断では、Readチェックを行います。
ドライブ 1台ごとに各ドライブを周回しながらブロック（デフォルト 2MB）単位でチェックを実施
し、周回を繰り返すことで全ドライブのすべてのブロックをチェックしています。パトロールチェッ
クは 24時間常に 1秒間隔（デフォルト）で動作しています。

 

• エコモードが設定され、稼働を停止しているドライブに対するチェックは、ドライブが稼働状態
になってから実施されます。

• ドライブのデータ消去中は、ディスクドライブ・パトロールが停止されます。装置内のすべての
ドライブでデータ消去が完了したあと、パトロールが再開されます。 

 

詳細なパラメーターの設定を行うには、保守作業権限が必要です。 
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2.2.3 リダンダント・コピー
リダンダント・コピーは、故障の予兆があるドライブ内のデータをホットスペアにコピーする機能で
す。
ドライブのパトロール機能などで予防交換が必要と判断したドライブのデータを、そのほかのドライ
ブから生成して、ホットスペアに書き込みます。リダンダント・コピー機能を使用すると、常に冗長
性を維持した状態でデータを復元させることができます。
図 2.13 リダンダント・コピー機能

RAID5

RAID5

 

ドライブのチェックの際に不良セクタが検出された場合、自動的に交代トラックが割り当てられま
す。この段階ではドライブ障害の予兆として認識されませんが、予備セクタが不足し、交代トラッ
クの割り当てで回避できなくなるとリダンダント・コピーでの切り離し対象となります。 

 

• リダンダント・コピー速度
ホストアクセスに対するリダンダント・コピーの優先度を指定できます。Rebuild優先度を高く
することで、ホストアクセスよりもリダンダント・コピーが優先され、リダンダント・コピーの
性能を向上させることができます。
ただし、優先度を高くすると、該当 RAIDグループでリダンダント・コピーが動作する際に、該
当 RAIDグループの性能（スループット）が低下することがあります。 
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2.2.4 リビルド
リビルドは、故障したドライブのデータを残りの正常ドライブから復元する処理です。ホットスペア
が登録されている場合は、自動的にホットスペアにリビルドを行い、データの冗長性を保証します。
図 2.14 リビルド
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ホットスペアが登録されていない場合、故障ドライブの交換時、またはホットスペアの登録時にリ
ビルド処理が行われます。 

 

• リビルド速度
ホストアクセスに対するリビルドの優先度を指定できます。Rebuild優先度を高くすることで、
ホストアクセスよりもリビルドが優先され、リビルドの性能を向上させることができます。
ただし、優先度を高くすると、該当 RAIDグループでリビルドが動作する際に、該当 RAIDグルー
プの性能（スループット）が低下することがあります。 
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2.2.5 Fast Recovery
万一、ドライブが故障した場合に、故障したドライブ上に格納されているデータを残りのドライブに
高速に再配置することにより、迅速な復旧を実現します。
RAIDレベルが RAID6-FRで構成されている RAIDグループでは、ドライブに故障が発生すると、
RAIDグループ内に保持しているホットスペア相当の予備領域に対して高速リビルドが動作します。
ドライブが 1台故障し、予備領域がすでに使用中の状態で 2台目のドライブに故障が発生した場合は、
通常のリビルド（ETERNUS DX内のホットスペアにリビルド）が動作します。
故障したドライブ内のデータは、領域ごとに異なるドライブに冗長データおよび予備領域が配置され
ています。同時に複数の異なる領域のリビルドが動作するため、高速なリビルドが可能となります。
図 2.15 Fast Recovery
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1台目のドライブ故障で動作する高速リビルドでは、コピーバックレス機能が有効に設定されていて
も、故障ドライブを交換したあとにコピーバックが行われます。
予備領域がすでに使用中の状態で 2台目のドライブに故障が発生した場合に動作する通常のリビル
ドでは、コピーバックレス機能の設定に従います。 
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2.2.6 コピーバック／コピーバックレス
コピーバックは、故障ドライブを交換したあとに、交換された新しいドライブにホットスペアからデー
タをコピーする処理です。
図 2.16 コピーバック

RAID5

RAID5

RAID5

 

• コピーバック速度
ホストアクセスに対するコピーバックの優先度を指定できます。Rebuild優先度を高くすること
で、ホストアクセスよりもコピーバックが優先され、コピーバックの性能を向上させることがで
きます。
ただし、優先度を高くすると、該当 RAIDグループでコピーバックが動作する際に、該当 RAID
グループの性能（スループット）が低下することがあります。 

コピーバックレスが有効になっている場合、ホットスペアにリビルドまたはリダンダント・コピーが
完了したあと、ホットスペアとして登録されていたドライブは RAIDグループの構成ドライブになり
ます。
そして、故障して切り離されたドライブがホットスペアとして登録されます。故障したドライブは
ホットスペアとして扱われるため、新しいドライブに交換されてもデータはコピーバックされません。
コピーバックレス対象のドライブ（ホットスペア）と、故障したドライブで、以下の条件すべてが同
一の場合にコピーバックレス動作になります。
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• ドライブの種類（SASディスク、ニアライン SASディスク、SSD、自己暗号化ドライブ（SED））
• サイズ（2.5インチ、3.5インチ（高密度ドライブエンクロージャ用含む））
• 容量
• 回転数（15,000rpm、10,000rpm、7,200rpm）（*1）
• インターフェース速度（12Gbit/s、6Gbit/s）（*2）
• ドライブエンクロージャの転送速度（12Gbit/s、6Gbit/s）（*2）

*1： SASディスクまたはニアライン SASディスクの場合（SED含む）のみ。
*2： SSDの場合のみ。
故障したドライブと異なる種類のドライブがホットスペアとして選択された場合、コピーバックレス
が有効になっていてもドライブ交換後にコピーバックが行われます。
コピーバックレス機能は、設定によって有効、無効の変更が可能です。デフォルトは有効に設定され
ています。
図 2.17 コピーバックレス
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• コピーバックレス機能の設定は、サブシステムパラメーター設定にて装置単位で行えます。装置
設定／保守作業権限で設定可能です。また、設定変更後に装置の電源切断・電源投入は不要です。

• コピーバックレスが有効の場合、故障ドライブを交換したあとに元の RAIDグループ配置に戻す
ことはできません。運用を考慮したうえで、コピーバックレスの有効／無効を設定してください。 
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2.2.7 保護（Shield）
保護（Shield）は、一時的なドライブの異常を診断する機能です。診断によって正常に動作可能と判
断された場合は、継続して利用することができます。ディスクドライブ・パトロールやエラー通知に
よって、ドライブの異常が検出された際に、対象のドライブを一時的に診断状態にします。
RAIDグループを構成しているドライブの場合は、ドライブを診断する前に、リビルドまたはリダンダ
ント・コピーを実行してデータをホットスペアに移行します。RAIDグループから切り離されたドライ
ブは、故障しているか、または一時的な異常であるかを診断され、一時的な異常と判断された場合に
のみ使用可能な状態に戻ります。
保護（Shield）機能の対象ドライブは、RAIDグループまたはホットスペアに登録されているすべて
のドライブです。未使用ドライブでは保護（Shield）機能は動作しません。
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保護（Shield）機能は、設定によって有効、無効の変更が可能です。デフォルトは有効に設定されて
います。
図 2.18 保護（Shield）
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*1： コピーバックレスが有効になっている場合は、ホットスペアとして装置に組み込まれます。コ
ピーバックレスが無効になっている場合は、RAID の構成ドライブとして装置に組み込まれ、コ
ピーバックが動作します。コピーバックレスの設定は、ドライブの交換前まで有効／無効を切
り替えられます。
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• ドライブを一時保護する過程で、対象ドライブの切り離しと組み込みが行われます。この間、装
置の状態が異常と表示される場合がありますが、現象は一時的なものであり、診断が完了すると
正常な状態に戻ります。
ドライブの一時保護中は、以下の現象が発生する場合があります。
- オペレーションパネルおよびドライブの Fault LED（橙色）が点灯
- ETERNUS Web GUIおよび ETERNUS CLIで、ステータスが異常と表示
• 装置ステータスに Error、またはWarningと表示される
• ドライブステータスに Error、Warning、またはMaintenanceと表示される

• ドライブの組み込みが失敗した場合のみ、保護（Shield）機能の対象ドライブにて交換が必要と
なります。
ドライブの組み込みが失敗した場合、イベント通知メッセージ（SNMP / REMCSなど）では、
ドライブ故障のエラーが通知されます。ドライブの組み込みが正常に終了した場合は、メッセー
ジは通知されません。ただし、イベント通知の設定で、メッセージが通知されるように変更する
こともできます。

• 保護（Shield）機能の設定は、サブシステムパラメーター設定にて装置単位で行います。設定に
は保守作業権限が必要です。
また、設定変更後に装置の電源切断・電源投入は不要です。 
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2.2.8 リバースケーブリング
ETERNUS DXは、コントローラーとドライブ間のデータ転送パスをリバースケーブリング接続で構
成しており、ドライブエンクロージャ故障が発生した場合でも継続してアクセス可能です。
何らかの要因でドライブエンクロージャが故障しても、リバースケーブリングによって正常なアクセ
ス経路を確保できるため、故障したドライブエンクロージャより後ろに接続されているドライブに対
してのアクセスが切断されません。
図 2.19 リバースケーブリング
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2.3 運用最適化（仮想化／自動階層制御）

2.3.1 シン・プロビジョニング
シン・プロビジョニング機能には、以下の機能があります。
• ストレージ容量の仮想化
仮想ドライブをサーバに割り当てることで、ストレージの物理容量を削減でき、ストレージ容量の効
率的な活用を可能にします。将来必要な容量を仮想ボリュームで設定し、搭載された物理ドライブ容
量を超えるボリュームを割り当てることができます。

• TPV平準化
仮想ボリュームの物理割り当て状態を再配置し均等化することによって、仮想ボリュームに対する
I/Oアクセスをプール内の RAIDグループに分散できます。

• TPV / FTV容量最適化（Zero Reclamation）
物理割り当てされている領域のデータをブロックごとにチェックし、不要な領域（ブロック内のデー
タにすべて 0が割り当てられている領域）を未割り当て領域にします。

2.3.1.1 ストレージ容量の仮想化
シン・プロビジョニングは、物理ドライブをプールで管理し、未使用容量をプールに属する仮想ボ
リュームで共有することでドライブの使用効率を向上します。サーバから見えるボリューム容量を仮
想化し、物理ボリューム容量以上の容量をサーバに見せることができます。大容量の仮想ボリューム
を定義できるためドライブを効率よく柔軟に使用できます。
容量設計が困難な場合でも少ないドライブ容量で業務を開始できるため、初期投資を抑制できます。
また、実装するドライブ数が少なくなるため、消費電力も削減できます。
図 2.20 ストレージ容量の仮想化

RAID

シン・プロビジョニングでは、複数のドライブで構成される RAIDグループをシン・プロビジョニン
グプール（TPP）として管理します。ホストからの書き込みが発生した時点で仮想ボリュームに物理
領域を割り当てます。TPPの空き容量は TPPに属する仮想ボリュームで共用し、装置に搭載されたド
ライブ容量を超える仮想ボリュームを作成できます。TPP内に作成する仮想ボリュームをシン・プロ
ビジョニングボリューム（TPV）と呼びます。
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• シン・プロビジョニングプール（TPP）
TPPは、1つ以上の RAIDグループから構成される物理ドライブプールです。TPPの容量を拡張す
る場合は、RAIDグループ単位で追加できます。追加する RAIDグループの仕様（RAIDレベル、ド
ライブ種、メンバードライブ数）は、既存の RAIDグループと同じにしてください。
装置に登録できる TPPの最大数および最大容量を以下の表に示します。
表 2.10 TPPの最大数および最大容量

項目 ETERNUS DX100 S4/DX100 S3 ETERNUS DX200 S4/DX200 S3

最大プール数 72個（*1） 132個（*1）
最大プール容量 2,048TB（*2）

*1： シン・プロビジョニングプール数と FTSP数を合わせた数の最大値となります。
*2： 装置内のシン・プロビジョニングプールの容量と FTSPの容量を合わせた最大プール容量で

す。
TPP作成時に決定される TPPのチャンクサイズを以下の表に示します。
表 2.11 TPP設定容量に対するチャンクサイズ

最大プール容量の設定値 チャンクサイズ（*1）

～256TB 21MB

～512TB 42MB

～1,024TB 84MB

～2,048TB 168MB

*1： チャンクサイズは、データを区切る大きさのことです。最大プール容量の大きさによって、
チャンクサイズが自動設定されます。

暗号化する場合は、TPP作成時にファームウェアによる暗号化を指定するか、TPP作成時に構成す
るドライブとして自己暗号化ドライブ（SED）を選択します。
TPPに登録可能な RAID構成を以下の表に示します。
表 2.12 TPPに登録可能な RAIDレベルと構成

RAIDレベル 設定可能ドライブ数 推奨構成
RAID0 4 (4D) ‐
RAID1 2 (1D+1M) 2 (1D+1M)

RAID1+0 4 (2D+2M)、8 (4D+4M)、16 (8D+8M)、24 (12D+12M) 8 (4D+4M)

RAID5 4 (3D+1P)、5 (4D+1P)、7 (6D+1P)、8 (7D+1P)、9 (8D+1)、13 (12D
+1P)

4 (3D+1P)、8 (7D
+1P)

RAID6 6 (4D+2P)、8 (6D+2P)、9 (7D+2P)、10 (8D+2P) 8 (6D+2P)

RAID6-FR 13 ((4D+2P) ´2+1HS)、17 ((6D+2P) ´2+1HS)
31 ((8D+2P) ´3+1HS)、31 ((4D+2P) ´5+1HS)

17 ((6D+2P)
´2+1HS)

• シン・プロビジョニングボリューム（TPV）
TPVの最大容量は 128TBです。ただし、TPVの総容量が TPPの最大容量を超えないようにしてく
ださい。
TPVの作成時に、Allocation方式を選択できます。
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- Thin
ホストから TPV への書き込みが発生した時点で、作成した仮想ボリュームに物理領域を割り当て
ます。割り当てられる容量サイズ（チャンクサイズ）は、TPVを作成する際に指定した TPPの
チャンクサイズとなります。ストレージ容量を仮想化して割り当てることで、ストレージの物理容
量を削減できます。

- Thick
ボリューム作成時に、ボリュームの全領域に対して物理領域を割り当てます。システム領域のボ
リュームなどに使用し、運用中のプール枯渇によるシステム停止を防止できます。
通常は「Thin」を選択することを推奨します。Allocation方式は、TPV作成後に変更することもで
きます。
「Thick」を「Thin」に変更した場合は、TPV / FTV容量最適化を実施してください。容量を最適化
することで TPVに割り当てられていた領域が解放され、TPVが使用できるようになります。TPV /
FTV容量最適化を実施しなかった場合、Allocation方式を変更しても TPVの使用量は変わりませ
ん。
TPVは、作成後に容量を拡張できます。
作成可能な TPV数については、「2.1.4 ボリューム」(27ページ)を参照してください。

●使用容量の閾値監視
TPPの使用率が閾値に達した場合、「イベント通知設定」機能で設定した宛先（SNMPトラップ、メー
ル、または Syslog）に通知されます。閾値には注意と警告の 2種類があり、それぞれで値を設定する
ことが可能です。
また、ETERNUS SF Storage Cruiserによる使用容量の監視を行うこともできます。
• TPPの閾値

TPP単位の閾値には、注意と警告の 2段階の設定があります。
表 2.13 TPPの閾値

閾値 設定範囲 初期状態 設定条件

注意 5（%）～80（%） 75（%） 注意£警告
注意閾値は省略可警告 5（%）～99（%） 90（%）

• TPVの閾値
TPV単位の閾値は注意の 1種類だけです。TPVの物理割り当て量が閾値に達した場合、ホストにセ
ンスで応答します。TPPの空き容量と対象 TPVの未割り当て容量との比率を閾値として設定しま
す。
表 2.14 TPVの閾値

閾値 設定範囲 初期状態

注意 1（%）～100（%） 80（%）
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• ファイルシステム作成時、LUN全体にメタ情報を書き込むOSはシン・プロビジョニングの使用
に適していません。

• TPVのバックアップは、ファイル単位で行うことを推奨します。全面バックアップを行うとドラ
イブへの未割り当て領域もダミーデータとしてバックアップされ、バックアップしたデータを
TPVにリストアするとダミーデータもリストアされます。そのため、全ボリューム容量分のドラ
イブの割り当てが必要になり、シン・プロビジョニングの効果がなくなります。

• 高度な性能チューニングを行う場合は、通常の RAIDグループを使用してください。
• 各プラットフォーム（サーバ側OS）の種類や版数によっては、拡張したボリュームを認識できな
い場合があるため、動的に容量を拡張する場合は、事前に各OSおよびファイルシステムのマニュ
アルを参照してください。

• TPPにアドバンスト・フォーマットのドライブで構成された RAIDグループが 1つでも存在する
場合、その TPPに作成される TPVはすべてアドバンスト・フォーマットとして扱われます。ア
ドバンスト・フォーマットに対応していないOSやアプリケーションからその TPVにアクセスす
ると、書き込み性能が低下することがあります。 
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2.3.1.2 TPV平準化
仮想ボリューム（TPV）は、書き込みが発生するとドライブが割り当てられますが、書き込みの順番
や頻度により、割り当てが特定の RAIDグループにかたよってしまう場合があります。また、ドライ
ブを増設して容量を拡張すると、新規に追加した RAIDグループと既存の RAIDグループ間で物理ド
ライブへの割り当て容量にかたよりが発生します。
TPVを平準化することによって、仮想ボリュームに対する I/Oアクセスをシン・プロビジョニング
プール（TPP）内の RAIDグループに分散できます。
• かたよった TPVの物理割り当てを均等に分散する場合
図 2.21 TPV平準化（かたよった TPVの物理割り当てを均等に分散する場合）
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• TPPを拡張（ドライブを追加）後、ホストアクセスを均等に分散させる場合
図 2.22 TPV平準化（TPPを拡張後、ホストアクセスを均等に分散させる場合）
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シン・プロビジョニング割り当て平準化は、TPPを構成する RAIDグループ間で TPVの物理割り当
て容量を均等化させる機能です。
TPVの平準化は、同一 TPP内でのみ実行可能です。対象の TPVが属していない別の TPPへ RAID
マイグレーションをしながらの TPV平準化はできません。
仮想ボリュームに書き込みが発生するとドライブが割り当てられます。TPPに登録した複数の TPV
に書き込みが発生すると、TPPを構成する RAIDグループをローテーションしながら順番に物理領域
を割り当てます。この方式では、書き込みの順番や頻度により TPVの割り当てが、特定の RAIDグ
ループにかたよってしまう場合があります。また、TPPの容量を拡張すると、新規に追加した RAID
グループと既存の RAIDグループ間で物理割り当て容量にかたよりが発生します。

●平準化レベル
TPVの平準化状態は、「High」、「Middle」、および「Low」の 3つのレベルで表示されます。TPV
の物理容量が TPP内の RAIDグループに均等に割り当てられている場合が「High」であり、TPP内
の特定の RAIDグループにかたよって割り当てられている場合が「Low」です。
装置内や、対象のボリュームでほかの機能が動作中の場合、TPV平準化を実行できない場合がありま
す。
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同時に処理を実行可能な機能、件数、容量については、「A.3 各機能の同時実行可否」(211ページ)を
参照してください。

 

• 空き容量がないなど、TPP内に平準化に使用できない RAIDグループが存在する場合、TPP内の
そのほかの RAIDグループ間で物理割り当て容量の平準化が実行されます。この場合、平準化完
了後の平準化レベルが「High」にはならないことがあります。

• TPV 平準化を実行すると、TPV が属する TPP に作業ボリューム（移動元と同容量の移動先
TPV）の領域が確保されます。この作業ボリュームを含めた全 TPP内の TPVの総論理容量が装
置の最大プール容量を超える場合、TPV平準化を実行することができません。
また、平準化実行中に TPPが一時的にアラーム状態（「注意」または「警告」の閾値を超えた状
態）になる場合があります。平準化が正常に完了すると、アラーム状態は解消されます。

• TPV平準化実行中にその TPVが属する TPPの容量を拡張すると、平準化前よりさらに平準化レ
ベルが低くなる可能性があります。 
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2.3.1.3 TPV / FTV容量最適化
TPV / FTV容量最適化では、データにすべて 0が割り当てられている物理領域を未割り当て領域に変
更することで、プール（TPP / FTRP）の未割り当て領域を増やして機能効率を上げることができま
す。
TPV / FTVでは、一度物理割り当てされると、その領域が自動的に解放されることはありません。
また、全領域が物理割り当てされた状態で運用を行うと、サーバから認識される使用済み領域と、実
際の物理割り当て済み領域とで、大きさが異なってしまう場合があります。
連続するデータがすべて 0の物理割り当て領域は、例えば以下のような操作によって作成されます。
• RAWイメージバックアップのデータをリストア
• Standardボリュームから TPV / FTVへ RAIDマイグレーション
• 全面書き込みが行われるファイルシステムの作成
TPV / FTV容量最適化は、シン・プロビジョニングに属する機能で、ETERNUS Web GUIまたは
ETERNUS CLIから対象の TPV / FTVを選択してこの機能を実行します。また、RAIDマイグレー
ションする際に、移動先が TPPおよび FTRPの場合にもこの機能を実行できます。
TPV / FTV容量最適化では、シン・プロビジョニング機能での割り当て領域ごとにデータを読み込ん
でチェックし、すべてのデータが 0の領域があった場合に、物理割り当て領域から未割り当て領域に
します。
図 2.23 TPV / FTV容量最適化
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装置内や、対象のボリュームでほかの機能が動作中の場合、TPV / FTV容量最適化を実行できないこ
とがあります。
同時に処理を実行可能な機能については、「A.3 各機能の同時実行可否」(211ページ)を参照してくだ
さい。

 

TPV/FTV容量最適化の手順については、『ETERNUS Web GUIユーザーズガイド』を参照してく
ださい。 
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2.3.2 Flexible Tier
Flexible Tierには、以下の機能があります。
• ストレージ自動階層制御
この機能は、データのアクセス頻度に応じて自動的にデータを再配置し、性能とコストを最適化しま
す。

• FTRP平準化
プール内の物理割り当て状態を再配置し均等化することによって、ボリュームに対する I/O アクセ
スをプール内の RAID グループに分散できます。

• TPV / FTV容量最適化
物理割り当てされている領域のデータをブロックごとにチェックし、不要な領域（ブロック内のデー
タにすべて 0が割り当てられている領域）を未割り当て領域にします。
機能の詳細は、「2.3.1.3 TPV / FTV容量最適化」(50ページ)を参照してください。

• QoS自動化機能
ETERNUS SF Storage Cruiser QoS management optionを使用して、ボリュームごとのQoS
を制御できます。
QoS自動化機能については、ETERNUS SF Storage Cruiserのマニュアルを参照してください。

2.3.2.1 ストレージ自動階層制御
ETERNUS DXは、ETERNUS SF Storage Cruiserの自動階層制御機能を使用して、業務の状況変
化に応じて運用中に自動的にデータ配置を変更します。ETERNUS SF Storage Cruiserではモニタ
リングした性能情報を元にデータの再配置を決定します。ETERNUS DXは Flexible Tier機能を使
用し、ETERNUS SF Storage Cruiserの指示に応じて、装置内のデータを移動します。
Flexible Tier機能では、アクセス頻度に応じて ETERNUS DX内のデータを自動的に再配置すること
によって性能とコストを最適化します。アクセス頻度の高いデータは SSDのような、より高速なドラ
イブへ移動し、アクセス頻度が低いデータはより大容量で低価格なディスクへ移動して、ストレージ
の階層化（SSD、SASディスク、ニアライン SASディスク）を実施します。データの移動はボリュー
ムよりも小さいブロック単位（252MB）で行えます。
チャンクサイズに応じてデータの移動単位は変わります。チャンクサイズとデータの移動単位の関係
を以下の表に示します。
表 2.15 チャンクサイズとデータの移動単位

チャンクサイズ 移動単位
21MB 252MB

42MB 504MB

84MB 1,008MB

168MB 2,016MB

ストレージ自動階層制御を使用すると、性能を維持したままニアライン SASディスクを活用できるた
め、導入コストの削減が可能です。
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また、データは自動的に再配置されるため、管理者のストレージ性能設計の負荷を削減できます。
図 2.24 Flexible Tier
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Flexible Tierは、複数の RAIDグループから構成するプール（Flexible Tier Sub Pool：FTSP）と、
そのプールを階層化してより大きなプール（Flexible Tier Pool：FTRP）を使用します。Flexible
Tierで使用されるボリュームは、Flexible Tier Volume（FTV）と呼びます。
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Flexible Tier 機能を使用するための設定および運用管理は、ETERNUS SF Storage Cruiser から行
います。詳細は、『ETERNUS SF Storage Cruiser 運用ガイド Optimization オプション編』を参
照してください。
図 2.25 FTVの構成
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• Flexible Tier Pool（FTRP）
FTRPとは、階層化対象の FTSPの管理単位のことです。1つの FTRPに FTSPを最大 3個登録で
きます。これは階層が最大 3層であることを示します。
FTRP内の FTSPごとに優先順位を設定できます。頻繁にアクセスされるデータは、優先順位が高
い FTSPに格納されます。FTSPは TPPとリソースを共有するため、TPPが作成されていると作成
可能な最大 FTSP数は減少します。
データを暗号化する場合は、FTRP 作成時にプールに暗号化指定するか、自己暗号化ドライブ
（SED）を使用して FTSPを作成します。
• Flexible Tier Sub Pool（FTSP）

FTSPは 1つ以上の RAIDグループで構成されます。FTSPの容量を拡張する場合は、RAIDグルー
プ単位で追加できます。追加する RAIDグループの仕様（RAIDレベル、ドライブ種、メンバードラ
イブ数）は、既存の RAIDグループと同じにしてください。
装置に登録できる FTSPの最大数および最大容量を以下の表に示します。
表 2.16 FTSPの最大数および最大容量

項目 ETERNUS DX100 S4/DX100
S3

ETERNUS DX200 S4/
DX200 S3

Flexible Tier Pool最大プール数 30個 30個

Flexible Tier Sub Pool最大プール数 72個（*1） 132個（*1）

Flexible Tier Sub Pool最大プール容量 2,048TB（*2）

Flexible Tierボリューム総容量 2,048TB
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*1： シン・プロビジョニングプール数と FTSP数を合わせた数の最大値となります。
*2： 装置内の FTSPの容量とシン・プロビジョニングプールの容量を合わせた最大プール容量で

す。また、FTRPの最大プール容量も Flexible Tier Sub Pool最大プール容量と同様になり
ます。

FTSPに登録可能な RAIDレベルと構成は TPPと同様です。FTSPに登録可能な RAID構成を以下
の表に示します。
表 2.17 FTSPに登録可能な RAIDレベルと構成

RAIDレベル 設定可能ドライブ数 推奨構成
RAID0 4 (4D) ‐
RAID1 2 (1D+1M) 2 (1D+1M)

RAID1+0 4 (2D+2M)、8 (4D+4M)、16 (8D+8M)、24 (12D+12M) 8 (4D+4M)

RAID5 4 (3D+1P)、5 (4D+1P)、7 (6D+1P)、8 (7D+1P)、9 (8D+1P)、13 (12D
+1P)

4 (3D+1P)、8 (7D
+1P)

RAID6 6 (4D+2P)、8 (6D+2P)、9 (7D+2P)、10 (8D+2P) 8 (6D+2P)

RAID6-FR 13 ((4D+2P) ´2+1HS)、17 ((6D+2P) ´2+1HS)、
31 ((8D+2P) ´3+1HS)、31 ((4D+2P) ´5+1HS)

17 ((6D+2P)
´2+1HS)

• Flexible Tier Volume（FTV）
FTVは、階層化対象のボリュームの管理単位です。FTVの最大容量は 128TBです。ただし、FTV
の総容量が FTSPの最大容量を超えないようにしてください。
FTVの作成時に、Allocation方式を選択できます。
- Thin
ホストから FTVへの書き込みが発生した時点で、作成した仮想ボリュームへの物理領域の割り当
てを行います。ストレージ容量を仮想化して割り当てることで、ストレージの物理容量を削減でき
ます。

- Thick
ボリューム作成時に、ボリュームの全領域に対して物理領域を割り当てます。システム域のボ
リュームなどに使用し、運用中のプール枯渇によるシステム停止を防止できます。
通常は「Thin」を選択することを推奨します。Allocation方式は、FTV作成後に変更することもで
きます。
「Thick」を「Thin」に変更した場合は、TPV / FTV容量最適化を実施してください。容量を最適化
することで FTVに割り当てられていた領域が解放され、FTVが使用できるようになります。TPV /
FTV容量最適化を実施しなかった場合、Allocation方式を変更しても FTVの使用量は変わりませ
ん。
FTVは、作成後に容量を拡張できます。
作成可能な FTV数については、「2.1.4 ボリューム」(27ページ)を参照してください。

●使用容量の閾値監視
FTRPおよび FTVの使用率が閾値に達した場合、ETERNUS SF Storage Cruiserからアラームを通
知できます。閾値には注意と警告の 2 種類があり、それぞれで値を設定することが可能です。
必ず FTRP が枯渇する前にドライブを増設して、ETERNUS SF Storage Cruiserから FTSPの容量
を拡張してください。
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• FTRPの閾値
FTRP単位の閾値には、注意と警告の 2段階の設定があります。
表 2.18 FTRPの閾値

閾値 設定範囲 初期状態 設定条件

注意 5（%）～80（%） 75（%） 注意£警告
注意閾値は省略可警告 5（%）～99（%） 90（%）

• FTVの閾値
FTV単位の閾値は注意の 1種類だけです。FTVの未割り当て領域の容量分が、プールの空き容量に
ない場合にアラーム通知を行います。FTSPの空き容量と対象 FTVの未割り当て容量との比率を閾
値として設定します。
表 2.19 FTVの閾値

閾値 設定範囲 初期状態

注意 1（%）～100（%） 80（%）

 

• Flexible Tier機能を有効にした時点で作業用ボリューム（物理容量は 0MB）が 32個作成されま
す。装置内の最大作成可能ボリューム数の上限は、この作業用ボリュームの数の分だけ少なくな
ります。

• FTSPまたは FTRPに登録された RAIDグループに、アドバンスト・フォーマットのドライブで
構成された RAIDグループが 1つでも存在する場合、アドバンスト・フォーマットに対応してい
ないOSやアプリケーションからその作成した FTVにアクセスすると、書き込み性能が低下する
ことがあります。

• VVOLとして使用可能な FTRPの容量は、シン・プロビジョニングの最大プール容量とは異なり
ます。詳細は、「3.6.2.1 VMware VVOL」(142ページ)を参照してください。 
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2.3.2.2 FTRP平準化
プールにドライブを追加した際は、Flexible Tier Poolの平準化機能を使用することで、プール内の
RAIDグループ間で物理割り当て容量が均等になり、物理ディスクの使用率を平準化できます。平準化
は ETERNUS Web GUIおよび ETERNUS CLIから、平準化する FTRPを選択して実行できます。
図 2.26 FTRP平準化
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FTSPを構成する RAIDグループ間で、FTVの物理割り当て容量を均等化させる機能です。
Flexible Tierにおいて、割り当てられている FTSPは、ETERNUS SF のストレージ自動階層制御に
よる性能解析によって決定されたものであり、性能的に重要な意味を持ちます。そのため、FTRP平
準化は、同一 FTSPの RAIDグループ間で物理割り当て容量を均等化します。平準化実行後に、それ
ぞれの物理領域が別の FTSPへ移動するような平準化はできません。

●平準化レベル
平準化レベルの判定は、FTSP単位に「High」、「Middle」、および「Low」の 3つのレベルで表示さ
れます。
物理容量が FTSP内の RAIDグループに均等に割り当てられている場合が「High」であり、FTSP内
の特定の RAIDグループにかたよって割り当てられている場合が「Low」です。
装置内や、対象のボリュームでほかの機能が動作中の場合、FTRP平準化を実行できないことがあり
ます。
同時に処理を実行可能な機能、件数、容量については、「A.3 各機能の同時実行可否」(211ページ)を
参照してください。

第 2章 基本機能
2.3 運用最適化（仮想化／自動階層制御）
 

56
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



 

• FTRP平準化実行中に、FTSP内に空き物理容量が不足した場合、平準化はエラーとなります。不
足分をほかの FTSP から物理領域を割り当てることはしません。

• FTRP平準化を実行すると、FTVが属する FTRPに作業ボリューム（移動元と同容量の移動先
FTV）の領域が確保されます。そのため、平準化実行中に FTRPが一時的にアラーム状態（「注
意」または「警告」の閾値を超えた状態）になる場合があります。平準化が正常に完了すると、
アラーム状態は解消されます。

• FTRP平準化実行中にその FTRPの容量を拡張すると、平準化前よりさらに平準化レベルが低く
なる場合があります。

• FTVの物理割り当ての状況によっては、FTRPの平準化レベルによらず、平準化が実行されない
場合があります。 
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2.3.3 Extreme Cache Pool
Extreme Cache Pool機能は、エンクロージャに搭載した SSDを 2次キャッシュとして使用するこ
とで、サーバからのリードアクセス性能を向上させることができます。SSDのほかに、自己暗号化
SSDも使用することができます。
アクセス頻度の高い領域を I/Oとは非同期で Extreme Cache Pool用に指定した SSDに書き込ん
でおきます。サーバからリード要求があった場合に、より高速な SSDから読み込むことでレスポンス
を高速化しています。
図 2.27 Extreme Cache Pool
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• ETERNUS DX100 S4/DX200 S4の場合
Extreme Cache Poolとして使用可能な容量はコントローラーあたり最大 800GBです。使用す
る SSDをコントローラーあたり 1または 2台指定します。
Extreme Cache Poolには、SSD 400GB（MLC SSD）を使用することができます。バリュー
SSDは使用できません。

 

コントローラーあたり 2台指定するには、コントローラーファームウェア版数が V10L82以上で
「Extreme Cache Pool（拡張モード）」を有効にする必要があります。 

指定した SSDで Extreme Cache Pool専用の RAIDグループ（RAID0）が構成され、その RAID
グループに Extreme Cache Pool用のボリュームが作成されます。
Extreme Cache Pool用のボリュームはコントローラーごとに 1つ作成されます。コントロー
ラーごとに異なる容量を設定できます。
Extreme Cache Poolの容量を増やす場合は、いったん「Extreme Cache Pool」を無効にして
ください。その後、「Extreme Cache Pool（拡張モード）」を有効にし、メンバードライブ数を増
やした構成で、再度 Extreme Cache Pool用の SSDを定義してください。

• ETERNUS DX100 S3/DX200 S3の場合
Extreme Cache Poolとして使用可能な容量はコントローラーあたり 400GBです。使用する
SSDをコントローラーあたり 1台指定します。
Extreme Cache Poolには、400GB、800GB、および 1.6TB の SSDを使用することができま
す。ただし、400GBを超える容量の SSDを選択した場合、400GBを超える残りの領域は使用で
きなくなります。
指定した SSD 内に Extreme Cache Pool 用のボリュームが作成されます。Extreme Cache
Pool用のボリュームはコントローラーごとに 1つ作成されます。
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Extreme Cache Pool 機能はボリュームごとに有効／無効を設定できます。ただし、
Deduplication/Compression ボリューム、または SSD で構成されているボリュームに対して、
Extreme Cache Pool機能を有効にすることはできません。

 

• すでに使用されている SSDを Extreme Cache Poolに指定することはできません。
• Extreme Cache Pool機能を使用すると、ランダム I/Oの場合に効果が見込めます。 
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2.4 ボリューム構成の最適化

ETERNUS DXは、業務処理量の変化や性能要件の変化に伴い、システムを停止することなく、ボ
リュームの容量拡張や RAID グループの容量拡張、RAIDグループ間の移動、RAID レベルの変換操
作を行うことができます。 拡張機能にはいくつかの種類があります。
表 2.20 ボリューム構成の最適化

機能名／用途 ボリューム拡張 RAIDグループ拡
張

RAIDグループ間
移動 RAIDレベル変換 RAIDグループ間

ストライピング

RAIDマイグレー
ション

¡（移動時に容量
追加）（*1）

´ ¡ ¡ ´

ロジカル・デバイ
ス・エクスパン
ション

´ ¡ ´ ¡（既存 RAIDグ
ループにドライブ
追加）

´

LUNコンカチ
ネーション

¡（空き容量の連
結）

´ ´ ´ ´

ワイドストライピ
ング

´ ´ ´ ´ ¡

¡：可能、´：不可能

*1： TPV / FTVの場合は、移動時に容量を拡張できません。

●ボリューム容量の拡張
• RAIDマイグレーション（マイグレーション先の容量拡張）
ボリュームの容量が不足する場合に、空き領域を確保できる別の RAIDグループへボリュームを移
行することができます。移行先に空き領域を確保できる場合に使用します。

• LUNコンカチネーション
既存のボリュームに対し、空き領域から切り出した領域を追加して容量を拡張します。RAIDグルー
プの空き容量を効率的に使用してボリュームを拡張する場合に使用します。

● RAIDグループ容量の拡張

• ロジカル・デバイス・エクスパンション
既存の RAIDグループにドライブを追加して RAIDグループの容量を拡張します。RAIDグループ
の追加ではなく、既存の RAIDグループ容量を拡張して、ボリュームを追加したい場合に使用しま
す。

● RAIDグループ間の移動

• RAIDマイグレーション
性能要件の変化で、既存の RAIDグループではボリューム間の競合により十分な性能が出せない
ケースが発生します。RAIDマイグレーションは、複数の RAIDグループにボリュームを分散させる
場合に使用します。

● RAIDレベルの変換

• RAIDマイグレーション（異なる RAIDレベルの RAIDグループへのマイグレーション）
異なる RAIDレベルの RAIDグループへのマイグレーションによって、ボリュームの RAIDレベル
を変更します。特定のボリュームの RAIDレベルを変更する場合に使用します。
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• ロジカル・デバイス・エクスパンション（ドライブ追加時の RAIDレベル変換）
RAIDグループの RAIDレベルを変換できます。変換の際、ドライブを追加することもできます。
RAIDグループ内の全ボリュームの RAIDレベルを変換する場合に使用します。

●複数 RAIDグループ間でのストライピング

• ワイドストライピング
1つのボリュームを複数の RAIDグループに分散して配置することによって、サーバからの I/Oアク
セスを効率化し性能を向上できます。

2.4.1 RAIDマイグレーション
RAIDマイグレーションは、データ保証を行いながらボリュームを別の RAIDグループへ移動させる
機能です。これによりお客様のニーズに応じた RAID、ボリュームの再配置が可能になります。ボ
リュームの再配置は業務運用中に実行することができ、また、RAIDレベルも RAID5から RAID1+0
などの異なる RAIDレベルへ再構築できます。

 

ETERNUS CLIを使用して移動先が FTRPのマイグレーションを行う場合は、Flexible Tierマイ
グレーション機能を使用してください。 

• 大容量ドライブへデータを移動した場合（300GBドライブから 600GBドライブへ移動）
図 2.28 RAIDマイグレーション（大容量ドライブへデータを移動した場合）

RAID5 (3D+1P) 300GB 4

LUN0

600GB 4

300GB 4

RAID5 (3D+1P) 600GB 4

LUN0
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• 異なる RAIDレベルへ移動した場合（RAID5 g RAID1+0）
図 2.29 RAIDマイグレーション（異なる RAIDレベルへ移動した場合）

RAID5 (3D+1P) 600GB 4

LUN0

600GB 8

600GB 4

RAID1+0 (4D+4M) 600GB 8

LUN0

LUN0

移動前と移動後でボリューム番号（LUN）は変わらないため、ホストからは、移動前・移動中・移動
後のいずれも意識することなく、同じようにアクセスすることができます。
RAIDマイグレーションすることによって、以下の変更を行えます。
• ボリュームの種類の変更
ボリュームは、移動先の RAIDグループやプール（TPPおよび FTRP）の種別に応じた種類に変更
されます。

• 暗号化属性の変更
ボリュームの暗号化属性は、ボリュームの暗号化指定や、移動先に指定するプール（TPPおよび
FTRP）の属性に依存します。

• 連結数やWide Stripe Sizeの変更（WSVの場合）
• 既存ボリュームの重複排除／圧縮機能の有効化
また、同時に以下の処理を指定できます。
• 容量拡張

RAIDグループ間の移動では、同時に容量を拡張できます。なお、TPV / FTVの場合、容量は拡張
できません。

• TPV / FTV容量最適化
移動先がプール（TPPおよび FTRP）の場合、移動完了後の TPV / FTV容量最適化を指定できま
す。
TPV / FTV容量最適化の機能については「2.3.1.3 TPV / FTV容量最適化」(50ページ)を参照して
ください。
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図 2.30 RAIDマイグレーション

TPV

TPV

TPV

TPV

RAID

TPPTPP FTRPFTRP

WSV

FTV FTV

WSV

Standard

Standard

： 非暗号化ボリューム

： 暗号化ボリューム

移動先（RAIDグループまたはプール）の未使用領域は、移動元のボリューム容量より大きい領域を指
定してください。ただし、移動先に RECディスクバッファーとして登録されている RAIDグループを
指定することはできません。
装置内や対象のボリュームでほかの機能が動作中の場合、RAIDマイグレーションを実行できないこと
があります。
同時に処理を実行可能な機能、件数、容量については、「A.3 各機能の同時実行可否」(211ページ)を
参照してください。

 

RAIDマイグレーション中は、RAIDマイグレーション元および RAIDマイグレーション先の RAID
グループへのアクセス性能が低下することがあります。 
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2.4.2 ロジカル・デバイス・エクスパンション
ロジカル・デバイス・エクスパンション（LDE）は、既存の RAIDグループの RAIDレベルや、RAID
グループのドライブ構成を変更して、動的に RAIDグループの容量を拡張する機能です。実行する際
に、ドライブの増設が可能です。RAIDグループそのものを追加しなくても、LDE機能により既存
RAIDグループの容量を拡張することで、新たなボリュームを追加することができます。
• RAIDグループの容量を拡張する場合（RAID5 (3D+1P) g RAID5 (5D+1P) に拡張）
図 2.31 ロジカル・デバイス・エクスパンション（RAIDグループの容量を拡張する場合）

RAID5 (3D+1P) 600GB 4

LUN0

600GB 2

RAID5 (5D+1P) 600GB 6

LUN0

2

• RAIDレベルを変換する場合（RAID5 (3D+1P) g RAID1+0 (4D+4M) に拡張）
図 2.32 ロジカル・デバイス・エクスパンション（RAIDレベルを変換する場合）

RAID5 (3D+1P) 600GB 4

LUN0

600GB 4

RAID1+0 (4D+4M) 600GB 8

LUN0

LUN0

4

RAID

LDE対象は RAIDグループ単位で指定します。対象 RAIDグループ内に複数のボリュームが割り当
てられている場合には、LDE によってそれらの全ボリュームのデータが再配置されます。なお、RAID
グループ内のデータドライブ数が実行前より減少するような LDEは実行できません。
また、LDEは、以下の条件にあてはまる RAIDグループには実行できません。
• TPPまたは FTRPに属している RAIDグループ
• RECディスクバッファーとして登録されている RAIDグループ
• ボリュームが未登録の RAIDグループ
• WSVが登録されている RAIDグループ
• RAIDレベルが RAID5+0および RAID6-FRの RAIDグループ
装置内や、対象の RAIDグループでほかの機能が動作中の場合、LDEを実行できないことがありま
す。
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同時に処理を実行可能な機能、件数については、「A.3 各機能の同時実行可否」(211ページ)を参照し
てください。

 

• ドライブを増設する際、拡張する RAIDグループを構成するドライブの容量が混在する場合、
RAIDグループを拡張したあとの RAIDグループ内のすべてのドライブが、RAIDグループ内で最
小のドライブと同じ容量のドライブとして扱われます。その場合、容量の大きいドライブの残り
の領域は使用できません。
- 使用するドライブの回転数が異なる場合、回転数の遅いドライブの影響により、RAIDグループ
へのアクセス性能が低下します。

- SSDを使用する場合は、インターフェース速度が同じものを使用することを推奨します。
- SSDを高密度ドライブエンクロージャに搭載して使用する場合は、高密度ドライブエンクロー
ジャの転送速度が同じものを使用して構成することを推奨します。

• LDEが失敗した場合にはデータの復旧ができないため、LDEを実行する前に対象 RAIDグループ
内の全ボリュームのデータを別領域にバックアップしてください。

• アドバンスト・フォーマットのドライブを使用して RAIDグループを構成する場合、アドバンス
ト・フォーマットに対応していない OSやアプリケーションからその RAIDグループに属するボ
リュームにアクセスすると、書き込み性能が低下することがあります。

• 装置のファームウェア版数が V10L88-6000未満または V10L89-6000未満の場合、LDEを実
行中に Flexible Write Through動作でエラーが発生するおそれがあります。LDEを実行する
前に「サブシステムパラメーター設定」の「Flexible Write Through」に「無効にする」を設定
してください。 
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2.4.3 LUNコンカチネーション
LUNコンカチネーションは、既存のボリュームに対し新たな領域を追加し、サーバから使用できるボ
リューム容量を拡張する機能です。本機能により、RAIDグループの未使用領域の活用や、ボリューム
容量不足を解消することができます。
拡張のために結合する領域は RAIDグループの一部、または全部の未使用領域から領域を切り出して
新しいボリュームを作成したあと、作成したボリュームを連結して、1つの大容量ボリュームとして使
用します。
業務運用中に拡張することができます。
図 2.33 LUNコンカチネーション

RAID5 (3D+1P) 300GB 4 RAID5 (3D+1P) 300GB 4

LUN0

LUN2

LUN1

RAID5 (3D+1P) 300GB 4 RAID5 (3D+1P) 300GB 4

LUN0

LUN2

LUN1

RAID5 (3D+1P) 300GB 4 RAID5 (3D+1P) 300GB 4

LUN0

LUN2

RAID5 (3D+1P) 300GB 4 RAID5 (3D+1P) 300GB 4

LUN0

LUN2

LUN1

LUN2

LUNコンカチネーションは、ボリュームを連結してボリューム容量を拡張する機能です。
ボリューム単位（最小容量は 1GB）で最大で 16個まで連結できます。
連結元ボリュームと連結するボリュームの RAIDレベルが異なっていても連結できます。
SASディスクまたはニアライン SASディスクに連結元ボリュームがある場合は、SASディスクおよ
びニアライン SASディスクで構成されるボリュームと連結が可能です。
SSDおよび SEDの場合、連結先と連結元でボリュームの属するドライブは同じ種類（SSDまたは
SED）である必要があります。
性能面から、同じ RAID レベルおよび同じドライブ（種類、サイズ、容量、回転数（ディスクの場合）、
インターフェース速度（SSD の場合）、ドライブエンクロージャの転送速度（SSDの場合））で構成さ
れた RAID グループからの連結を推奨します。
SEDで構成する場合、連結元ボリュームが属する RAIDグループと連結先の RAIDグループで、鍵グ
ループ設定状態を同じにしておくことを推奨します。
連結したボリュームは OPC、EC、QuickOPCのコピー元、コピー先にすることができます。また、
SnapOPC / SnapOPC+のコピー元にすることもできます。
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連結前と連結後の LUN番号は同一です。サーバ上での LUNは変わらないため、OSの再起動は必要
ありません。ホストからは、連結前、連結中および連結後のいずれも、同じようにアクセスすること
ができます。ただし、サーバからのボリューム容量拡張に対する認識方法は、サーバの OSにより異
なります。
図 2.34 LUNコンカチネーション（ボリューム連結）

10GB

20GB 30GB 60GB

LUNコンカチネーションが可能なボリュームタイプは Standardです。新たに連結したボリューム
の暗号化状態は、連結元のボリュームに依存します。
装置内や、対象のボリュームでほかの機能が動作中の場合、LUNコンカチネーションを実行できない
ことがあります。
同時に処理を実行可能な機能については、「A.3 各機能の同時実行可否」(211ページ)を参照してくだ
さい。

 

• 連結元ボリュームのデータのバックアップを行っておくことを推奨します。
• 各プラットフォーム（サーバ側OS）の種類や版数によっては、拡張したボリュームを認識できな
い場合があるため、動的に容量を拡張する場合は、事前に各OSおよびファイルシステムのマニュ
アルを参照してください。

• ETERNUS SF AdvancedCopy Manager を使用してバックアップをとったボリュームを
LUNコンカチネーションで容量拡張する場合、ETERNUS SF AdvancedCopy Managerでの
ボリュームの再登録が必要です。

• アドバンスト・フォーマットのドライブで構成された RAIDグループに属するボリュームを、連
結元や連結先に指定して容量拡張する場合、アドバンスト・フォーマットに対応していないOS
やアプリケーションからその容量拡張したボリュームにアクセスすると、書き込み性能が低下す
ることがあります。 
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2.4.4 ワイドストライピング
ワイドストライピングは、複数の RAIDグループをストライプで連結し、多数のドライブを同時に利
用することで性能を向上させる機能です。本機能は、特にランダムライト性能を要求される場合にお
いて有効です。
LUNを構成するドライブ数を増やすことでサーバからの I/Oアクセスを複数のドライブに分散し、処
理性能を向上させることができます。
図 2.35 ワイドストライピング

CM#0 CM#1

ETERNUS DX

ワイドストライピングでは、2～64個の RAIDグループ間を連結した 1つのWSVを作成します。
WSVの作成時に連結して使用する RAIDグループの個数が決定されます。WSVの作成後に RAID
グループの連結数を変更することはできません。連結数を変更する場合、および容量を拡張する場合
は、RAIDマイグレーションを使用して変更してください。
ワイドストライピングで連結された RAID グループでも、使用していない空き領域にはほかのボ
リューム（Standard、SDV、SDPV、WSV）を作成できます。
WSVは、以下の条件にあてはまる RAIDグループには作成できません。
• TPPまたは FTRPに属している RAIDグループ
• RECディスクバッファーとして登録されている RAIDグループ
• ストライプサイズの値が異なる RAIDグループ
• 構成するドライブの種類が異なる RAIDグループ
• RAIDレベルが RAID6-FRの RAIDグループ
• 連結するボリューム容量以上の連続する空き領域がない RAIDグループ

 

• WSVを構成する RAIDグループは、RAIDグループ容量を拡張できません（LDEは不可）。
• WSVを作成するときに、ストライプで連結する RAIDグループにアドバンスト・フォーマットの
ドライブで構成された RAIDグループが 1つでも存在する場合、アドバンスト・フォーマットに
対応していない OSやアプリケーションからその作成したWSVにアクセスすると、書き込み性
能が低下することがあります。 
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2.5 データ暗号化

データをドライブに書き込む際に、データを暗号化して書き込むことによって、ドライブの不正なデー
タ解読による情報漏洩を防ぐことが可能になります。たとえ悪意ある第三者によりドライブが抜き取
られたとしても、解読は不可能です。
この機能はドライブ内部のデータのみ暗号化するものであり、サーバからは平文が見えます。このた
め、本機能はサーバからのアクセスに対するデータ漏洩を防止する効果はありません。あくまで持ち
出されたドライブからのデータ漏洩を防止する効果のみとなります。
データの暗号化は、以下の 2種類をサポートしています。
• 自己暗号化ドライブ（Self Encrypting Drive：SED）
ドライブ自体が暗号化機能を持っており、データを書き込む際に暗号化されます。SEDでは性能に
対する影響がないため、SEDによる暗号化を推奨します。
SEDにはドライブが装置から引き抜かれた瞬間に、データへの読み書きを完全に防ぐことができる
ロック機構があります。この機能により、保守交換または盗難されたドライブからの情報漏洩を防止
することができます。ドライブ廃却時の物理破壊は不要なため、ドライブ廃却時のコストを削減する
ことができます。

• ファームウェアデータ暗号化
ETERNUS DXのコントローラー（CM）によって、ボリューム単位でデータを暗号化します。デー
タの読み込み時および書き込み時にキャッシュ上で暗号化／復号化を行います。
暗号化方式は、AES（*1）と富士通独自から選択できます。富士通独自の暗号化方式は、ETERNUS
DXのデータを意識した富士通独自のアルゴリズムを使用しています。

*1： Advanced Encryption Standard（AES）
米国商務省標準技術局（NIST）によって選定された米国政府の標準暗号化方式。AESの鍵長
は、128bit、192bit、256bitの 3つの長さが定義されている。鍵長が長いほど暗号強度は高
くなる。

SEDとファームウェアデータ暗号化の機能比較を以下の表に示します。

機能仕様 自己暗号化ドライブ（SED） ファームウェアデータ暗号化

鍵の種類 認証鍵 暗号鍵
暗号化単位 ドライブ ボリューム、プール
暗号化方式 AES 256bit 富士通独自 / AES 128bit / AES

256bit

性能影響 なし（非暗号化ドライブと同等） あり
鍵管理サーバ連携 あり なし
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2.5.1 自己暗号化ドライブ（SED）による暗号化
SEDはドライブ自体が暗号化機能を持ち、コントローラーから制御することによってデータの暗号化
を実現しています。データを暗号化して記録する際に暗号鍵を使用します。暗号鍵は、ドライブから
外へ取り出すことはできません。SEDは認証鍵がないと解読できないため、物理的に破壊しなくても
保守交換で交換されたドライブから情報が漏洩することはありません。
また、一度 ETERNUS DXに SED認証鍵の登録を行えば、ドライブの追加ごとに暗号化に関する設
定をする必要がありません。
SEDによるデータ暗号化では、コントローラーへの暗号化処理に対する負荷がなく、暗号化なしのデー
タアクセスと同等の性能を確保できます。
図 2.36 自己暗号化ドライブ（SED）によるデータ暗号化

ETERNUS DX

コントローラーは、コントローラー内部に保管する認証鍵、または鍵サーバから取り出した認証鍵に
よって認証を行い、ディスクアクセスを行います。ETERNUS DXに登録可能な認証鍵は、ETERNUS
Web GUIまたは ETERNUS CLIから設定することによって自動生成できます。
鍵サーバと連携することにより、自己暗号化ドライブの認証鍵を鍵サーバで管理できます。認証鍵を
鍵サーバで生成し保管することで、よりセキュアーに認証鍵を管理します。
また、複数の ETERNUS DXの認証鍵を鍵サーバで一元管理することにより、認証鍵の運用管理コス
トを削減することができます。
鍵管理サーバ連携と SED認証鍵による運用は共存できます。
SED認証鍵は装置ごとに異なる認証鍵を 1つ登録できます。

 

• SEDで構成されているボリュームに、ファームウェアデータ暗号化変換機能は使用できません。
• SEDを装置に搭載して使用する場合は、必ず SED認証鍵（装置共通鍵）を登録してください。

SEDを装置に搭載していて SED認証鍵を登録していない場合は、持ち出された SEDからデータ
が漏洩するおそれがあります。

• 装置共通鍵は、装置に搭載されたすべての SEDを対象に 1種類のみ登録できます。一度登録する
と、鍵の変更や削除はできません。鍵管理サーバ連携を行わない RAIDグループの認証には、装
置共通鍵が使用されます。 
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2.5.2 ファームウェアデータ暗号化
ファームウェアデータ暗号化は ETERNUS DXのファームウェアの持つ機能であり、ボリュームを作
成する際に暗号化したり、すでに作成したボリュームを暗号化ボリュームに変換したりすることがで
きます。
ファームウェアによるデータ暗号化では装置のコントローラーによる暗号化処理が行われるため、暗
号化なしのデータアクセスに比べて性能劣化があります。
暗号化方式は、世界標準である AES 128bit方式および AES 256bit方式と、富士通独自方式から選
択が可能です。富士通独自方式は、AES方式の技術を基にしており、ETERNUS DXのデータを意識
した富士通独自のアルゴリズムを使用しています。富士通独自方式は、セキュリティレベルは AES
128bit方式と比較して実用面でほぼ同等で、変換速度は AESよりも高速です。AES 256bit方式で
は、AES 128bit方式と比較して高い暗号強度ですが、ボリュームへの Read/Writeアクセス性能は
低下します。暗号強度を重視する場合は AES 256bit方式を推奨しますが、性能を重視する場合、ま
たは特に規格化された暗号を必要としない場合は富士通独自方式を推奨します。
図 2.37 ファームウェアデータ暗号化

ETERNUS DX

A B C

LUN

データをキャッシュからドライブに書き込むときに暗号化を行います。暗号化されたデータを読む場
合、データはキャッシュ上で復号化されます。キャッシュ上のデータは暗号化されていません。
暗号化は、Standardボリューム、SDV、SDPV、WSVの場合はボリューム単位で、TPV、FTVの
場合はプール単位で行います。
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• 一度作成した暗号化ボリュームに対して、暗号化方式の変更、非暗号化ボリュームへの変更はで
きません。
暗号化方式を変更、または暗号化ボリュームを無効にしたい場合は、暗号化ボリュームのデータ
をバックアップ後、暗号化ボリュームを削除して、バックアップデータをリストアしてください。

• プールへのボリューム登録の有無にかかわらず、ファームウェアで暗号化されたプール（TPPお
よび FTRP）またはボリュームが存在する場合は、暗号化方式の変更はできません。

• 暗号化ボリューム同士のリモート・アドバンスト・コピーでは、両装置に同じ暗号化方式を採用
することを推奨します。

• 暗号化ボリュームをコピー（アドバンスト・コピーやサーバOSでのコピー操作）する場合、非
暗号化ボリュームのコピーと比較して、コピー転送性能が劣化することがあります。

• SDPVは、暗号化変換できません。暗号化された SDPVを作成する場合は、SDPV作成時に暗号
化を指定してください。

• TPVは、暗号化変換できません。TPVの暗号化状態は、ボリュームが属する TPPの暗号化状態
に依存します。

• FTVは、暗号化変換できません。FTVの暗号化状態は、ボリュームが属する FTRPの暗号化状態
に依存します。

• SEDで構成されているボリュームに、ファームウェアデータ暗号化機能は使用できません。
• RAID6-FRで構成されている RAIDグループ内のボリュームは暗号化変換できません。

RAID6-FRで構成されている RAIDグループに暗号化されたボリュームを作成する場合は、ボ
リューム作成時に暗号化を指定してください。 

2.5.3 鍵管理サーバ連携
自己暗号化ドライブ（SED）の暗号化認証に使用する認証鍵を、サーバで管理することでセキュリティ
を強化します。
• 鍵のライフサイクル管理
鍵サーバにて鍵を生成および保管します。ETERNUS DXから必要に応じて鍵サーバへ鍵を取りに
いきます。ETERNUS DXには鍵は保持されません。自己暗号化ドライブと認証鍵を別の場所で管
理することで、よりセキュアーな場所で鍵の管理をすることができます。

• 鍵の一元管理
鍵サーバでは、ETERNUS DXの装置ごとに異なる鍵を複数台分保持できます。
一元管理により鍵の管理コストの削減が可能となります。

• 鍵のロールオーバー
鍵の期限を設定しておくことによって、期限が切れる前に自動的に新しい鍵に更新します。定期的に
鍵を更新することで情報漏洩に対するセキュリティを強化します。
鍵の更新は、設定した期間に応じて自動的に行われます。自動更新により鍵の運用コストの削減をす
ることができます。また、手動による強制切り替えも行えます。
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SED認証鍵と鍵管理サーバ連携の機能について、比較した結果を以下の表に示します。
表 2.21 SED認証鍵（装置共通鍵）と鍵管理サーバ連携の機能比較

機能 SED認証鍵 鍵管理サーバ連携
鍵の作成 装置内 鍵サーバ
鍵の保管 装置内 鍵サーバ
鍵の更新（自動／手動） 不可 可
鍵の危殆化（*1） 不可 可
鍵のバックアップ 不可 可
対象 RAIDグループ RAIDグループ（Standard, WSV, SDV）、RECディスクバッ

ファー、SDP、TPP、FTRP、FTSP（*2）

*1： 鍵サーバで鍵を利用不可能な状態にすること。
*2： プールまたは RECディスクバッファーの作成後、およびプールの容量拡張後に、SED鍵グルー

プを有効にする必要があります。
鍵グループに登録された RAIDグループのデータにアクセスするための認証鍵を鍵サーバで管理でき
ます。
鍵グループに、同じ認証鍵を使用する RAIDグループをあらかじめ登録しておきます。
ETERNUS DXの起動時に鍵サーバから鍵を自動的に取得し、鍵グループに登録された RAIDグルー
プにアクセスするための認証を行います。
鍵管理サーバ連携の鍵サーバには、鍵管理ソフトウェアをインストールしたサーバを使用します。鍵
管理ソフトウェアには、以下の 2種類だけが使用できます。
• ETERNUS SF KM
• IBM Security Key Lifecycle Manager
図 2.38 鍵管理サーバ連携

ETERNUS DX

RAID

RAID RAID

ETERNUS DX
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鍵サーバに未登録の SED（RAIDグループ）は、ETERNUS DX内に保持する認証鍵（装置共通鍵）
を使用して暗号化されます。
鍵グループにはホットスペアを登録できません。
グローバルホットスペアは、鍵グループに登録されている RAIDグループに代替ドライブとして組み
込まれた場合に、組み込み先の鍵グループ設定状態に応じて認証鍵が設定されます。
専用ホットスペアは、ホットスペアとして登録されたときに、対象 RAIDグループの鍵グループ設定
状態に応じて認証鍵が設定されます。

 

• SEDの認証時に LANへ接続できない場合、鍵サーバで保管する認証鍵を取得できず、認証に失
敗します。
鍵サーバ連携機能を使用する場合は常時 LANに接続してください。

• 鍵サーバ内の認証鍵を使用する場合は、対象となる鍵グループを作成します。鍵グループには複
数の RAIDグループを登録できますが、作成できる鍵グループは装置内に 1 つのみです。また、
設定可能な認証鍵は、鍵グループに対して 1 種類です。鍵グループの認証鍵は変更できます。

• ETERNUS DXで鍵サーバの認証鍵の有効期限を設定しておくと、期限が過ぎる前に鍵サーバか
ら新しい鍵を取得し、自動的に鍵が切り替わります。運用中に SEDの認証鍵が変更された場合で
も、ホスト（サーバ）からは継続してアクセスできます。

• 鍵管理サーバ連携を行っている場合は、鍵管理の設定や情報表示の操作のほか、以下の操作でも
鍵サーバから SED認証鍵を取得して認証処理を行います。
- ETERNUS DXの電源投入
- RAIDグループ容量拡張（ロジカル・デバイス・エクスパンション）
- RAIDグループ強制復旧
- 鍵グループ設定
- SED復旧
- ドライブエンクロージャの保守
- ドライブの保守
- ディスクファームウェア適用
- 専用ホットスペア登録
- リビルド・コピーバック（グローバルホットスペア使用時）
- リダンダント・コピー（グローバルホットスペア使用時）
- エコモードでのディスクモーターオン 
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2.6 ユーザーアクセス管理

2.6.1 アカウント管理
ETERNUS DXでは、ユーザーアカウント作成時に役割（ロール）を使用してアクセス権限を割り当
て、ユーザーごとに利用できる機能範囲を設定できます。
ストレージ管理者の権限機能を用途ごとに細分化し、管理者には必要な最小権限だけ与えることに
よって、不要な機能アクセスによるオペレーションミスの削減、管理工数の削減、およびセキュリティ
の向上を図ることができます。
図 2.39 アカウント管理

RAID

A B C

D E F

ETERNUS DX

Monitor Admin StorageAdmin

AccountAdmin SecurityAdmin Maintainer

ETERNUS DXに設定可能なユーザーアカウント数は最大 60です。
同時に装置にログインできるユーザー数は ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLIそれぞれで最大
16ユーザーです。
ユーザーアカウントに付加した役割によって、ログオン後に表示されるメニューが異なります。
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• 役割と機能範囲
ETERNUS DXでは 7種類のデフォルトロールがあります。役割と利用可能な機能範囲（カテゴ
リー）を以下の表に示します。
表 2.22 デフォルトロールの機能範囲

カテゴリー
ロール

Monitor Admin Storage
Admin

Account
Admin

Security
Admin Maintainer Software

（*1）

状態表示 ¡ ¡ ¡ ´ ¡ ¡ ´

RAIDグループ設定 ´ ¡ ¡ ´ ´ ¡ ´

NAS設定 ´ ¡ ¡ ´ ´ ¡ ´

ボリューム登録・変更 ´ ¡ ¡ ´ ´ ¡ ´

ボリューム削除・フォーマット ´ ¡ ¡ ´ ´ ¡ ´

ホスト接続設定 ´ ¡ ¡ ´ ´ ¡ ´

アドバンスト・コピー設定 ´ ¡ ¡ ´ ´ ¡ ´

コピーセッション設定 ´ ¡ ¡ ´ ´ ¡ ´

ストレージマイグレーション設定 ´ ¡ ¡ ´ ´ ¡ ´

装置設定 ´ ¡ ´ ´ ´ ¡ ´

ユーザー設定 ´ ¡ ´ ¡ ´ ´ ´

認証・役割設定 ´ ¡ ´ ¡ ´ ´ ´

セキュリティ設定 ´ ¡ ´ ´ ¡ ´ ´

保守情報 ´ ¡ ´ ´ ¡ ¡ ´

ファームウェア管理 ´ ¡ ´ ´ ´ ¡ ´

保守作業 ´ ´ ´ ´ ´ ¡ ´

¡：サポートカテゴリー　´：対象外

*1： 外部ソフトウェア専用のロールです。「Software」を割り当てたユーザーアカウントは、
ETERNUS Web GUIおよび ETERNUS CLIでは使用できません。

 

• ライセンスの登録が必要な機能を使用する場合は、該当するライセンス登録機能をサポートする
カテゴリーの選択が必要です。

• デフォルトロールの削除、変更はできません。
• 役割設定時の機能カテゴリーは変更できません。
• ユーザーアカウント設定時、役割付与は必須です。 

第 2章 基本機能
2.6 ユーザーアクセス管理
 

76
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



2.6.2 ユーザー認証
ETERNUS DXへのログオン認証機構には、内部認証と外部認証があります。外部認証としては、
RADIUS認証を使用できます。
ここで説明しているユーザー認証機能は、装置設定、および運用管理を行う際に、運用管理 LANを経
由して ETERNUS DXにアクセスする際に使用できます。

●内部認証
内部認証は、ETERNUS DXの認証機能を使用して行います。
以下の認証機能は、運用管理ソフトウェアから LAN経由で ETERNUS DXに接続する場合にも使用
できます。
• ユーザーアカウント認証

ETERNUS DXに登録したユーザーアカウント情報を使用して照合を行い認証します。ETERNUS
DXに対してアクセス可能なユーザーアカウントを 60個まで設定できます。

• SSL認証
ETERNUS Web GUIおよび SMI-Sでは、SSL/TLSを使用した HTTPS接続をサポートしていま
す。ネットワーク上のデータは暗号化されるため、セキュリティを確保できます。接続に必要なサー
バ証明書は ETERNUS DX内で自動生成されます。

• SSH認証
ETERNUS CLIでは SSH接続をサポートしているため、ネットワーク上のデータを暗号化して送受
信できます。SSH用のサーバ鍵は装置ごとに異なり、サーバ証明書が更新されるとサーバ鍵も併せ
て更新されます。
SSH接続の認証方式には、パスワード認証とクライアント公開鍵認証があります。
サポートしているクライアント公開鍵の種類を以下に示します。
表 2.23 クライアント公開鍵（SSH認証）

公開鍵の種類 暗号強度（bit）
IETF style DSA for SSH v2 1024、2048、4096

IETF style RSA for SSH v2 1024、2048、4096

●外部認証
外部認証では、ETERNUS DXの外部に設置した認証サーバに登録されたユーザーアカウント情報
（ユーザー名、パスワード、ロール名）を使用して認証を行います。RADIUS認証の対象は、ETERNUS
DXの ETERNUS Web GUIおよび ETERNUS CLIのログイン認証、および運用管理ソフトウェアか
ら LAN経由で ETERNUS DXに接続する場合の認証です。
• RADIUS認証

RADIUS認証は、Remote Authentication Dial-In User Service（RADIUS）プロトコルを用い
て、リモート・アクセスにおける認証情報を一元管理する仕組みです。
ETERNUS システム外部に設置した RADIUS 認証サーバに認証要求を行います。認証方法は
CHAP と PAP から選択できます。ユーザーアカウント情報の冗長または分散を目的として、
RADIUS認証サーバを 2 台（プライマリサーバとセカンダリサーバ）まで接続できます。プライマ
リの RADIUSサーバで認証に失敗した場合、セカンダリの RADIUSサーバでの認証を試みます。

第 2章 基本機能
2.6 ユーザーアクセス管理
 

77
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



ユーザーのロールは、サーバからアクセス許可応答（Access-Accept）の Vendor Specific
Attribute （VSA）に設定されます。VSAに設定する構文については、以下の表を参照してくださ
い。

項目 サイズ
（オクテット） 値 説明

Type 1 26 Vendor Specific Attributeを示す属性
番号

Length 1 7以上 属性サイズ（サーバが算出）
Vendor-Id 4 211 Fujitsu Limited（SMI Private

Enterprise Code）
Vendor type 1 1 Eternus-Auth-Role

Vendor length 1 2以上 Vendor type以降の属性サイズ（サーバ
が算出）

Attribute-Specific 1以上 ASCII文字 認証に成功したユーザーに割り当てられ
たロール名（*1）

*1： サーバに設定するロール名は ETERNUS DXに登録されているロール名と完全一致している
必要があります。大文字小文字を区別するので正確にロール名を入力してください。
例：RoleName0

 

• ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLI、および SMI-Sで、RADIUS認証のエラー発生時の動作
に内部認証を行わない設定をした場合、RADIUS認証に失敗すると、ETERNUS Web GUIおよ
び ETERNUS CLIにログオンできなくなります。
ネットワークの問題が原因でエラーが発生した場合に内部認証を行う設定をした場合、RADIUS
認証に失敗し、プライマリサーバとセカンダリサーバの両方、またはどちらか一方で通信エラー
が発生していた場合、内部認証を行います。

• RADIUSサーバから応答がない場合、「RADIUS設定」の設定項目「タイムアウト時間（秒）」で
設定した時間（秒）の間、認証をリトライします。「タイムアウト時間（秒）」で設定した時間（秒）
内に認証に成功しなかった場合、ETERNUS DXは RADIUS認証に失敗したとみなします。

• RADIUS認証を行う場合、サーバから受信したロール名が装置に設定されていないと、RADIUS
認証に失敗します。 
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2.6.3 監査ログ
ETERNUS DXでは、管理者のアクセス情報や設定変更情報を監査ログとして Syslogサーバに送信
できます。
監査ログは、ETERNUS DXを利用した際に実行した操作と、それに伴うシステムの動作を記録した
監査証跡情報のことで監査に必要となる情報です。
監査ログ機能を使用すると、システムに影響を与える可能性のあるすべての操作および不正アクセス
を監視できます。
監査ログの対応プロトコルは、Syslog（RFC3164および RFC5424）です。
送信する情報は、装置内部には保持せず、外部への送信には Syslogプロトコルを使用します。送信
先サーバは、イベント通知用 Syslogサーバとは別に、2台の Syslogサーバを設定できます。
図 2.40 監査ログ

ETERNUS DX Syslog
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2.7 環境負荷低減

2.7.1 エコモード
エコモードとは、アクセスされる時間が限られているディスクに対し、一定期間ディスク回転を停止、
またはディスクへの電源をオフにし、消費電力を削減する機能です。
回転稼働期間のスケジューリングは、RAIDグループおよび TPPごとに設定でき、バックアップなど
の運用に合わせた設定も可能です。
図 2.41 エコモード
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ETERNUS DXのエコモードは、Massive Arrays of Idle Disks（MAID）の特性である消費電力の
削減に特化した機能です。ディスク停止中の動作状態は、「モーターを停止する」または「ドライブ電
源を切る」の 2種類のモードから選択できます。
対象となるディスクは、SASディスク、ニアライン SASディスクです。
以下のドライブは、エコモード対象外です。
• グローバルホットスペア（専用ホットスペアは可能）
• SSD
• 未使用のドライブ（RAIDグループに属さない）
以下の RAIDグループ、プールは、エコモードスケジュールを設定できません。
• ボリュームが登録されていない
• SSDで構成されている
• ボリュームにストレージマイグレーションの移行経路が設定されている RAIDグループ
• RECディスクバッファーとして登録されている RAIDグループ
• 重複排除／圧縮機能が有効になっている TPP
• FTSP
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• FTRP
以下の RAIDグループにはエコモードスケジュールを設定できますが、ディスクのモーター停止およ
び電源オフの対象にはなりません。
• SDPVが登録されている
• ODXバッファーボリュームが登録されている
稼働時間外のモーター停止期間にアクセスがあった場合は、直ちにモーターを回転させ、1～5分程度
でアクセスを受け付けられる状態になります。
エコモード機能を使用するには、以下の方法があります。
• スケジュール制御

ETERNUS Web GUIまたは ETERNUS CLIからエコモードスケジュールを設定することでディ
スクモーター制御を行います。稼働時間スケジュール設定／管理を、RAIDグループ、TPPごとに
行います。

• 外部アプリケーション制御（ソフト連携制御）
ETERNUS SFソフトウェアから RAIDグループごとにディスクモーター制御を行います。
サーバ側に搭載されるアプリケーションと連携し、アプリケーション側からの指示で、ディスクモー
ター制御を行います。連携可能なソフトウェアには以下のものがあります。
- ETERNUS SF Storage Cruiser
- ETERNUS SF AdvancedCopy Manager
エコモード機能は以下の階層ストレージ管理製品と組み合わせて利用することもできます。
これらの製品と組み合わせて利用する場合、エコモードスケジュール設定で稼働時間を設定する必要
はありません。モーター停止状態のディスクへアクセスした時点でディスクが稼働します。
• IBM Tivoli Storage Manager for Space Management
• IBM Tivoli Storage Manager HSM for Windows
• Symantec Veritas Storage Foundation Dynamic Storage Tiering（DST）機能
エコモードの仕様を以下の表に示します。
表 2.24 エコモードの仕様

項目 説明 備考

スケジュール登録数 64 1つのスケジュールにイベント（ディスク常時動作
期間）を 8つまで設定可能です。

ホスト I/O監視時間（*1） 30分（デフォルト） 監視時間は 10～60分の間で変更可能です。
本項目は、保守作業権限を持ったユーザーだけ変更
できます。

ディスク停止回数（1日あたり） 25（デフォルト） ディスク停止回数は 1～25回の間で変更できます。
上限値を超えた場合、エコモードは実施されず、ディ
スク稼働は継続されます。
本項目は、保守作業権限を持ったユーザーだけ変更
できます。

対象ドライブ SASディスク（*2）
ニアライン SASディスク

SSDは対象外です。

*1： 一定時間ディスクへのアクセスがないことを確認し停止するまでの監視時間です。
*2： 自己暗号化ドライブ（SED）も含みます。
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• RAIDグループへのエコモードスケジュール設定は、ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLI、
ETERNUS SF Storage Cruiser、または ETERNUS SF AdvancedCopy Managerで行って
ください。ただし、ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLI で設定したスケジュールと、
ETERNUS SF Storage Cruiserまたは ETERNUS SF AdvancedCopy Managerで設定した
スケジュールは共有できないため、RAIDグループごとに制御するソフトウェアは 1つにしてくだ
さい。

• TPPへのエコモードスケジュール設定は、ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLIから実行して
ください。ETERNUS SF Storage Cruiserまたは ETERNUS SF AdvancedCopy Manager
からは設定できません。

• WSVを構成する RAIDグループには、すべて同じエコモードスケジュールを設定してください。
エコモードスケジュールが異なると、ホストからアクセスが発生したときに停止しているディス
クの起動処理のため、レスポンスが低下するおそれがあります。

• ディスクの稼働時間は、エコモードスケジュールとディスクアクセスによって変わります。
- 稼働時間外にディスクアクセスがあった場合は、直ちにディスクを稼働させ、1～5分程度でア
クセスを受け付けられる状態になります。ディスクへのアクセスが一定時間ない場合、ディスク
のモーターを停止します。

- 停止時間帯でのアクセスを含め、1日あたりの稼働開始回数が一定数を超えると、エコモードは
実行されず、ディスクの稼働を継続させます。
（例 1）ETERNUS Web GUIからのスケジュール設定
稼働時間 9:00～21:00設定で、稼働時間外にアクセスがない場合

21:009:001:00 0:00

1010

（例 2）ETERNUS Web GUIからのスケジュール設定
稼働時間 9:00～21:00設定で、稼働時間外にアクセスがあった場合

21:009:001:00

101010

1 5
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• エコモードスケジュールは、ETERNUS DXの日付時刻に従って実行されます。スケジュールど
おりにモーター停止／起動させるために、ETERNUS Web GUI の日付時刻設定で、 Network
Time Protocol（NTP）サーバを使用して時刻を自動調整するように設定してください。

• 同一ドライブエンクロージャ内に対象となるディスク数が多くなると、すべてのドライブを同時
に稼働開始できないため、稼働に時間（1～5分程度）がかかる場合があります。

• エコモードスケジュールによりディスクのモーターOFF/ONを繰り返しても、モーター常時ON
と比較して故障率に影響はありません。 

2.7.2 消費電力可視化
ストレージシステム環境の統合管理ソフトウェア ETERNUS SF Storage Cruiserとの連携により、
消費電力と温度をグラフ表示（見える化）できます。ETERNUS DXは、装置内部での消費電力、お
よび環境温度の情報採取を行います。採取した情報は SNMP を使用して通知し、ETERNUS SF
Storage Cruiserではグラフィカルな画面で取得した情報の表示を行います。採取した情報からデー
タセンター内の局所的な温度上昇を把握でき、空調の配置を見直すことで冷却効率の向上を図ること
ができます。
また、RAIDグループへのアクセス頻度から利用時間帯の決まっているドライブを把握し、エコモード
の運用時間帯を調整できます。
図 2.42 消費電力可視化

ETERNUS DX

ETERNUS SF Storage Cruiser
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2.8 運用管理／装置監視

2.8.1 運用管理インターフェース
ETERNUS DXでは、お客様の環境に応じて運用管理ソフトウェアを選択できます。
ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLIは、ETERNUS DXのコントローラーに搭載されています。
NAS環境設定に関しては、ETERNUS Web GUIまたは ETERNUS CLIで設定を行うことで、共有
フォルダー（NFS、CIFS）の運用を行えます。
また、ETERNUS SF Webコンソールでも、設定および表示機能を使用できます。

■ ETERNUS Web GUI
ETERNUS Web GUIは、ETERNUS DXに内蔵されている設定／運用管理用プログラムで、Web
ブラウザを使用して httpまたは httpsで接続します。
ETERNUS Web GUIは、簡単に使いやすいユーザビリティデザインで、直感的な操作が可能です。
ETERNUS DXの初期導入時に必要な設定は、ウィザード形式で表示される設定項目にパラメーター
を入力するだけで容易に行えます。
https接続では、SSL v3、TLSをサポートしています。ただし、https接続を使用する場合は、事前
にサーバ証明書の登録、またはサーバ証明書の自己生成が必要です。なお、自己生成したサーバ証明
書は、Webブラウザであらかじめ登録されている正式認証局で認証されていないため、アクセスする
Webブラウザの種別によっては警告が表示されることがあります。一度、Webブラウザにサーバ証
明書をインストールすると、以降のアクセスでは警告は表示されません。
ETERNUS Web GUIを使用して運用管理を行う場合、管理端末にWebブラウザの準備が必要です。
ETERNUS Web GUIの動作環境については、『ETERNUS Web GUI ユーザーズガイド』または『構
築ガイド（Web GUI編）』を参照してください。
ETERNUS Web GUIから ETERNUS DXへ接続する際、デフォルトでは httpの場合は 80のポー
ト番号を使用します。

■ ETERNUS CLI
ETERNUS CLI は Telnet または SSH で接続でき、コマンドやコマンドスクリプトを使用して
ETERNUS DXの設定、監視などを行えます。
ETERNUS CLIでは、SSH v2の暗号化接続を使用できます。SSH用のサーバ鍵は装置ごとに異な
り、SSHを使用する場合は事前に SSHサーバ鍵生成を行う必要があります。
SSHの認証方式は、パスワード認証とクライアント公開鍵認証をサポートしています。
サポートしているクライアント公開鍵の形式は、「2.6.2 ユーザー認証」(77ページ)を参照してくださ
い。

■ ETERNUS SF
ETERNUS SFは、富士通ストレージ製品を中心としたストレージ環境の管理を実現します。複雑なス
トレージの構成設計および設定を、わかりやすいインターフェースで操作可能としているため、高度
なスキルを必要とすることなく簡単にストレージを導入することができます。
ETERNUS SFはストレージ環境全体を管理し、安定運用を支えます。
ETERNUS SF Storage Cruiserでは、SAN、NAS両方の運用管理を統合的に行えます。
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■ SMI-S
ストレージ管理インターフェースの標準仕様の Storage Network Industry Association（SNIA）
規格である Storage Management Initiative Specification（SMI-S）仕様版数 1.6をサポートす
る汎用ストレージ管理アプリケーションから、ストレージ装置を一括管理することができます。SMI-
Sでは、ETERNUS DXの状態監視、RAIDグループ、ボリューム、およびアドバンスト・コピー
（EC / REC / OPC / SnapOPC / SnapOPC+）などの構成変更を行えます。

2.8.2 性能情報管理
ETERNUS DXは、装置の性能データを採取し、ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLI から表示す
る機能をサポートしています。収集した性能情報から装置の動作状況や負荷状況を把握し、より最適
な運用構成を構築できます。
ETERNUS SF Storage Cruiserを使用すると、採取した情報を GUI上でグラフ表示することで
ETERNUS DX の動作状況や負荷状況を簡単に把握することができます。また、ETERNUS SF
Storage Cruiserでは、ユーザーが指定した期間の性能情報保持、および性能閾値監視なども行えま
す。
ETERNUS SF Storage Cruiser、ETERNUS Web GUI、または ETERNUS CLIから性能情報取得
開始を指示すると、ETERNUS DX内で指定されたインターバル時間（30～300秒）ごとに各種性能
情報を収集します。
性能情報は、ETERNUS Web GUIから、表示だけでなくテキストファイルに保存して取り出すこと
もできます。取得可能な性能情報を以下に示します。

●ホスト I/Oに対するボリュームの性能情報

• リード IOPS（1秒あたりの Read回数）
• ライト IOPS（1秒あたりのWrite回数）
• リードスループット（Read時の 1秒あたりのデータ転送量）
• ライトスループット（Write時の 1秒あたりのデータ転送量）
• リード応答時間（Read時の 1ホスト I/Oあたりの平均応答時間）
• ライト応答時間（Write時の 1ホスト I/Oあたりの平均応答時間）
• リード処理時間（Read時の 1ホスト I/Oあたりの平均装置内処理時間）
• ライト処理時間（Write時の 1ホスト I/Oあたりの平均装置内処理時間）
• リードキャッシュヒット率（Read時のキャッシュヒット率）
• ライトキャッシュヒット率（Write時のキャッシュヒット率）
• プリフェッチキャッシュヒット率（Prefetch時のキャッシュヒット率）

●アドバンスト・コピー機能に関するボリュームの性能情報
• リード IOPS（1秒あたりの Read回数）
• ライト IOPS（1秒あたりのWrite回数）
• リードスループット（Read時の 1秒あたりのデータ転送量）
• ライトスループット（Write時の 1秒あたりのデータ転送量）
• リードキャッシュヒット率（Read時のキャッシュヒット率）
• ライトキャッシュヒット率（Write時のキャッシュヒット率）
• プリフェッチキャッシュヒット率（Prefetch時のキャッシュヒット率）
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●コントローラーの性能情報
• 使用率（CPUの使用率）
• CPUコア使用率

● CAポートの性能情報

• リード IOPS（1秒あたりの Read回数）
• ライト IOPS（1秒あたりのWrite回数）
• リードスループット（Read時の 1秒あたりのデータ転送量）
• ライトスループット（Write時の 1秒あたりのデータ転送量）

● RAポートの性能情報

• 送信 IOPS（1秒あたりのデータ送信回数）
• 受信 IOPS（1秒あたりのデータ受信回数）
• 送信スループット（送信時の 1秒あたりのデータ転送量）
• 受信スループット（受信時の 1秒あたりのデータ転送量）

● Host-LU QoSの性能情報

• 平均 IOPS（1秒あたりの平均 I/O数）
• 最小 IOPS（1秒あたり最小 I/O数）
• 最大 IOPS（1秒あたり最大 I/O数）
• 平均スループット（平均MB/s値）
• 最小スループット（最小MB/s値）
• 最大スループット（最大MB/s値）
• 累積遅延時間（QoS制御による累積コマンド遅延時間）
• 平均遅延時間（QoS制御による 1コマンドあたりの平均コマンド遅延時間）

●ドライブの性能情報
• 使用率（ドライブの使用率）

 

• ETERNUS DXを再起動すると、性能情報取得機能の動作は停止します。
• ETERNUS SF Storage Cruiserを使用して性能情報取得を開始した場合、ETERNUS Web

GUIおよび ETERNUS CLIから停止できません。
• ETERNUS Web GUI および ETERNUS CLI を使用して性能情報取得を開始した場合、

ETERNUS SF Storage Cruiserから停止できます。 
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2.8.3 イベント通知
イベント通知機能は、ETERNUS DX内に異常が発生した場合に、検出したイベント情報を管理者に
通知する機能です。管理者は常に画面を監視していなくても異常を知ることができます。
通知する手段にはメール、SNMPトラップ、Syslog、REMCS（リモート通報サービス）、ホストセ
ンスがあります。
図 2.43 イベント通知

SNMP Syslog

REMCS

SyslogSNMP

ETERNUS DX

使用する通知手段や、通知する内容のレベルを必要に応じて設定できます。
通知されるイベントには以下の種類があります。
表 2.25 通知されるイベントのレベルと内容

レベル 重要度 イベント内容
エラー 保守が必要 部品故障、温度異常、バッテリー期限切

れ（*1）、リビルド・コピーバックなど
警告 予防保守が必要 モジュール警告、バッテリー期限切れ予

告（*1）など
通知（インフォメーション） 装置情報 部品復旧通知、ユーザーログイン／ログ

アウト、RAID作成削除、装置電源投入切
断、ファームウェア更新など

*1： バッテリーに関しては、ETERNUS DX100 S4/DX200 S4の場合にだけ通知されます。

●メール送信
イベントが発生した際に、指定したメールアドレスにメールを送信します。
ユーザー認証として SMTP-AUTHおよび SMTP over SSLをサポートしており、方式は CRAM-
MD5、PLAIN、LOGIN、またはこれらを自動判別する AUTOから選択できます。

● Simple Network Management Protocol（SNMP）

SNMPエージェント機能を使用して、SNMPマネージャー（ネットワーク管理／監視サーバ）に対し
て管理情報を送信します。
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ETERNUS DXでサポートする SNMPの仕様を以下に示します。
表 2.26 SNMPの仕様

項目 仕様 備考
SNMPバージョン SNMP v1,v2c,v3 —
MIB MIB II ETERNUS DXで管理している情報のみGETコマ

ンド送信可能です。
SETコマンド送信オペレーションはサポートしませ
ん。

FibreAlliance MIB 2.2 FCベースの SAN管理を目的に定義されたMIB。
ETERNUS DXで管理している情報のみGETコマ
ンド送信可能です。
SETコマンド送信オペレーションはサポートしませ
ん。

独自MIB ETERNUS DXのハード構成に関するMIB

Trap 独自 Trap 部品の切り離し、センサー系異常といったカテゴ
リーごとに Trapを定義し、事象を簡潔に説明した
メッセージを付加情報とします。

● Syslog

ETERNUS DXにあらかじめ送信先の Syslogサーバを登録しておき、装置が検出した各種イベント
をイベントログとして Syslogサーバに随時送信します。
RFC3164および RFC5424準拠の Syslogプロトコルをサポートしています。

● REMCS（リモートサポート）

装置内で発生した様々な異常を富士通サポートセンターに通報します。また、ETERNUS DXは、異
常を調査するための各種情報（ログや構成定義情報）を送信します。これによって、情報を収集する
時間を短縮できます。
REMCSには、以下のような保守機能があります。
• 障害通報
この機能は、装置内で発生した様々な障害を REMCSセンターに通報します。これにより保守作業
員は障害発生を即時に知ることができます。

• 情報送信
この機能は、発生した障害を調査するための各種情報（ログや構成定義情報）を送信します。これに
より障害の調査に必要な情報を収集する時間が短縮できます。

• ファームウェア受信
REMCSセンターに登録されている最新ファームウェアを装置内部に自動登録します。この機能に
より装置内部には必ず最新ファームウェアが登録されるようになり、既知障害の発生を防止できま
す。また手動でのファームウェア登録も可能です。
ただし、NAS用のシステムファームウェアは自動受信できません。

●ホストセンス
ETERNUS DXは、サーバに特定の状況を伝えるために、ホストセンス（センスコード）を返します。
センスコードからエラー内容など詳細を判別できます。
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• ETERNUS DXでは、イベントログを Syslogサーバへ送信できているかを確認できません。た
とえ ETERNUS DXと Syslogサーバ間の通信にエラーが発生したとしても、イベントログは再
送しません。Syslog機能を使用する場合は、テスト送信を実行してイベントログが Syslogサー
バで正常に受信できているかを確認してください。

• ホストセンスで装置監視を行う場合は、ETERNUS Multipath Driverの使用を推奨します。
シングルパス構成の場合に検知できないセンスコードも通知できます。 
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2.8.4 装置時刻同期
ETERNUS DXでは、マスタ CM内の時刻をシステム基準時刻として扱い、ほかのモジュールに時刻
配信することで同期しています。また、Network Time Protocol（NTP）による時刻補正機能をサ
ポートしており、定期時刻補正のタイミングでNTPサーバから時刻情報を取得し、装置内の時刻補正
を行います。
ETERNUS DXでは装置内に時計機能を保持し、日付時刻、タイムゾーン（装置を設置する地域）な
どの時間情報を管理しています。また、この時間情報は、装置の内部ログ、エコモード、リモート筐
体間コピー、リモートサポート機能などで利用されます。
システム全体で時刻を同期させるために、NTPによる時刻自動補正を行うことを推奨します。
NTPを使用する場合は、NTPサーバまたは SNTPサーバを指定します。ETERNUS DXでは、NTP
プロトコルは v4をサポートしています。時刻修正モードは Stepモード（即時修正）で、NTP設定
時以降は 3時間ごとに定期補正します。

 

• システム内で装置ごとに持つ時刻が異なると、エラーが発生した際に原因を解析するうえで支障
が出る場合があります。

• エコモードを使用する場合は、必ず日付時刻を正しく設定してください。
装置の日付時刻が誤っていると、ディスクのモーター停止／起動処理がエコモード・スケジュー
ルどおりに動作しません。
NTPを使用して ETERNUS DXとサーバの時刻を同期させることを推奨します。 

 
図 2.44 装置時刻同期

NTP

Daylight Saving Time

Date Time

Time Zone

yyyy mm dd xx:xx:xx

GMT  + 09.00

NTP

ETERNUS DX
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2.9 電源制御

2.9.1 電源連動ユニット
電源連動ユニットは、サーバが接続されている UPS（Uninterruptible Power Supply：無停電電源
装置）の AC出力の変化を検出し、ETERNUS DXの電源投入、切断処理を自動実行します。
図 2.45 電源連動ユニット
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2.9.2 RCIL電源連動
Remote Cabinet Interface over LAN（RCIL）電源連動とは、RCIL機能を備えたサーバと LAN
経由で接続することで、ETERNUS DXの電源状態をサーバの電源状態に連動させる機能です。
電源連動を行うサーバおよび ETERNUS DX を同一の RCIL グループに登録しておきます。
ETERNUS DXは、同一グループに含まれるサーバの電源投入、電源切断に応じて出力される信号を
認識して、電源投入、電源切断を行います。
ETERNUS DXの電源は、同一グループ内のサーバが 1台でも電源投入されると連動して投入されま
す。電源切断は、同一グループ内のすべてのサーバの電源が切断されるまで行いません。
図 2.46 RCIL電源連動

ON ON
OFF

ETERNUS DX 

サーバと ETERNUS DXを RCIL（LAN）接続するには、RCIL接続設定を有効にする必要がありま
す。
サーバと ETERNUS DXは、RCILグループ単位で電源連動を行います。例えば、同一 RCILグルー
プにサーバと ETERNUS DXが属している場合、サーバの電源が投入されると同じグループに属する
ETERNUS DXも電源が投入されます。この際、別の RCILグループに属する装置の電源状態に影響
はありません。
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■ 接続形態
RCILで使用する LANポートはMNTポートのみです。RMTポートおよび FSTポートに接続された
場合、RCILによる電源連動は動作しません。
• 1系統サーバ接続

MNTポートには、Master IPアドレスのみ設定します。
図 2.47 RCIL電源連動の接続形態（1系統サーバ接続）

MNT

CM#0

MNT

CM#1

ETERNUS DX
LAN

• 2系統サーバ接続（クラスタ接続）
クラスタ接続では、Master IPアドレスおよび Slave IPアドレスの設定が必要です。
図 2.48 RCIL電源連動の接続形態（2系統サーバ接続）
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連動させるサーバ側でも RCIL機能を備えている必要があります。 
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2.9.3 リモート電源操作（Wake On LAN）
Wake On LANは、ネットワーク経由で ETERNUS DXの電源を投入する機能です。
管理端末から「マジック・パケット」と呼ばれるデータを送信すると、ETERNUS DX側でそのパケッ
トを検知し電源が投入されます。
Wake On LANを行うには、Systemwalker Runbook AutomationなどのWake On LAN 用
ユーティリティソフトウェアおよび設定が必要です。
ETERNUS DXのMACアドレスは ETERNUS CLIから確認できます。
リモートで ETERNUS DXの電源を切断する場合、ETERNUS Web GUIまたは ETERNUS CLIか
ら操作する方法があります。
図 2.49 Wake On LAN

Wake On LAN

ETERNUS DX

LAN
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2.10 バックアップ（アドバンスト・コピー）

アドバンスト・コピー機能（高速コピー機能）は、業務を停止することなく、任意のポイントでデー
タのバックアップ（データ複製）が可能です。
ETERNUS DXのバックアップは、業務サーバに負荷をかけずにデータを複製したり、大量のデータ
を複製する処理を業務アクセスとタイミング調整しながら実施したりできるので、業務プロセスと分
離してデータ保護を考えることができます。
以下に、ETERNUS SF AdvancedCopy Managerを使用した場合の、アドバンスト・コピーの運
用例を示します。
図 2.50 アドバンスト・コピーの運用例

ETERNUS SF AdvancedCopy Manager

アドバンスト・コピーには、1台の ETERNUS DX装置内で行うローカルコピー（筐体内コピー）と、
複数の ETERNUS DX装置間で行うリモートコピー（筐体間コピー）があります。
ローカルコピー機能には、「One Point Copy（OPC）」、「QuickOPC」、「SnapOPC」、「SnapOPC
+」、および「Equivalent Copy（EC）」があり、リモートコピー機能には「Remote Equivalent
Copy（REC）」があります。
アドバンスト・コピー機能を制御するための ETERNUS 関連ソフトウェアの種類を以下の表に示しま
す。
表 2.27 制御ソフトウェア（アドバンスト･コピー）

制御ソフトウェア 特長
ETERNUS Web GUI / ETERNUS CLI オプションソフトウェアなしでコピー機能が利用できます。
ETERNUS SF AdvancedCopy Manager ETERNUS SF AdvancedCopy Managerは、様々なOSや ISVア

プリケーションに対応し、すべてのアドバンスト・コピー機能が使用
できます。また、本ソフトウェアは、Oracle、SQLServer、Exchange
Server、Symfoware Serverなどと連携した業務無停止バックアッ
プに利用できます。

ETERNUS SF Express ETERNUS SF Expressは、装置管理もバックアップも 1つの製品で
簡単に管理できます。
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ライセンスの登録によって使用できる機能（コピー方式）を以下に示します。
表 2.28 機能（コピー方式）一覧

コピーライセンス モデル 使用可能セッション
数

制御ソフトウェア

ETERNUS Web
GUI / ETERNUS
CLI

ETERNUS SF
AdvancedCopy
Manager

ETERNUS SF
Express

ライセンスなし ETERNUS DX100
S4/DX100 S3
ETERNUS DX200
S4/DX200 S3

8（*1） SnapOPC+ − SnapOPC+

ライセンスあり ETERNUS DX100
S4/DX100 S3

1,024（*2）
2,048（*3）

SnapOPC+ SnapOPC
SnapOPC+
QuickOPC
OPC
EC

SnapOPC+

ETERNUS DX200
S4
ETERNUS DX200
S3

2,048（*2）
4,096（*3）

SnapOPC+ SnapOPC
SnapOPC+
QuickOPC
OPC
EC
REC

SnapOPC+

*1： アドバンスト・コピー機構を購入されない場合でも、無償ライセンスを登録すると、SnapOPC
+ を 8セッションまで使用できます。無償ライセンスは、ライセンス購入前のアドバンスト・
コピー機能の評価や購入後のバックアップの運用を計画するためにご利用ください。

*2： 装置のコントローラーファームウェア版数が V10L60未満の場合、または「ボリューム拡張モー
ド」が無効の場合の値です。

*3： 装置のコントローラーファームウェア版数が V10L60以上で、「ボリューム拡張モード」を有効
にした場合の値です。

コピーは、LUN単位で実行します。ETERNUS SF AdvancedCopy Managerでは、論理ディスク
（パーティションやボリュームなど（OSにより呼称が異なる））単位でもコピーを行えます。
装置内や、対象のボリュームでほかの機能が動作中の場合、コピーを実行できない場合があります。
同時に処理を実行可能な機能については、「A.3 各機能の同時実行可否」(211ページ)を参照してくだ
さい。
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2.10.1 バックアップ（SAN）

2.10.1.1 ローカルコピー
アドバンスト・コピーはコピー作成の仕組みにより、「二重化切り離し方式」、「バックグラウンド・コ
ピー方式」、「コピー・オン・ライト方式」に分類され、それぞれ、「EC」、「OPC」、「SnapOPC」と
いう機能名称を持ちます。
また、OPC には同領域に対する 2 回目以降の物理コピーが、前回からの更新差分分だけの
「QuickOPC」があります。SnapOPC+は、更新差分だけを保存するのでコピー元ボリュームの世代
管理が可能です。

● OPC

ある時点でのボリュームのデータを、同じ ETERNUS DX内の別のボリュームにすべてコピーします。
OPC は、以下の用途に適しています。
• バックアップの作成
• システムテスト用のレプリカデータ作成
• バックアップの復元（コピー元のドライブ故障時の、ドライブ交換後のリストア）

● QuickOPC

QuickOPCは、初回コピー時はOPCと同様に全データをコピーします。全データをコピーしたあと
は、更新分（差分データ）だけをコピーします。QuickOPCは、以下の用途に適しています。
• 更新量が少ないデータのバックアップ作成
• システムテスト用のレプリカデータ作成
• バックアップからの復元

● SnapOPC / SnapOPC+（*1）

SnapOPC / SnapOPC+は、更新された領域の更新前データだけをコピー先（SDV / TPV / FTV）
に退避します。更新された領域の更新前データは、SDP / TPP / FTRPに格納されます。コピー先に
SDVを指定して SnapOPC / SnapOPC+を行う場合は、あらかじめ SDP用の SDPVを作成してく
ださい。
SnapOPC / SnapOPC+は、以下の用途に適しています。
• テープバックアップ用の一時バックアップの作成
• 更新量の少ないデータのバックアップ（SnapOPC+では世代管理が可能）
• SnapOPC / SnapOPC+のコピー先論理ボリュームを SDV / TPV / FTVで比較した場合、以下の
特徴があります。それぞれの特徴を確認したうえで利用してください。
表 2.29 SnapOPC / SnapOPC+のコピー先論理ボリュームごとの特徴

比較項目 SDVの場合 TPV / FTVの場合

運用設定の容易さ 専用の SDV / SDPを設定する必要が
あるため、運用設定が複雑

専用の SDV / SDPを設定する必要がないため、運
用設定が容易

プールの利用効率 物理領域の割り当て単位が 8Kbyteと
小さいため、プールの利用効率が優れ
る

物理領域の割り当て単位がチャンクサイズ 21MB /
42MB / 84MB / 168MBと大きいため、プールの
利用効率が劣る

*1： SnapOPCと SnapOPC+の違いは、SnapOPCが更新前後の差分データを一世代のみ保持す
るのに対し、SnapOPC+では、複数世代の更新データを管理できることです。SnapOPCの場
合はコピー先データがコピー元との差分データですが、SnapOPC+では複数世代バックアップ
が可能であり、各世代のコピー先データは世代間の差分データとなります。
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● EC

ECでは、コピー元とコピー先でミラーリングしたデータを作成し、コピーを一時停止することで、そ
れぞれ独立したデータとして扱います。
コピーを再開すると、コピー元データへの更新分だけがコピー先へ反映されます。また、コピー先デー
タが更新されていた場合は、コピー元データが再度コピーされ、コピー元とコピー先でデータの等価
性が維持されます。ECは、以下の用途に適しています。
• バックアップの作成
• システムテスト用のレプリカデータの作成

 

• 暗号化された SDVを使用する場合は、暗号化された SDPを用意してください。
• SDPの容量が不足するとコピーを実行できません。このような事態を回避するため、SDPの残量
に応じて運用管理者にイベント通知を行う運用を推奨します。イベント通知については、
「2.8.3 イベント通知」(87ページ)を参照してください。
• EC では、コピーセッションを一時切り離し（Suspend）状態とするまでは、コピー先データを
参照／更新できません。監視ソフトウェア（ServerView Agents）がコピー先データに I/O ア
クセスを行った場合、サーバ側のログメッセージなどに I/O アクセスエラーのメッセージが出力
されます。エラーメッセージが出力されることを回避したい場合は、ほかの監視方法を検討して
ください。 
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2.10.1.2 リモートコピー
リモートコピーは、ローカルコピー機能の二重化切り離し方式 ECを拡張した「REC」を利用して遠
隔地での筐体間コピーを実現する機能です。RECを使用して複数筐体間でのミラーリングやスナッ
プショットの作成、バックアップを行います。
RECは、災害発生時の業務継続に対するソリューション（データベースの二重化や遠隔地へのバック
アップ）に適用できます。
RECは ETERNUS DX200 S4/DX200 S3で利用できます。
従来機種の ETERNUS ハイブリッドストレージシステムおよび ETERNUS ディスクストレージシス
テムとの接続も可能です。

● REC

RECは、ECのコピー方式で装置間コピーを行います。RECは以下の用途に適しています。
• システムテスト用のレプリカデータ作成
• 複数の ETERNUS DX/AF間でのデータベースの二重化
• 遠隔地の ETERNUS DX/AFへのバックアップの作成
図 2.51 REC

SANSAN WAN

REC

ETERNUS DX/AFETERNUS DX/AF

RECのデータ転送モードには大別すると同期転送方式と非同期転送方式があり、I/Oレスポンスタイ
ムを重視するか、災害発生時点までデータが完全にバックアップされていることを重視するかによっ
て、同期・非同期のモードを選択して使用できます。
表 2.30 RECのデータ転送モード

データ転送方式 I/Oレスポンス 災害時の更新ログ状態

同期転送方式 伝送遅延の影響あり 災害発生時点までデータが完全にバックアッ
プされた状態

非同期転送方式 伝送遅延の影響なし 災害発生時点の数秒前までデータがバック
アップされた状態

■ 同期転送方式
コピー元で更新したデータは、即座にコピー先へコピーされます。サーバからのWrite命令によるコ
ピー元への書き込みと、コピー先へのコピーが完了したあとに完了応答を行います。データコピーを
コピー元へのWriteと同期させることで、完了時点でのコピー元／コピー先のデータ内容が保証され
ます。
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■ 非同期転送方式
コピー元で更新したデータは、Write命令の完了応答後にコピー先へコピーされます。
非同期転送方式では、Stackモード、Consistencyモードがあり、リモートコピーの使用用途によっ
て選択できます。また、Stackモード、Consistencyモードでのデータ転送を停止するときに使用す
るモードとして Throughモードがあります。
• Stackモード
更新されたブロック位置のみを記録し、サーバへ完了を返すため、サーバに対するレスポンス遅延に
よる影響は小さくなります。記録されたブロックのデータ転送は独立した転送処理で行われます。
Stackモードは、回線のバンド幅が細い場合でもコピーを実施することができるため、主にリモー
ト・バックアップの用途に適しています。

• Consistencyモード
本モードは、リモートコピー先装置への更新に対して、転送の順序性をWriteの発生と同じ順序で
保証します。WANでの転送遅延でデータ転送順が乱れても、コピー先の更新順序性を保つように制
御しています。
Consistencyモードはコピーセッション間の転送順序性が保証されるため、データベースなど複数
の領域から構成されるコピーでミラーリングを行う用途に適しています。
このモードは、キャッシュメモリの一部をバッファー（RECバッファー）として使用し、複数の
RECセッションへの I/Oを一定期間 RECバッファーにため込んだあと、ブロックにまとめてコ
ピーを行います。
RECバッファーだけでは容量が不足する場合は、RECディスクバッファーを使用できます。REC
ディスクバッファーは、コピーデータの一時的な退避先として使用されます。

• Throughモード
Throughモードは、更新されたデータを I/Oの応答を返したあと、その延長で転送が完了していな
いデータのコピーを行います。
Throughモードは通常転送のためのモードではなく、Stackモードや Consistencyモードを停止
（Stop / Suspend）する際に未転送のデータを転送したり、転送を再開したりするために、転送モー
ドを変更するためのモードです。
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• RECでWANを使用する場合、サーバからの更新量に見合うだけの帯域が必要です。また、サー
バからの更新量によらず、同期モードの場合は最低 50Mbit/s、Consistencyモードの場合は最
低 2Mbit/sの帯域を必要とします（ネットワーク機器でデータ圧縮されない場合）。

• RECでWANを使用する場合、データ転送の応答遅延時間は 100ms以内である必要がありま
す。特に同期転送モードについては、I/Oレスポンス影響が大きいので応答遅延時間が 10ms以
内の環境で使用することを推奨します。

• REC では、コピーセッションを一時切り離し（Suspend）状態とするまでは、コピー先データ
を参照／更新できません。監視ソフトウェア（ServerView Agents）がコピー先データに I/O
アクセスを行った場合、サーバ側のログメッセージなどに I/O アクセスエラーのメッセージが出
力されます。エラーメッセージが出力されることを回避したい場合は、ほかの監視方法を検討し
てください。

• ファームウェアをアップデートする場合、コピーセッションを一時切り離し（Suspend）状態に
する必要があります。

• RECディスクバッファーは以下の機種でサポートしています。
- ETERNUS DX200 S4
- ETERNUS DX500 S4/DX600 S4
- ETERNUS DX8900 S4
- ETERNUS DX200 S3
- ETERNUS DX500 S3/DX600 S3
- ETERNUS DX8100 S3/DX8700 S3/DX8900 S3
- ETERNUS AF250 S2/AF650 S2
- ETERNUS AF250/AF650
- ETERNUS DX200F
- ETERNUS DX90 S2
- ETERNUS DX400/DX400 S2 series
- ETERNUS DX8000/DX8000 S2 series

• RECディスクバッファーを使用する場合、ETERNUS DXのコントローラーファームウェア版数
を V10L60-6000以上または V10L61-6000以上にする必要があります。

• ETERNUS DX90，ETERNUS DX400 series，ETERNUS DX8000 seriesをコピー先とする
場合、暗号化されたボリュームと暗号化されていないボリュームとの RECはできません。 
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2.10.1.3 利用可能なアドバンスト・コピーの組み合わせ
アドバンスト・コピーでは各種コピーを組み合わせて使用することができます。

●リストアOPC

OPC / QuickOPC / SnapOPC / SnapOPC+実行指示後、コピー先からコピー元へのリストアを瞬
時に完了することができます。
図 2.52 リストアOPC

OPC / QuickOPC /
SnapOPC / SnapOPC+

OPC

● EC / REC反転

EC / RECにて、コピー元とコピー先を反転させることでリストアを実施することができます。
図 2.53 EC / REC反転

EC / REC

EC / REC

第 2章 基本機能
2.10 バックアップ（アドバンスト・コピー）
 

102
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



●マルチコピー
1つのコピー元領域に対してコピー先を複数設定して、複数のバックアップを採取することができま
す。
図 2.54に示すマルチコピーの場合、コピーセッション 1でコピーする範囲がすべてマルチコピー対象
になります。
コピーセッション 1とコピーセッション 2が EC / RECの場合、コピー元の領域 Aへの更新（更新 1）
は、コピー先 1とコピー先 2の両方へコピーされます。
コピー元の領域 A以外への更新（更新 2）は、コピー先 2だけにコピーされます。
図 2.54 マルチコピーのコピー対象

1

2

1

21

2

A

マルチコピーを形成するコピーセッションは、OPC / QuickOPC / SnapOPC / EC / RECであれば
最大 8つまで設定できます。
図 2.55 マルチコピー

1 2
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ETERNUS DX/AF ETERNUS DX/AF
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SnapOPC+については、設定済みのマルチコピーのセッションが 7つ以内であれば、同一のコピー元
領域へ SnapOPC+のコピーセッションを最大世代まで設定することができます。
図 2.56 マルチコピー（SnapOPC+を含む場合）

ETERNUS DX/AF ETERNUS DX/AF

ETERNUS DX/AF

1 2

3

4

5

6

7

SnapOPC+ 

なお、同一のコピー元領域から同一のコピー先装置内の 2つ以上のコピー先領域へ Consistency
モードのマルチコピーを実施することはできません。マルチコピーでは、同一装置内に複数のコピー
先を設定することはできませんが、コピー先が異なる装置であれば、同一のコピー元領域から複数の
コピー先へマルチコピーは行えます。
図 2.57 マルチコピー（Consistencyモードの場合）
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Consistencyモードの RECセッションでカスケードコピーする場合、コピー先筐体が同じである
Consistencyモードの RECセッションと、コピー元でつながりを持たないようにしてください。
図 2.58 マルチコピー（Consistencyモードの RECセッションでカスケードコピーを行う場合 1）
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図 2.59 マルチコピー（Consistencyモードの RECセッションでカスケードコピーを行う場合 2）
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●カスケードコピー
コピーセッションが設定されているコピー先を、別のコピーセッションのコピー元とすることができ
ます。
カスケードコピーは、2つのコピーセッションを組み合わせて行います。
図 2.60に示すように、コピー先の領域が別のコピーセッションのコピー元となっているコピーを「コ
ピーセッション 1」、コピー先かつコピー元の領域を別のコピー先にコピーするセッションを「コピー
セッション 2」とします。
カスケードコピーでは、コピーセッション 1のコピー先領域とコピーセッション 2のコピー元領域が
一致または包含している必要があります。
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また、対象のボリュームがすべて同じサイズ、またはコピーセッション 2のコピー先ボリュームがほ
かのボリュームより大きい場合に、カスケードコピーが可能です。
図 2.60 カスケードコピー

OPC / QuickOPC /
EC / REC

OPC / QuickOPC /
SnapOPC / SnapOPC+ /
EC / REC 

1
2

1 2

OPC / QuickOPC /
EC / REC

OPC / QuickOPC /
SnapOPC / SnapOPC+ /
EC / REC

1 2

すでにコピーが設定済みのコピー先ボリュームに対して、コピーを追加する場合の組み合わせを表
2.31に示します。
表 2.31 組み合わせ可能なカスケードコピー（セッション 1, 2の順にカスケードコピーする場合）

コピーセッショ
ン 2

コピーセッション 1

OPC QuickOPC SnapOPC SnapOPC+ EC REC同期転送 REC Stack
モード

REC
Consistency
モード

OPC ¡（*1） ¡（*1） ´ ´ ¡ ¡ ¡ ¡

QuickOPC ¡（*1） ¡（*1）（*2） ´ ´ ¡ ¡ ¡ ¡

SnapOPC ¡（*1） ¡（*1） ´ ´ ¡ ¡ ¡ ¡

SnapOPC+ ¡（*1） ¡（*1） ´ ´ ¡ ¡ ¡ ¡

EC ¡ ¡ ´ ´ ¡ ¡ ¡ ¡

REC同期転送 ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ ¡（*3） ¡（*3） ¡（*3） ¡
（*3）（*4）

REC Stack
モード

¡ ¡ ´ ´ ¡ ¡ ¡ ¡

REC
Consistency
モード

¡（*3） ¡（*3） ´ ´ ¡（*3） ¡ ¡（*3） ¡
（*3）（*4）

¡：可能、´：不可能

*1： コピーセッション 2がOPC / QuickOPC / SnapOPC / SnapOPC+の場合、コピーセッショ
ン 1のコピー元が保持するデータではなく、コピーセッション 1のコピー先が保持するデータ
をバックアップします。

*2： コントローラーファームウェア版数により、サポートしている差分データサイズが異なります。
• コントローラーファームウェア版数が V10L82未満の場合
コピー元ボリュームおよびコピー先ボリュームのコピー容量がそれぞれ 2TB未満の場合の
みサポートします。
2TB以上の場合は、以下の運用に変更してください。
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- 一時的なリカバリー用途の場合
QuickOPC（コピーセッション 1）とOPC（コピーセッション 2）のカスケードコピー運
用に変更してください。

- 2世代バックアップ運用の場合
QuickOPCとQuickOPCのマルチコピー運用に変更してください。

• コントローラーファームウェア版数が V10L82以上の場合
コピーセッション 1の再コピー要求（全データコピー完了後の更新分のコピー要求）を実施す
る場合、差分データサイズを表 2.32のサイズにしてください。
例えば、QuickOPCを倍率 2倍で作成した場合、差分データサイズを 2TB未満にします。
QuickOPCの「倍率」は、［アドバンスト・コピー（QuickOPCセッション）］画面で確認
できます。
表 2.32 QuickOPCの倍率ごとの差分データサイズ

倍率 1 2 4 8 16 32 64

差分データサイ
ズ

1TB未満 2TB未満 4TB未満 8TB未満 16TB未満 32TB未満 64TB未満

サイズ以上の再コピー要求を実施すると、再コピー要求のコマンドがタイムアウトとなり、
失敗する場合があります。コピーセッション 1の現在の「差分データサイズ」は、［アドバン
スト・コピー（QuickOPCセッション）］画面で確認できます。コピーセッション 1がエラー
になったら、以下のいずれかの運用に変更してください。
- QuickOPCのカスケード運用を継続する場合
コピーセッション 2のフェーズが「Tracking」になってから、コピーセッション 1を削除
します。装置のコピー倍率を変更後、コピーセッション 1を再作成します。倍率の変更につ
いては、『ETERNUS Web GUI ユーザーズガイド』の「テーブルサイズ設定」を参照して
ください。

- 一時的なリカバリー用途の場合
QuickOPC（コピーセッション 1）とOPC（コピーセッション 2）のカスケードコピー運
用に変更してください。

- 2世代バックアップ運用の場合
QuickOPCとQuickOPCのマルチコピー運用に変更してください。

*3： コピー先かつコピー元となるボリュームが従来機種に存在する場合、カスケードコピーはでき
ません。

*4： コピーセッション 1が REC Consistencyモードの場合、コピーセッション 1のデータ転送の
順序性は保証されますが、コピーセッション 2のデータ転送の順序性は保証されません。
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すでにコピーが設定済みのコピー元ボリュームに対して、コピーを追加する場合の組み合わせを表
2.33に示します。
表 2.33 組み合わせ可能なカスケードコピー（セッション 2, 1の順にカスケードコピーする場合）

コピーセッショ
ン 1

コピーセッション 2

OPC QuickOPC SnapOPC SnapOPC+ EC REC同期転送 REC Stack
モード

REC
Consistency
モード

OPC ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

QuickOPC ¡ ¡（*1） ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

SnapOPC ´ ´ ´ ´ ´ ´ ´ ´

SnapOPC+ ´ ´ ´ ´ ´ ´ ´ ´

EC ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

REC同期転送 ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

REC Stack
モード

¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

REC
Consistency
モード

¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡（*2） ¡ ¡（*2）

¡：可能、´：不可能

*1： コントローラーファームウェア版数により、サポートしている差分データサイズが異なります。
詳細は、表 2.31の注釈「*2」を参照してください。

*2： コピーセッション 1が REC Consistencyモードの場合、コピーセッション 1のデータ転送の
順序性は保証されますが、コピーセッション 2のデータ転送の順序性は保証されません。
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• セッション 1, 2の順にカスケードコピーし、コピーセッション 2が EC / RECのときに一時切り
離し（Suspend）状態にしたい場合は、コピーセッション 1 の物理コピーが完了してから
Suspendコマンドを実施してください。

• コピーセッション 1のコピーの種類が XCOPYまたはODXの場合は、カスケードコピーが可能
です。また、XCOPYまたはODXのコピー先であり、かつコピーセッション 2 のコピー元であ
る領域は、完全に一致した領域でなくてもかまいません。例えば、コピーセッション 2のコピー
元は、コピーセッション 1のコピー先の一部であってもカスケードコピーを実行できます。
なお、カスケードコピーのコピーセッション 2には、XCOPYまたはODXを設定できません。

• XCOPYおよびODXについては「3.6 サーバ連携機能」(139ページ)を参照してください。
• コピーセッション 2のコピー先で有効なバックアップデータを取得するには、カスケードコピー
を構成するすべてのコピーセッションで、物理コピーが完了または一時切り離し（Suspend）状
態になっている必要があります。バックアップデータ利用時はコピーセッション 1とコピーセッ
ション 2のコピー状況を確認してください。
ただし、セッション 1, 2の順にカスケードコピーし、コピーセッション 1がOPC / QuickOPC
でコピーセッション 2がOPC / QuickOPC / SnapOPC / SnapOPC+の場合、物理コピー中で
もコピーセッション 2のコピー先データを利用することができます。

• コピーセッション 1が EC / RECで、コピーセッション 2がOPC / QuickOPC / SnapOPC /
SnapOPC+の場合、コピーセッション 1を等価状態または一時切り離し（Suspend）状態にし
てから、コピーセッション 2を設定することを推奨します。

• コピーセッション 1の OPC / QuickOPCセッションを物理コピー中に停止する場合、コピー
セッション 2がOPC / QuickOPC / SnapOPC / SnapOPC+のときは、事前にコピーセッショ
ン 2を停止しておいてください。

• コピーセッション 2が EC / RECの場合、コピーセッション 1の物理コピーが完了するまでコ
ピーセッション 2は等価状態に遷移しません。ECの場合は等価状態に遷移するまでコピーセッ
ションを一時切り離し（Suspend）できないため、注意してください。

• セッション 1, 2の順にカスケードコピーし、コピーセッション 1がOPC / QuickOPCの場合、
コピーセッション 2 のコピー先ボリュームにはコピーセッション 2 を起動したときの中間ボ
リューム（コピーセッション 1のコピー先ボリューム）の論理的なデータがコピーされます。論
理的なデータコピーを以下に示します。

OPC / 
QuickOPC

OPC / 
QuickOPC / 
SnapOPC / 
SnapOPC+ / 
EC / REC

1
2
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以下の組み合わせでは、3つのコピーセッションでカスケードコピーを実行できます。
図 2.61 カスケードコピー（3つのコピーセッション実行時）

OPC / QuickOPC / 
EC

OPC / QuickOPC /
SnapOPC / SnapOPC+ /
EC

1
2
3

REC
Stack

以下の組み合わせでは、4つのコピーセッションでカスケードコピーを実行できます。
ただし、コピー先筐体側の 2つの ECは、同時に Activeにすることはできません。
図 2.62 カスケードコピー（4つのコピーセッション実行時）

1

2

3

4

EC EC EC

QuickOPC EC EC

A B C D E

A B C D E

REC

Stack

REC

Stack

ETERNUS DX/AF ETERNUS DX/AF

ETERNUS DX/AF ETERNUS DX/AF
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2.11 性能チューニング

2.11.1 Striping Size拡張
Striping Size拡張は、RAIDグループを作成する際に Stripe Depthを指定することによって、スト
ライプサイズを拡張する機能です。
ストライプサイズを拡張することによって高度な性能チューニングが可能です。通常は、初期値を変
更する必要はありません。
Stripe Depthを大きくすると、アクセスするドライブ数を減らすことができます。RAID1+0では、
ドライブへのコマンド数が減ることで該当 RAIDグループへのアクセス性能が向上します。しかし、
RAID5では Stripe Depthを大きくすると、シーケンシャルライト性能が劣化する場合があります。
RAIDレベルごとに設定可能な Stripe Depthは以下のとおりです。
表 2.34 設定可能な Stripe Depth

RAIDレベル ドライブ構成（*1） 設定可能な Stripe Depth

Mirroring（RAID1） 1D+1M —

High Performance（RAID1+0）すべてのドライブ構成 64KB、128KB、256KB、512KB、1,024KB

Striping（RAID0）

High Capacity（RAID5） 2D+1P～4D+1P 64KB、128KB、256KB、512KB

5D+1P～8D+1P 64KB、128KB、256KB

9D+1P～15D+1P 64KB、128KB

Reliability（RAID5+0） すべてのドライブ構成 64KB

High Reliability（RAID6）

High Reliability（RAID6-FR）

*1： D：Data、M：Mirror、P：Parityを示します。

 

• 設定変更に伴いランダムアクセスの Read/Write性能を向上できますが、使用するシステムに
よっては性能が劣化する場合があるため設定変更には注意が必要です。

• ストライプサイズを拡張した RAIDグループでは、以下の制限があります。
- RAIDグループに属するボリュームの暗号化、およびロジカル・デバイス・エクスパンションは
実行できません。

- TPP、FTSPの同一プール内で、異なるストライプサイズを設定した RAIDグループを混在させ
ることはできません。

- 異なるストライプサイズを設定した RAIDグループを連結してWSVを構成することはできま
せん。

• TPP、FTSPに使用される RAID5 (4D+1P)では、Stripe Depth 512KBの設定はできません。
• TPP、FTSPに使用される RAID5 (8D+1P) では、Stripe Depth 256KBの設定はできません。 
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2.11.2 担当 CM
RAID グループには、アクセス制御などを担当するコントローラーがそれぞれ割り当てられ、
ETERNUS DX内で負荷管理を行っています。RAIDグループの制御を担当するコントローラーを担
当 CMと呼びます。
図 2.63 担当 CM

CM#1CM#0

CMCM

RAID CM

ETERNUS DX

RAID #0

RAID #2

RAID #1

どちらかのコントローラーに負荷がかたよる場合は、負荷を均衡化するために担当 CMを変更してく
ださい。詳細は、『ETERNUS Web GUI ユーザーズガイド』の「担当 CM変更」を参照してくださ
い。
何らかの要因によってコントローラーが切り離された場合、担当 CMはもう一方のコントローラーに
引き継がれます。また、コントローラーが再度組み込まれ正常な状態に戻ると、担当 CMは元のコン
トローラーに戻されます。

第 2章 基本機能
2.11 性能チューニング
 

112
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



2.12 スマート セットアップ ウィザード

スマート セットアップ ウィザードは、シン・プロビジョニング構成の場合にシン・プロビジョニング
プールの作成、およびホストアフィニティの設定を容易に実施するためのウィザードです。
スマート セットアップ ウィザードの設定方法は、『構築ガイド（基本編）』を参照してください。

 

本ウィザードでは、シン・プロビジョニングプールが作成されていない場合、シン・プロビジョニ
ングプールの構成は搭載しているドライブタイプおよびドライブ数から自動的に決定されます。
• ドライブタイプ選択時の優先順位は以下のとおりです。

SSD > SSD SED > SAS > SAS SED > ニアライン SAS > ニアライン SAS SED
複数のドライブタイプが混在する場合は、優先順位が高いドライブタイプが選択されシン・プロ
ビジョニングプールが作成されます。
選択されなかったドライブタイプで、さらにシン・プロビジョニングプールを作成する場合、本
ウィザードからは作成できません。本装置で提供している専用機能を使用して、シン・プロビジョ
ニングプールを作成してください。

• シン・プロビジョニングプールを構成する RAIDグループの RAIDレベルおよびドライブ数は、
以下のとおりです。

ドライブタイプ RAIDレベル ドライブ数

SSD、SSD SED RAID5 5～48本

SAS、SAS SED、ニアライン SAS、ニアライン SAS SED RAID6 7～48本

• グローバルホットスペアは、シン・プロビジョニングプールあたり 1本登録されます。 

スマート セットアップ ウィザードを使用して、シン・プロビジョニングプールの作成を行う場合の例
を以下に示します。

● SSD、SSD SEDの場合

RAIDレベル「RAID5」で容量効率が高い RAIDグループが作成されます。
1.92TBの SSDを搭載した場合のドライブ本数とユーザー容量の目安を表 2.35に、RAID構成例を図
2.64に示します。
表 2.35 ドライブ本数とユーザー容量の目安（SSD 1.92TBの場合）

ドライブ搭載数

作成される RAID構成

ホットスペア 未使用ドライブ

ユーザー容量

RAIDグループ
ユーザーデータ
領域（ドライブ相
当数）

RAIDグループ
あたり 装置あたり

4本以下 作成不可 - - - - -

5 RAID5´1 3 1 0 約 5.2TB 約 5.2TB

6 RAID5´1 4 1 0 約 6.9TB 約 6.9TB

7 RAID5´1 4 1 1 約 6.9TB 約 6.9TB

8 RAID5´1 6 1 0 約 10.4TB 約 10.4TB

9 RAID5´1 7 1 0 約 12.2TB 約 12.2TB

10 RAID5´1 8 1 0 約 13.9TB 約 13.9TB

11 RAID5´2 8 1 0 約 6.9TB 約 13.9TB

12 RAID5´2 8 1 1 約 6.9TB 約 13.9TB
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ドライブ搭載数

作成される RAID構成

ホットスペア 未使用ドライブ

ユーザー容量

RAIDグループ
ユーザーデータ
領域（ドライブ相
当数）

RAIDグループ
あたり 装置あたり

13 RAID5´3 9 1 0 約 5.2TB 約 15.7TB

14 RAID5´3 9 1 1 約 5.2TB 約 15.7TB

15 RAID5´2 12 1 0 約 10.4TB 約 20.9TB

16 RAID5´2 12 1 1 約 10.4TB 約 20.9TB

17 RAID5´2 14 1 0 約 12.2TB 約 24.4TB

18 RAID5´2 14 1 1 約 12.2TB 約 24.4TB

19 RAID5´2 16 1 0 約 13.9TB 約 27.9TB

20 RAID5´2 16 1 1 約 13.9TB 約 27.9TB

21 RAID5´4 16 1 0 約 6.9TB 約 27.9TB

22 RAID5´3 18 1 0 約 10.4TB 約 31.4TB

23 RAID5´3 18 1 1 約 10.4TB 約 31.4TB

24 RAID5´3 18 1 2 約 10.4TB 約 31.4TB

25 RAID5´3 21 1 0 約 12.2TB 約 36.6TB

26 RAID5´3 21 1 1 約 12.2TB 約 36.6TB

27 RAID5´3 21 1 2 約 12.2TB 約 36.6TB

28 RAID5´3 24 1 0 約 13.9TB 約 41.8TB

29 RAID5´4 24 1 0 約 10.4TB 約 41.8TB

30 RAID5´4 24 1 1 約 10.4TB 約 41.8TB

31 RAID5´6 24 1 0 約 6.9TB 約 41.8TB

32 RAID5´6 24 1 1 約 6.9TB 約 41.8TB

33 RAID5´4 28 1 0 約 12.2TB 約 48.8TB

34 RAID5´4 28 1 1 約 12.2TB 約 48.8TB

35 RAID5´4 28 1 2 約 12.2TB 約 48.8TB

36 RAID5´5 30 1 0 約 10.4TB 約 52.3TB

37 RAID5´4 32 1 0 約 13.9TB 約 55.8TB

38 RAID5´4 32 1 1 約 13.9TB 約 55.8TB

39 RAID5´4 32 1 2 約 13.9TB 約 55.8TB

40 RAID5´4 32 1 3 約 13.9TB 約 55.8TB

41 RAID5´5 35 1 0 約 12.2TB 約 61.0TB

42 RAID5´5 35 1 1 約 12.2TB 約 61.0TB

43 RAID5´6 36 1 0 約 10.4TB 約 62.8TB

44 RAID5´6 36 1 1 約 10.4TB 約 62.8TB

45 RAID5´6 36 1 2 約 10.4TB 約 62.8TB

46 RAID5´5 40 1 0 約 13.9TB 約 69.8TB

47 RAID5´5 40 1 1 約 13.9TB 約 69.8TB

48 RAID5´5 40 1 2 約 13.9TB 約 69.8TB
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図 2.64 RAID構成例（SSD 12本搭載の場合）

#0 #1 #2 #3 #4

RAID5 2 1 1

#5 #6 #7 #8 #9

RAID5 2 *1

RAID5 1 *1

#10 #11

*1： ユーザーデータ領域は、ドライブ 4本分相当です。

● SAS、SAS SED、ニアライン SAS、ニアライン SAS SEDの場合

RAIDレベル「RAID6」で容量効率が高い RAIDグループが作成されます。
1.2TBの SASディスクを搭載した場合のドライブ本数とユーザー容量の目安を表 2.36に、RAID構
成例を図 2.65に示します。
表 2.36 ドライブ本数とユーザー容量の目安（SASディスク 1.2TBの場合）

ドライブ搭載数

作成される RAID構成

ホットスペア 未使用ドライブ

ユーザー容量

RAIDグループ
ユーザーデータ
領域（ドライブ相
当数）

RAIDグループ
あたり 装置あたり

6本以下 作成不可 - - - - -

7 RAID6´1 4 1 0 約 4.2TB 約 4.2TB

8 RAID6´1 4 1 1 約 4.2TB 約 4.2TB

9 RAID6´1 6 1 0 約 6.4TB 約 6.4TB

10 RAID6´1 7 1 0 約 7.4TB 約 7.4TB

11 RAID6´1 8 1 0 約 8.5TB 約 8.5TB

12 RAID6´1 8 1 1 約 8.5TB 約 8.5TB

13 RAID6´2 8 1 0 約 4.2TB 約 8.5TB

14 RAID6´2 8 1 1 約 4.2TB 約 8.5TB

15 RAID6´2 8 1 2 約 4.2TB 約 8.5TB

16 RAID6´2 8 1 3 約 4.2TB 約 8.5TB

17 RAID6´2 12 1 0 約 6.4TB 約 12.8TB

18 RAID6´2 12 1 1 約 6.4TB 約 12.8TB

19 RAID6´2 14 1 0 約 7.4TB 約 14.9TB

20 RAID6´2 14 1 1 約 7.4TB 約 14.9TB

21 RAID6´2 16 1 0 約 8.5TB 約 17.0TB

22 RAID6´2 16 1 1 約 8.5TB 約 17.0TB

23 RAID6´2 16 1 2 約 8.5TB 約 17.0TB

24 RAID6´2 16 1 3 約 8.5TB 約 17.0TB
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ドライブ搭載数

作成される RAID構成

ホットスペア 未使用ドライブ

ユーザー容量

RAIDグループ
ユーザーデータ
領域（ドライブ相
当数）

RAIDグループ
あたり 装置あたり

25 RAID6´3 18 1 0 約 6.4TB 約 19.2TB

26 RAID6´3 18 1 1 約 6.4TB 約 19.2TB

27 RAID6´3 18 1 2 約 6.4TB 約 19.2TB

28 RAID6´3 21 1 0 約 7.4TB 約 22.4TB

29 RAID6´3 21 1 1 約 7.4TB 約 22.4TB

30 RAID6´3 21 1 2 約 7.4TB 約 22.4TB

31 RAID6´3 24 1 0 約 8.5TB 約 25.6TB

32 RAID6´3 24 1 1 約 8.5TB 約 25.6TB

33 RAID6´4 24 1 0 約 6.4TB 約 25.6TB

34 RAID6´4 24 1 1 約 6.4TB 約 25.6TB

35 RAID6´4 24 1 2 約 6.4TB 約 25.6TB

36 RAID6´4 24 1 3 約 6.4TB 約 25.6TB

37 RAID6´4 28 1 0 約 7.4TB 約 29.8TB

38 RAID6´4 28 1 1 約 7.4TB 約 29.8TB

39 RAID6´4 28 1 2 約 7.4TB 約 29.8TB

40 RAID6´4 28 1 3 約 7.4TB 約 29.8TB

41 RAID6´4 32 1 0 約 8.5TB 約 34.1TB

42 RAID6´4 32 1 1 約 8.5TB 約 34.1TB

43 RAID6´4 32 1 2 約 8.5TB 約 34.1TB

44 RAID6´4 32 1 3 約 8.5TB 約 34.1TB

45 RAID6´4 32 1 4 約 8.5TB 約 34.1TB

46 RAID6´5 35 1 0 約 7.4TB 約 37.3TB

47 RAID6´5 35 1 1 約 7.4TB 約 37.3TB

48 RAID6´5 35 1 2 約 7.4TB 約 37.3TB

 
図 2.65 RAID構成例（SASディスク 15本搭載の場合）

#0 #1 #2 #3 #5

#6 #7 #8 #9 #11

#12#4

#10

RAID6 2 1 2

RAID6 2 *1

RAID6 1 *1

#14#13

*1： ユーザーデータ領域は、ドライブ 4本分相当です。
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第 3章
SAN機能

SAN接続で使用できる機能について説明します。

3.1 運用最適化（重複排除／圧縮）

 

ユニファイド機構が搭載されている場合、重複排除／圧縮機能は使用できません。 

3.1.1 重複排除／圧縮
重複排除／圧縮機能は、サーバからの書き込みデータに対して 4KBごとにデータ重複を解析し、重複
するデータは一度だけ書き込みます。以降の重複データは書き込みを行わずに既存データを参照させ
ることで、総書き込み容量を削減することができます。また、圧縮機能により、さらなるデータ削減
を実現しています。
重複排除／圧縮機能は、ETERNUS DX200 S4/DX200 S3で使用できます。
重複排除／圧縮機能では、重複排除と圧縮を同時に行うだけでなく、重複排除のみ、または圧縮のみ
を行うことも可能です。
重複排除／圧縮機能と重複排除機能、および圧縮機能のそれぞれの概要を以下に示します。
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●重複排除／圧縮機能
重複するデータブロックを排除後に、データブロックを圧縮し、データを格納します。
図 3.1 重複排除／圧縮の概要

A B C D E F

2

A B C D

A B C D1

1

2A B E F

A B E F

1 2

Deduplication

Compression

ETERNUS DX

●重複排除機能
重複するデータブロックを排除し、データを格納します。
図 3.2 重複排除の概要
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A B C D A B E F
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●圧縮機能
各データブロックを圧縮し、データを格納します。
図 3.3 圧縮の概要

A B C D A B E F

2

A B C D1

1

2A B E F
1 2

Compression

ETERNUS DX

A B E FA B C D

重複排除／圧縮の機能仕様を以下の表に示します。
表 3.1 重複排除／圧縮機能仕様

モデル名 ETERNUS DX200 S4/DX200 S3

重複排除／圧縮 設定可能 TPP数 4

重複排除／圧縮対象にでき
る最大論理容量（*1）

1プールあたり 1 RAIDグ
ループの場合

DEDUP_SYSボリュームの 5倍まで（*2）

1プールあたり 2 RAIDグ
ループ以上の場合

DEDUP_SYSボリュームの 10倍まで（*2）

DEDUP_SYSボリュームの論理容量（*3） 8TB（デフォルト）～128TB（最大）まで拡張可能

DEDUP_MAPボリュームの論理容量（*3） 固定（5,641,339MB）
ボリュームタイプ TPV ¡（*4）

Standard / FTV / WSV /
SDV / SDPV / VVOL /
ODX

´

*1： 効率的に重複排除／圧縮処理の負荷を分散させるには、1プールあたり 2RAIDグループ以上の
構成を推奨します。

*2： Deduplication/Compression ボリューム作成時および容量拡張時に、Deduplication/
Compressionボリュームの総容量に応じて DEDUP_SYSボリュームの容量を拡張してくだ
さ い 。 Deduplication/Compression ボ リ ュ ー ム の 総 容 量 は 、 Deduplication/
Compression機能の効果が見積もれない場合、DEDUP_SYSボリュームの論理容量未満にす
ることを推奨します。

*3： 重複排除／圧縮機能では、 DEDUP_SYS ボリューム容量以上の Deduplication/
Compressionボリュームを作成することが可能です。そのため、重複排除／圧縮の効果が見
込めない環境では、 Deduplication/Compression ボリュームに書き込むときに
DEDUP_SYSボリューム容量の枯渇が原因で、書き込みに失敗することがあります。
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なお、DEDUP_SYSボリューム容量が枯渇寸前または枯渇した場合、SNMPトラップ、メー
ル、または Syslogが通知されます。通知方法は、「イベント通知設定」機能で設定します。通
知対象のイベントは、「シン・プロビジョニングプールの使用割合遷移」です。詳細は、
『ETERNUS Web GUIユーザーズガイド』を参照してください。

*4： NAS用ボリュームは未サポートです。
ETERNUS DX200 S3で重複排除／圧縮機能を使用するには、機能拡張メモリを搭載する必要があり
ます。

●重複排除／圧縮機能使用時の性能
ETERNUS DXではサーバからの I/Oと同期してデータの重複排除／圧縮を行います。
• ランダムアクセスが行われる環境での利用を推奨します。Deduplication/Compression ボ
リュームは、追記型の書き込みを行うため、データが不連続に格納されます。

• I/O レスポンスは、重複排除／圧縮機能を無効にしている場合に比べて、大幅に低下することがあり
ます。

• I/O サイズが 32KB 以下で発行される環境での利用を推奨します。重複排除／圧縮は 4KB 単位で
実施するため、I/O サイズが大きな環境では性能に影響があります。

• I/O サイズおよび I/O アドレスの境界が 4KB ではない場合、ETERNUS DX 内部で 4KB に満たな
い部分を読み込むため、性能に影響があります。

• 重複排除／圧縮対象ボリューム（Deduplication/Compression ボリューム）に対し I/O を行う
と、CPU使用率が増加します。重複排除／圧縮非対象ボリュームの性能にも影響を及ぼすことがあ
ります。

 

• 重複排除／圧縮機能を有効にすると、性能が低下する場合があります。以下のボリュームには、
重複排除／圧縮機能の使用は推奨しません。
- 性能を重視するデータを格納するボリューム
- SSD以外のドライブを使用しているボリューム

• バッチ系処理（シーケンシャルアクセス）では、ドライブに対するアクセスが離散したり、大量
の参照／更新が発生したりするため、性能が大幅に劣化します。シーケンシャルアクセスが行わ
れる環境では、重複排除／圧縮機能の使用は推奨しません。

• 動画データなどの重複または圧縮が見込めないデータを格納するボリュームを重複排除／圧縮対
象ボリュームにすると、重複排除／圧縮機能は性能面および容量面でデメリットになります。重
複排除のみ、または圧縮のみ機能を有効にして使用してください。 

●設定方法
• 重複排除／圧縮機能の有効化

ETERNUS Web GUIまたは ETERNUS CLIから TPPの重複排除／圧縮機能を有効にします。重
複排除／圧縮機能の有効だけでなく、重複排除機能のみを有効、または圧縮機能のみを有効にするこ
とも可能です。重複排除／圧縮機能を有効にした TPPごとに、内部ボリューム（DEDUP_SYSボ
リュームおよび DEDUP_MAP ボリューム）が作成されます。詳細は、「●  Deduplication/
Compressionシステムボリューム」(122ページ)を参照してください。
重複排除／圧縮機能の有効化は、以下のいずれかの方法で行います。
表 3.2 重複排除／圧縮機能の有効化方法

TPPの状態 チャンクサイズ（*1） 作成方法

新規に TPPを作成 21MB AUTOモードを選択して、重複排除
／圧縮機能のオプションを指定し、重
複排除／圧縮機能を有効にする（*2）
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TPPの状態 チャンクサイズ（*1） 作成方法

コントローラーファームウェア版数
が V10L70未満で作成した TPP

21MB TPPを選択し、重複排除／圧縮機能
を有効にする（*3）

コントローラーファームウェア版数
が V10L70以上で作成した TPP
（TPP作成時に Dedup Ready 設定
あり）

21MB TPPを選択し、重複排除／圧縮機能
を有効にする（*3）（*4）

コントローラーファームウェア版数
が V10L70以上で作成した TPP
（TPP作成時に Dedup Ready 設定
なし）

21MB TPPを選択し、重複排除／圧縮機能
を有効にする（*3）（*4）

21MB以外 重複排除／圧縮を有効にすることは
不可（*5）

*1： チャンクサイズの値は、TPPの詳細表示で確認できます。
*2： 本設定は、TPP作成を AUTOモードで行った場合のみ実行可能です。重複排除／圧縮処理の

負荷分散を考慮して、こちらの作成方法を推奨します。TPPが 1RAIDグループでしか作成で
きないような構成の場合、重複排除／圧縮機能を有効にできません。

*3： TPPが 1RAIDグループの構成の場合でも、重複排除／圧縮機能を有効にすることが可能で
す。ただし、1RAIDグループの構成の場合、重複排除／圧縮処理の負荷を効率的に分散され
ません。2RAIDグループ以上の構成で重複排除／圧縮機能を有効にすることを推奨します。

*4： チャンクサイズが 21MBの TPPを作成するには、TPP作成時に Dedup Readyオプション
を指定してください。

*5： TPPのチャンクサイズが 21MB以外の場合は実行できません。
• 重複排除／圧縮機能の設定方法
重複排除／圧縮対象にできる Deduplication/Compressionボリュームの最大論理容量には制限
があります。詳細は、表 3.1を参照してください。制限容量を超える見込みがある場合は、1つ目の
Deduplication/Compressionボリュームを作成する前に Deduplication/Compressionボ
リュームの総論理容量に応じて DEDUP_SYSボリュームの論理容量を拡張することを推奨します。
重複排除／圧縮機能を有効にした TPP を選択し、TPP 内に Deduplication/Compression ボ
リューム（TPV）を作成します。
TPPで重複排除／圧縮機能を有効または無効にする際に、装置に対して I/O 負荷がある状態では、
設定に時間がかかる場合があります。I/O 負荷がある場合は、1 TPP ずつ重複排除／圧縮機能の設定
を変更することを推奨します。
TPV ごとに重複排除／圧縮機能を有効にするかどうかを指定します。1 つの TPP 内に重複排除／
圧縮機能が有効の TPV（Deduplication/Compression ボリューム）と無効の TPV を混在できま
す。ただし、混在時は TPP を分けることを推奨します。
重複排除は、同一 TPP 内の Deduplication/Compression ボリュームに対して行います。異なる
TPP 内のデータに対して、重複排除は行いません。また、同一 TPP 内であっても、重複排除が行わ
れない場合があります。
既存のボリュームに対して重複排除／圧縮機能を有効にしたい場合は、RAID マイグレーション機能
を使用します。

「Deduplication」および「Compression」の選択状態によって作成されるボリューム、およびボ
リュームを作成可能な作成先 TPPの Deduplication/Compression設定は異なります。
• 作成されるボリューム
表 3.3 「Deduplication」および「Compression」の選択状態によって作成されるボリューム

選択条件
作成されるボリューム

Deduplication Compression

有効にする 有効にする Deduplicationおよび Compressionの両方が有効な
Deduplication/Compressionボリューム
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選択条件
作成されるボリューム

Deduplication Compression

有効にする 無効にする Deduplicationだけが有効な Deduplication/
Compressionボリューム

無効にする 有効にする Compressionだけが有効な Deduplication/
Compressionボリューム

無効にする 無効にする Deduplicationおよび Compressionが両方とも無効
な SAN用 TPV

• ボリュームを作成可能な作成先 TPPの Deduplication/Compression設定
表 3.4 「Deduplication」および「Compression」の選択状態によってボリュームを作成可能な作成先
TPPの Deduplication/Compression設定

選択条件 作成先 TPPの Deduplication/Compression設定

Deduplication Compression Deduplication
だけ有効

Compression
だけ有効

Deduplication
および
Compression
の両方が有効

Deduplication
および
Compression
の両方が無効

有効にする 有効にする ´ ´ ¡ ´

有効にする 無効にする ¡ ´ ´ ´

無効にする 有効にする ´ ¡ ´ ´

無効にする 無効にする ¡ ¡ ¡ ¡

¡：作成可能
´：作成不可

 

重複排除／圧縮機能を有効にした TPPは、重複排除／圧縮、重複排除のみ、圧縮のみのいずれかの
属性を持ちます。Deduplication/Compression ボリュームは、ボリュームが作成された TPPの
属性に準じます。なお、それぞれの TPPに重複排除／圧縮機能が無効の TPVを混在できます。 

● Deduplication/Compressionシステムボリューム

重複排除／圧縮機能を有効にした TPPごとに、以下の内部ボリュームが作成されます。
• DEDUP_SYS（1個）
• DEDUP_MAP（2個）

DEDUP_MAPボリュームは、TPP内の RAIDグループが 1つだけの場合は 1個作成されます。
DEDUP_SYSボリュームおよび DEDUP_MAPボリュームは、最大プール容量の範囲内で作成され
るため、TPPの重複排除／圧縮機能を有効にする前に残りの領域が不足していないか確認してくださ
い。
DEDUP_SYS ボリュームに重複排除／圧縮後のデータが格納されるため、TPP の使用率や
DEDUP_SYS ボリュームの使用率が 100%になる前に、TPP の RAID グループ追加または
DEDUP_SYSボリュームの容量拡張を実施してください。
DEDUP_SYSボリュームは、128TBを超える容量拡張はできません。DEDUP_SYSボリュームの容
量が 128TBを超えそうな場合は、RAIDマイグレーション機能を使用して TPP内の重複排除／圧縮
対象ボリューム（Deduplication/Compressionボリューム）を、重複排除／圧縮非対象ボリューム
（TPV）または別の TPPに移動してください。
重複排除／圧縮後のデータとは別に、DEDUP_SYSボリュームおよび DEDUP_MAPボリュームに
制御情報が書き込まれます。制御情報として使用される物理容量は、最大 4GBの固定容量とサーバか
らの書き込み容量に応じた可変容量（1～15%）の合計です。
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● Deduplication/Compressionボリューム

Deduplication/Compressionボリュームは、追記型の書き込みを行うため、一時的に書き込んだ論
理容量以上に物理容量が大きくなることがあります。I/O負荷が高い場合、物理容量が枯渇するおそれ
があります。物理容量は、定期的に監視したり SNMP通知を有効にする運用を推奨します。
また、通常の TPV と同様に、サーバから使用されていない領域に物理割り当てがされている場合、
サーバから認識される使用済み領域と、実際の物理割り当て済み領域とで、大きさが異なることがあ
ります。
この場合、以下のどちらかの領域解放操作を実施してください。
• コントローラーファームウェア版数が V10L82 以上の場合、サーバから領域解放コマンド
（UNMAP）を発行して使用していない領域を解放する。
事前にホストレスポンス設定を使用して、Deduplication/Compressionボリュームの領域解放機
能（UNMAP）を有効にする必要があります。設定の詳細は、『構築ガイド（サーバ接続編）』を参
照してください。
UNMAPの発行方法については、各サーバ／OS のマニュアルを参照してください。

• 使用していない領域に 0データを書き込んだあと、DEDUP_SYSボリュームおよび DEDUP_MAP
ボリュームの両方に対して、「TPV / FTV容量最適化」を実施する。
詳細は、「2.3.1.3 TPV / FTV容量最適化」(50ページ)を参照してください。

 

• 重複排除／圧縮機能を使用する場合、ETERNUS DXのコントローラーファームウェア版数を
V10L88-8000以上にする必要があります。

• 領域解放コマンド（UNMAP）の発行または容量最適化のあと、領域解放処理が順次動作するた
め、実際に物理割り当て済み領域が解放されるまでに時間がかかる場合があります。

• 装置状態や I/O負荷、解放された領域のデータが重複データかどうかなどの要因により、領域解
放操作を行っても物理割り当て済み領域が完全には解放されない場合があります。

• コントローラーの故障時、ファームウェアのアップデート中、または停電時に、一時的に重複排
除率が低下することがあります。

• TPP を構成する RAID グループに異常、DEDUP_SYS ボリュームまたは DEDUP_MAP ボ
リュームに不良セクタが発生すると、TPP 内のすべての Deduplication/Compression ボ
リュームのデータが削除されるおそれがあります。 
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●機能詳細
図 3.4 重複排除／圧縮の機能詳細
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重複排除／圧縮対象ボリューム（Deduplication/Compressionボリューム）に対しアドバンス
ト・コピーを利用する場合は、以下に留意してください。
• EC / OPCの速度設定により、CPU使用率が上昇する場合があります。I/O性能の低下に注意し
てください。

• 重複排除／圧縮非対象ボリューム（TPV）の場合と比較して、コピー性能が大幅に低下すること
があります。

• 筐体間コピーを使用する場合、コピー先には重複排除／圧縮されていないデータが送信されます。
また、リモート回線の回線帯域を使いきれない場合があります。 
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● Deduplication/Compressionボリュームの操作

重複排除／圧縮に関連するボリュームの操作対象機能を以下の表に示します。
表 3.5 Deduplication/Compressionボリューム操作対象機能

アクション Deduplication/
Compressionボリューム DEDUP_SYSボリューム DEDUP_MAPボリューム

作成 ¡ ´（*1） ´（*1）

削除 ¡ ´（*2） ´（*2）

名前変更 ¡ ´ ´

フォーマット ¡ ¡ ´（*3）

エコモード ´ ´ ´

TPV容量拡張 ¡ ¡ ´

RAIDマイグレーション ¡ ´ ´

平準化 ´ ´ ´

TPV / FTV容量最適化 ´ ¡ ¡

閾値設定 ´ ´ ´

ボリューム暗号化（*4） ¡ ´（*1） ´（*1）

アドバンスト・コピー機能
（ローカルコピー）

¡ ´ ´

アドバンスト・コピー機能
（リモートコピー）

¡ ´ ´

コピー動作保護 ¡ ´ ´

リザベーション解除 ¡ ´ ´

性能情報取得 ¡ ´ ´

キャッシュパラメーター設
定

´ ¡ ¡

リビルド中の LUN 作成 ¡ ´（*1） ´（*1）

LUNマッピング ¡ ´ ´

QoS ¡ ´ ´

ODXバッファーボリュー
ム作成

´ ´ ´

ストレージマイグレーショ
ン

¡ ´ ´

無停止ストレージマイグ
レーション

¡ ´ ´

Storage Cluster ¡ ´ ´

Extreme Cache Pool ´ ¡ ¡

*1： TPPで重複排除／圧縮機能を有効にしたときに、自動的に作成されます。
*2： TPPで重複排除／圧縮機能を無効にしたときに、自動的に削除されます。
*3： DEDUP_SYSボリュームをフォーマットすると、DEDUP_MAPボリュームもフォーマットさ

れます。
*4： 暗号化は、暗号化されたプール内にボリュームを作成するか、または暗号化プールへマイグレー

ションすることによって変換が可能です。
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3.2 ホスト接続性の向上

3.2.1 ホストアフィニティ
ホストアフィニティ機能は、不用意な ETERNUS DXへのアクセスによるデータ破壊を未然に防止す
る機能です。ボリュームにアクセスできるサーバを定義し、複数サーバ接続時のセキュリティを保証
することができます。
図 3.5 ホストアフィニティ
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ホストアフィニティは、「ホストグループ」、「CAポートグループ」、および「LUNグループ」間を関
連付けることによって設定します。
図 3.6 ホストグループ、CAポートグループ、LUNグループの関連付け
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ホストグループおよび CAポートグループを作成せずに、ホストおよび CAポートを直接指定してホ
ストアフィニティを設定することもできます。

●ホストグループ
ホストインターフェースタイプが同一であり、同じ LUNグループをアクセスするホストをグループ化
したものです。複数のホストのHBA も 1 つのホストグループに設定できます。

● CAポートグループ

CAタイプが同一であり、指定したホストグループと接続されるポートをグループ化したものです。
サーバとマルチパス接続するポートや、クラスタを構成するサーバを接続するポートなど、同じ LUN
グループをアクセスするポートを、1つの CAポートグループに設定します。1つの CAポートグルー
プは、複数のホストグループと関連付けることができます。

● LUNグループ

ホストが認識できる LUNをグループ化したもので、同じホストグループと CAポートグループからア
クセスされます。
LUNグループは、LUNとボリュームをマッピングしたものです。

 

• すでに設定済みのホストアフィニティの設定を変更・削除する場合は、関連するホストアクセス
を停止する必要があります。ホストアフィニティの設定に新規に LUNを追加する場合には、ホス
トアクセスを停止する必要はありません。

• サーバを二重化してクラスタ構成で接続し、ETERNUS DXを複数のサーバで共有する場合は、
クラスタ制御用ソフトウェアが必要となります。 
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3.2.2 iSCSIセキュリティ
iSCSIインターフェースを使用する場合、イニシエーターがターゲットにアクセスするときに iSCSI
認証機能を利用できます。iSCSI認証は、ホスト接続またはリモートコピー時に使用可能な機能です。
iSCSI接続時の認証として、Challenge Handshake Authentication Protocol（CHAP）をサポー
トしています。CHAP認証では、不正アクセスを防ぐためのターゲットによるイニシエーターの認証
のみを行う単方向 CHAPと、さらに、なりすましなどを防ぐためのイニシエーターによるターゲット
の認証も行う双方向 CHAPを選択できます。
また、iSCSI Name解決として Internet Storage Name Service（iSNS）もサポートしています。

3.3 安定稼働

3.3.1 Quality of Service（QoS）

● QoS

接続される各サーバの性能制限を設定することで、優先度の高いサーバに対する性能を維持します。
ストレージ統合環境において、一方のアプリケーションから高い負荷がかかると、その他の処理を行
うためのリソースを十分に確保できず、性能が低下してしまう場合があります。
QoS機能を使用し、優先度の低いアプリケーションの処理リソースを制限することで、優先度の高い
アプリケーションに対して処理リソースを優先的に確保し性能を維持します。
ホスト、CAポート、LUNグループ、ボリュームに対して帯域制限（性能の上限値）を、16段階の優
先度レベルで設定します。帯域制限の性能設定パターンは、ETERNUS CLIから個別に変更できます。
また、ETERNUS CLIから時間帯を設定することで、スケジュール運用が可能です（ホスト、CAポー
ト、LUNグループに対して帯域制限する場合）。
ETERNUS SF Storage Cruiserと連携すると、性能設計やチューニングが自動的に実施され、QoS
機能適用にあたってのシステム管理者の運用工数を大幅に削減できます。
図 3.7 QoS
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● REC帯域制限（Remote Copy QoS）

リモートコピー使用時に、コピー経路ごとに帯域の上限値を設定することができます。
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万一、特定のパスが故障しても、ほかの経路に負荷を集中させることなく、回線の帯域を一定に保つ
ことができます。
Mbit/s単位で、帯域制限値を指定できます。
図 3.8 コピー経路の帯域制限
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3.3.2 ホストレスポンス
ホスト応答に関する設定情報を接続サーバごとに切り替えることで、ETERNUS DXからの応答を最
適なものに変更できます。
サーバのOSおよび使用するドライバなどの接続環境によって、サポート機能、LUNアドレッシン
グ、コマンド応答方法などのサーバ要件が異なるため、接続環境に適した動作モードを指定し、
ETERNUS DX内でサーバに応答するホストレスポンスを変換する機能をサポートしています。
ホストレスポンス設定は、サーバまたはサーバが接続するポートに対して指定できます。設定の詳細
は、『構築ガイド（サーバ接続編）』を参照してください。
図 3.9 ホストレスポンス
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• ホストレスポンス設定が正しく設定されていないと、ボリュームが認識できない場合や、期待さ
れた性能が出ない場合があります。必ず適切なホストレスポンス設定を選択してください。

• ホストレスポンス設定の「LUNアドレッシング」および「LUN数拡張モード（Peripheral Device
Addressing）」によって、ホストから参照可能な LUN数が異なります。 
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3.3.3 Storage Cluster
Storage Clusterは、2台の ETERNUS DX/AFを二重化構成で接続し、Primaryストレージがダウ
ンした場合でも、Secondaryストレージに運用を切り替えて業務の継続を可能にする機能です。重度
の故障や予期せぬトラブルによって装置が異常状態に陥った場合に、サーバからのアクセスを無停止
で業務を継続できます。
業務サーバからアクセスしているボリュームは、ETERNUS DX/AFの切り替え前後で同じドライブお
よびマウントポイントとしてアクセスできます。切り替え後も業務からは透過的なアクセスが可能で
す。また、ボリュームの再割り当てやマウントポイントの切り替えなどの作業は必要ありません。
Storage Clusterの対象は論理ボリューム単位で設定します。対象ボリュームは、筐体間ミラーでペ
ア関係が構成されます。
運用中にフェイルオーバが発生すると、Primary ストレージの CA ポートがリンクダウンし、
Secondaryストレージが情報を引き継ぎ CAポートをリンクアップします。自動切り替えには最大
10秒の時間が必要ですが、サーバのリトライ I/Oで業務継続が可能です。
Storage Clusterは、ETERNUS DX200 S4/DX200 S3で利用できます。
Storage Clusterを使用するには、ETERNUS SF Storage Cruiser Storage Clusterオプションが
必要です。
図 3.10 Storage Cluster

CA

Secondary

CA

Primary

SAN

I/O

Storage Cluster

LAN

ETERNUS DX/AF ETERNUS DX/AF

第 3章 SAN機能
3.3 安定稼働
 

131
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



Storage Clusterの設定では、対象となるボリューム（TFOV）をまとめたグループ（TFOグルー
プ）を作成し、グループごとに接続構成やポリシーなどの情報を指定します。
TFOVは、Primaryストレージと Secondaryストレージでペア関係が作成され、筐体間ミラーに
よって同一の状態を保ちます。筐体間ミラーには同期型のリモートコピー技術を利用しているため、
Storage Cluster固有の設定以外に、コピー経路などの設定も必要となります。
図 3.11 TFOV、TFOグループ、CAポートペアの対応付け
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• TFOV
Transparent Failover Volume（TFOV）は、Storage Clusterの設定が行われたボリュームで
す。フェイルオーバ時にもサーバからアクセスが可能となります。

• TFOグループ
Transparent Failover（TFO）グループとは、1台の装置上でのフェイルオーバの動作単位であり、
そのグループごとに Storage Clusterのフェイルオーバが行われます。
TFOグループには、業務サーバからアクセスできる状態を示す「Active」と、業務サーバからアク
セスできない状態を示す「Standby」があります。

• CAポートペア
Storage Cluster機能は、FCの場合はWWPN / WWNNを、iSCSIの場合は IPアドレスと iSCSI
ネームを、2台の ETERNUS DX/AFの CAポートで共有して、各 CAポートの Link状態を制御す
ることでフェイルオーバを実現します。
このWWPN / WWNN または IP アドレス／iSCSI ネームを共有した CA ポートの 1 組を CA
ポートペアと呼びます。

 

iSCSI を使用し、CA ポートペアの IP アドレスを別にする場合は、Primary ストレージと
Secondaryストレージでパスを認識させるため、一度手動でフェイルオーバおよびフェイルバッ
クを行う必要があります。 
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Storage Clusterの機能仕様を以下の表に示します。
表 3.6 Storage Cluster機能仕様

項目 仕様

接続筐体数 1

業務サーバ接続 スイッチ接続のみ
コピー経路（筐体間接続） 直接接続、遠隔接続
最大設定可能容量（装置あたり）（*1） 2,048TB

最大 TFOグループ数（装置あたり） 32

フェイルオーバ 自動 ¡

手動 ¡

フェイルバック 自動 ¡

手動 ¡

自動フェイルオーバ契機 装置故障 ¡

停電／シャットダウン ¡

RAID故障／RAID閉塞 ¡

CAポートリンクダウン ¡

Storage Cluster コンティニュアスコピー（*2） ¡

¡：可能　´：不可能

*1： TFOV総容量の拡張設定を行うことにより、装置あたりで使用可能な TFOV総容量が拡張され
ます。装置搭載メモリが不足している場合、拡張設定を行うことができません。
TFOV総容量の拡張設定については、『ETERNUS CLI ユーザーズガイド』を参照してくださ
い。

*2： Storage Clusterコンティニュアスコピーは、Primaryストレージと Secondaryストレージ
で同時にコピーを行うことで、両ストレージで整合性のとれた状態にする ETERNUS DX/AF
の機能です。TFOVから TFOVへのアドバンスト・コピーが動作することで実現します。
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• Primaryストレージと Secondaryストレージは、同じ ETERNUS DX S4/S3 シリーズ（*1）の
ストレージシステムであることが必要です。異なる ETERNUS AF/DXシリーズのストレージシ
ステム間で Storage Clusterを使用する場合は、担当営業にお問い合わせください。

• Primaryストレージの故障や RAID故障が発生して、Primaryストレージから Secondaryスト
レージへ切り替わる間（最大で 10秒間）、Primaryストレージおよび Secondaryストレージに
はアクセスできません。そのため、業務アプリケーションでは最大 10秒間 I/Oの応答がないこと
を許容できる必要があります。

• Storage Clusterでは通常運用時、Primaryストレージと Secondaryストレージ間でデータの
ミラーリングを行います。サーバから PrimaryストレージへWriteが行われると、Secondary
ストレージへデータを転送し、転送完了後にサーバへWriteの完了応答を返します。そのため、
Storage Clusterを導入した場合、導入していない環境と比較してWrite時のレスポンスが劣化
します。

• TFOVからのアドバンスト・コピーは、OPC / QuickOPCを使用することを推奨します。
• iSCSI構成を利用した環境では、フェイルオーバおよびフェイルバックに要するストレージの切
り替え時間に約 30～120秒かかります。サーバの I/Oの再起動が必要な場合があります。

• 業務サーバ接続インターフェースは FCおよび iSCSI（混在不可）で、接続形態はスイッチ接続を
サポートします。

• Storage Clusterの動作確認済みの環境（OS、HBA、マルチパスドライバ、クラスタソフトウェ
ア）については、『サポート組み合わせ表』を参照してください。

*1 ： ETERNUS DX S4/S3シリーズとは、ETERNUS AF S2 series, ETERNUS AF series,
ETERNUS DX S4 series, ETERNUS DX S3 series, または ETERNUS DX8000 S3
seriesのことです。 
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3.4 データ移行

 

データ移行後の装置は、データ移行前の装置と同じ種類および速度のホストインターフェースを選
択してください。
ホストインターフェースを変更する場合は、移行後の装置で業務影響が出ないよう事前検証の実施
をお勧めします。
例えば、FC接続の装置からほかのホストインターフェースで接続する装置に移行する場合、I/Oレ
スポンスが大きくなり性能劣化に見えることがあるので注意してください。 

3.4.1 ストレージマイグレーション
ストレージマイグレーションは、ストレージ装置のリプレースなどで、ホストを使用することなく、
旧ストレージ装置内のボリュームデータを新ストレージ装置内のボリュームに移行させる機能です。
移行元ストレージ装置と移行先ストレージ装置である ETERNUS DXを FCケーブルで接続し、移行
元の移行対象ボリュームからデータを読み出し、ETERNUS DX内の移行先ボリュームへ書き出しま
す。
ストレージマイグレーションの制御は ETERNUS DXのコントローラーが行うため、追加のソフト
ウェアを必要としません。
接続インターフェースは FCで、接続形態は直接接続およびスイッチ接続をサポートします。
オンライン方式のストレージマイグレーションおよびオフライン方式のストレージマイグレーション
をサポートしています。
• オフライン方式
データ移行中はサーバを停止します。移行先ボリュームへのデータ移行完了後、ホストアクセスが可
能になります。そのため、ホストアクセスの影響を受けず、移行時間の短縮が可能です。データ移行
を速やかに行いたい場合に適しています。

• オンライン方式
移行先ボリュームへのデータ移行開始後、ホストアクセスが可能になります。データを移行しながら
業務を行えます。そのため、業務停止時間の短縮が可能です。データ移行中にホストアクセスを行い
たい場合に適しています。
図 3.12 ストレージマイグレーション

FC

ETERNUS DX
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ストレージマイグレーションでは、ボリューム全体をブロックレベルで移行します。データ移行の起
動は、ETERNUS Web GUIから移行情報を所定のフォーマットで記述したテキストファイルを指定
して行います。移行元装置から移行先装置間の経路を移行経路と呼び、移行経路あたり最大 512のボ
リュームを移行できます。
移行元装置数は最大 16まで、移行経路数は移行元装置あたり最大 8まで指定できます。
移行先の領域は、移行元のボリュームより大きい容量のボリュームを指定してください。

 

• オンラインストレージマイグレーションの場合は、移行先ボリュームと移行元ボリュームの容量
が同じになるように指定してください。

• オフラインストレージマイグレーションの場合、移行中は移行元ボリュームおよび移行先ボ
リュームのサーバアクセスを停止してください。
オンラインストレージマイグレーションの場合、移行作業を開始する前に、移行元ボリュームお
よび移行先ボリュームのサーバアクセスを停止してください。また、移行中は移行元ボリューム
へのサーバアクセスは行わないでください。

• 以下のボリュームの場合、実行中の処理（コピーセッションの削除）が完了したあとで、手動で
のオンラインストレージマイグレーションの再開が可能です。
- TPV / FTV容量最適化中
- Flexible Tierマイグレーション中
- アドバンスト・コピーセッションが存在する

• 移行先装置の FCポートは、ポートモードを「Initiator」に切り替え、詳細情報（ポートパラメー
ター）を設定しておく必要があります。

• ストレージマイグレーション完了後は、必ず移行経路を削除してください。 
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3.5 無停止ストレージマイグレーション

無停止ストレージマイグレーションは、ストレージ装置のリプレースなどで、業務サーバを停止させ
ることなく旧ストレージ装置内のボリュームデータを新ストレージ装置内のボリュームに移行させる
機能です。
移行元ストレージ装置（外部ストレージ）と移行先ストレージ装置（ローカルストレージ）との接続
インターフェースは FCケーブルのみで、接続形態は直接接続およびスイッチ接続をサポートします。
図 3.13 無停止ストレージマイグレーション

FC

表 3.7 ローカルストレージと外部ストレージ間のパスおよびボリューム仕様

項目 数量

ローカルストレージと外部ストレージ間の最大マルチパス数（外部ス
トレージあたり）

8パス

ローカルストレージから接続可能な外部ストレージの最大ポート数
（FC-Initiatorポートあたり）

32ポート

ローカルストレージに取り込み可能な最大移行対象ボリューム数（*1） 2,048個（DX100 S4/DX100 S3）
4,096個（DX200 S4/DX200 S3）

ローカルストレージに同時に取り込み可能な外部ストレージ内の移行
対象ボリューム

512個

*1： ローカルストレージに取り込んだ移行対象ボリューム数は、ローカルストレージ内のボリュー
ム数に含まれます。

外部ストレージとローカルストレージである ETERNUS DXを FCケーブルで接続します。接続後、
ローカルストレージと業務サーバ間のマルチパス接続を増設し、データ移行の準備を開始します。
外部ストレージと業務サーバ間のマルチパス接続を減設後、RAIDマイグレーションを使用して外部ス
トレージの移行対象ボリュームからデータを読み出し、ローカルストレージの移行先ボリュームへ書
き出します。
データ移行中は、移行元ボリュームで一元管理することによりデータの整合性を保証します。
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• 外部ストレージと接続可能なポートは FCのみです（FC-Initiatorモードで接続）。
• 本機能を使用するためには、無停止ストレージマイグレーションライセンスの登録が必要です。
ライセンスについては、担当営業にお問い合わせください。

• データ移行は外部ストレージからローカルストレージへの移行のみをサポートします。
ローカルストレージのデータを外部ストレージに移行したり、外部ストレージのデータを別の外
部ストレージへ移行したりすることはサポートしません。

• 移行完了してもローカルストレージのボリュームは外部ボリュームと同等の情報を応答します。
• 外部ボリュームにコピー動作保護、キャッシュパラメーター、およびボリュームQoSを設定しな
いでください。

• 外部ボリュームで使用できる機能は、削除、名前変更、および RAIDマイグレーションです。デー
タ移行が正常に完了するまで、そのほかの機能は使用できません。

• ローカルストレージの移行先ボリュームは、移行完了後も Storage Clusterを使用することはで
きません。

• 無停止ストレージマイグレーション完了後は、必ず無停止ストレージマイグレーションライセン
スを削除してください。 
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3.6 サーバ連携機能

3.6.1 Oracle VM連携
サーバ環境の仮想化ソフトウェア Oracle VM のユーザーインターフェースである Oracle VM
Managerを利用して、ETERNUS DXをプロビジョニングできます。
この機能を利用するには、ETERNUS Oracle VM Storage Connect Plug-inが必要となります。
Oracle VM Storage Connectフレームワークを使用し、Oracle VM Managerから、Oracle VM
環境内の ETERNUS DXのリソースと機能を直接利用できます。LUNの作成、削除、拡張、およびス
ナップショットなどのネイティブストレージサービスをサポートしています。
図 3.14 Oracle VM連携
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スナップショット機能を利用する場合、アドバンスト・コピーライセンスが必要です。
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3.6.2 VMware連携
プラットフォームの仮想化を実現する VMware vSphere、および VMware vSphereの統合管理を
サポートする VMware vCenter Serverと連携し、ETERNUS DXのリソースの有効活用、システ
ム性能の向上を実現します。
また、VMware vSphere 6でサポートされている Virtual Volumesをサポートしており、システム
を効率的に運用できます。
図 3.15 VMware連携

vSphere Client
ETERNUS

SAN

vCenterPC

VAAI 

VASA 

Full Copy XCOPY

VAAI

LAN

ETERNUS VASA Provider

ETERNUS SF Storage 
Cruiser

ETERNUS vCenter Plug-in

VMware vCenter ServerVMware Web Client

VMware

App

OS

App

OS

App

OS

Profile-Driven Storage
Storage DRS

Block Zeroing
Hardware Assisted Locking

ETERNUS DX

： 連携ソフトウェア

： ETERNUS DX用ソフトウェア（設定ツール）

第 3章 SAN機能
3.6 サーバ連携機能
 

140
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



■ VMware VASA
vStorage API for Storage Awareness（VASA）は、vCenter Serverがストレージ装置と連携し
装置情報を取得するための APIです。VASAにより VMwareでのストレージの仮想インフラ統合
や、Distributed Resource Scheduling（DRS）機能、トラブルシューティングの効率化を図れま
す。
VASA機能を利用するには、ETERNUS VASA Providerが必要となります。
ETERNUS VASA Providerは、ETERNUS SF Storage Cruiserの機能を利用して ETERNUS DX
の情報を取得し、監視します。
• Profile-Driven Storage

Profile-Driven Storage機能は、ボリュームをサービスレベルに応じて分類し、仮想マシンを最適
なボリュームに配置します。

• Distributed Resource Scheduler（Storage DRS）
Storage DRS機能は、アクセス量に応じて最適なストレージへ仮想マシンの元データを移動しま
す。Storage DRSによって物理サーバ間で負荷が平準化するため、仮想マシンごとに性能管理を行
う必要がありません。

■ VMware VAAI
vStorage APIs for Array Integration（VAAI）は、ストレージ装置のリソースを活用することによ
り、システム性能と拡張性を向上させる APIです。
ETERNUS DXでは以下の機能をサポートしています。
• Full Copy（XCOPY）
仮想マシンの複製や移行などでデータをコピーするときに、サーバを経由せず ETERNUS DX内で
コピー処理を実行できます。Full Copy（XCOPY）により、サーバの負荷を軽減し、システム性能
の向上を実現します。

• Block Zeroing
新しい仮想マシンの作成などでストレージ領域を割り当てる際、初期化処理としてストレージ領域を
ゼロデータで埋める必要があります。従来、サーバで実施していたこの処理を、代わりに ETERNUS
DX側で実行することで、サーバの負荷を軽減するとともに、仮想マシンの動的な容量割り当て（プ
ロビジョニング）を高速化します。

• Hardware Assisted Locking
特定のストレージ領域の排他制御において、ETERNUS DXが保有する、より小さなブロック単位
の制御機能が利用可能となります。
VMware vSphereに実装された LUN（論理ボリューム）単位の制御と比較して、ブロック単位で
のアクセス制御が可能になり、排他制御でアクセス制限するストレージ領域を極小化し、仮想マシン
の運用効率を向上させます。

■ VMware vCenter Server
• vCenter連携

VMware Web Client のユーザーインターフェースを拡張し、ETERNUS DX の様々な情報を
vSphere Web Client上に表示できます。ストレージサイドの情報がより可視化されるため、仮想
環境のインフラを統合的に管理することができ、利便性が向上します。
この機能を利用するには、ETERNUS vCenter Plug-inが必要となります。
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3.6.2.1 VMware VVOL
ETERNUS DXは、VMware vSphere固有の論理ボリュームである Virtual Volumes（VVOL）に
対応しています。
VVOLを使用すると、vSphere Clientからの VM操作時に、ETERNUS DXで自動的に VVOL作
成・コピーが実行されます。そのため、ストレージ側で論理ボリュームやバックアップの設定を行う
必要がなくなり、運用を簡略化できます。

■ 運用形態
VVOLの設定および管理は ETERNUS SF Storage Cruiserから行います。また、ストレージ管理
サーバに vSphereと ETERNUS DXを連携させるためのソフトウェア ETERNUS VASA Provider
が必要です。ETERNUS VASA Providerの詳細は、「3.6.2 VMware連携」(140ページ)を参照して
ください。
図 3.16 VVOL（運用形態）
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■ システム構成
vSphereは Protocol Endpoint（PE）を通じて VVOLにアクセスします。サーバからは、PEが論
理ボリュームとして認識されます。VVOLはストレージコンテナと呼ばれるプールに作成されます。
ストレージコンテナと VVOLは、ETERNUS DXの FTRP / FTVに相当します。
図 3.17 VVOL（システム構成）
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PEは、複数の VVOLを統合的に管理するための制御用ボリュームです。

●ストレージコンテナ（VVOLデータストア）

ストレージコンテナは、VVOLを作成するためのプールです。ETERNUS DXでは FTRPをストレー
ジコンテナとして使用します。装置内に複数のストレージコンテナを作成できます。

● VVOL

VVOLは FTRPに作成される論理ボリュームです。ストレージコンテナ内に複数の VVOLを作成で
きます。
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● VVOLの最大容量

装置に設定したシン・プロビジョニングの最大プール容量のうち、VVOL として使用可能な最大容量
を以下に示します。
表 3.8 VVOL最大容量

項目 ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200
S3

TPP最大容量（参考） 2,048TB

VVOL最大容量 256TB

● VVOL管理情報

VVOLには VVOL管理情報（メタデータ）と呼ばれる付加情報が必要です。VVOL管理情報は、
ETERNUS SF Storage Cruiserが保持するマスタ情報と常に同期されており、ETERNUS DXのス
トレージコンテナ内の専用 FTVに保存されます。専用 FTVは、VVOLを作成したときに同じスト
レージコンテナ内に自動的に作成されます。
表 3.9 VVOL管理情報の仕様

項目 内容

ボリューム名（固定） $VVOL_META

ボリューム種別 FTV

用途 システム
用途詳細 VVOL管理情報
容量 1,040MB

ボリューム数（装置あたり） 1
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• VVOL使用時は、LUN#224～LUN#255（サーバ側に認識される LUN番号）は管理用に使用さ
れるため、Virtual Machine File System（VMFS）のボリュームおよび RDMディスクとして
使用できません。

• VVOLの設定変更は、ETERNUS SF Storage Cruiser から行ってください。VVOL機能の有効
化以外の操作は、ETERNUS Web GUIまたは ETERNUS CLIから設定を変更しないでくださ
い。

• RAID グループの故障などで VVOL 管理情報専用 FTV のステータスが異常になった場合は、
RAIDグループを復旧させてから、ETERNUS CLIから VVOL管理情報専用 FTVの削除と再作
成、および ETERNUS SF Storage Cruiserからバックアップ（VVOL管理情報の同期）を実施
し、VVOL管理情報専用 FTVをリカバリーする必要があります。

• VVOL管理情報専用 FTVに対してボリュームフォーマットを実施した場合は、ETERNUS SF
Storage Cruiserからバックアップ（VVOL管理情報の同期）を実施し、VVOL管理情報専用
FTVをリカバリーする必要があります。

• FTRPを作成済みの状態で、装置のチャンクサイズの変更を伴うシン・プロビジョニングの最大
プール容量を変更した場合、ETERNUS SF Storage Cruiser から VVOL の設定を行う前に
ETERNUS CLIから set vvol-modeコマンドを実行して、VVOL機能を有効化してください。
チャンクサイズの詳細については、「2.3.1 シン・プロビジョニング」(44ページ)を参照してくだ
さい。

• ストレージコンテナに FTRPを複数登録する場合、チャンクサイズが異なる FTRPを同じスト
レージコンテナ内に混在させないでください。

• VMware vSphere Replicationを使用する場合、ETERNUS DXのコントローラーファーム
ウェア版数を V10L80以上にする必要があります。 
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3.6.3 Veeam Storage Integration
ETERNUS DXでは、Veeam Storage Integrationにより Veeam Softwareが提供する Veeam
Backup & Replicationと連携し、仮想環境（VMware）でのバックアップの操作性の向上と効率化
を実現します。
Veeam Storage Integrationは、ETERNUS DX100 S4/DX200 S4で使用できます。
図 3.18 Veeam Storage Integration
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• ETERNUS DXのコントローラーファームウェア版数を V10L86以上にする必要があります。
• アドバンスト・コピー機構の正規ライセンスが必要です。
• Veeam Storage Integrationライセンスの取得および ETERNUS DXへの登録が必要です。
• Veeam Storage Integrationでは、Backup Proxyサーバと ETERNUS DX間の接続ホスト
インターフェースとして FCおよび iSCSIが使用可能です。

• Backup Proxyと ETERNUS DXを FCで接続する場合、ETERNUS CLIを使用して Backup
Proxyのホストアフィニティを設定する必要があります。詳細は、『ETERNUS CLI ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

• 新規のホスト（ホストアフィニティが設定されていない）にリストアを実施する場合、事前にそ
のホストに対するホストアフィニティ設定を実施する必要があります。詳細は、『ETERNUS CLI
ユーザーズガイド』を参照してください。

• Veeam Backup & Replicationと連携するには、Veeam Backup Serverに FUJITSU Plug-
In for Veeam Backup & Replicationを追加する必要があります。

• 世代内に異なる倍率のスナップショットが存在している場合、最も古い世代から停止する必要が
あります。

• 以下のボリュームは、Veeam Backup & Replicationから管理できません。
- Storage Cluster機能で使用されている Secondaryストレージのボリューム
- Virtual Volume（VVOL）
- SnapOPC+を除くアドバンスト・コピーセッションで使用されているボリューム
- ETERNUS SF AdvancedCopy Managerから作成された SnapOPC+セッションで使用さ
れているボリューム

• Storage Cluster機能で使用されている Primaryストレージのボリュームは Veeam Backup
& Replicationで管理できますが、以下の留意事項があります。
- Storage Cluster機能のフェイルオーバが実施されると Veeam Backup & Replicationの
ジョブや操作が失敗することがあります。フェイルバック後に、再度、失敗したジョブや操作を
実施してください。

- インスタント VMリカバリ、SureBackup動作中は、フェイルオーバが動作しません。
• RAIDマイグレーション、シン・プロビジョニングボリューム平準化、または Flexible Tier Pool
平準化を実行中は、Veeam Backup & Replicationのジョブや操作が失敗することがあります。

• Veeam Storage Integrationは、SnapOPC+を使用します。
SnapOPC+のコピー先ボリュームとして、シン・プロビジョニングボリューム（TPV）または
Flexible Tier Volume（FTV）が使用されます。
シン・プロビジョニングの最大プール容量は、Veeam Storage Integrationで対象となるボ
リュームの総容量や管理世代数を考慮し、適切な値に設定してください。
シン・プロビジョニングの最大プール容量の設定は、『ETERNUS Web GUI ユーザーズガイド』
の「シン・プロビジョニングの管理」を参照してください。

シン・プロビジョニングの最大プール容量の目安
シン・プロビジョニングの最大プール容量³（TPV+FTV）の総容量+（Veeam Storage
Integration対象ボリュームの総容量´（管理世代数+1））

• 1台の ETERNUS DXに対して複数の Veeam Backup & Replicationを接続する構成は推奨
していません。複数の Veeam Backup & Replicationからのジョブ実行が競合した場合、ジョ
ブが異常終了することがあります。 
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• Veeam Storage Integrationでは、以下のボリュームを使用できます。
表 3.10 Veeam Storage Integrationで使用可能なボリュームタイプ

ボリュームタイプ コピー元 コピー先
Standard ¡ ´

WSV ¡ ´

TPV ¡（*1） ¡（*1）

FTV ¡ ¡

SDV ´ ´

SDPV ´ ´

¡：サポート、´：未サポート

*1 ： Deduplication/Compressionボリューム（TPV）は未サポートです。
• コピー先のボリューム TPV / FTVは、Veeam Backup & Replicationからのスナップショット
作成を契機に自動で作成されます（*2）。

*2 ： コピー先のボリューム TPV / FTV は、以下の TPP / FTRPに自動的に作成されます。
- コピー元ボリュームが StandardまたはWSVの場合は装置内で最も小さな番号の

TPP、TPPが存在しない場合は最も小さな番号の FTRP
- コピー元ボリュームが TPV / FTVの場合、コピー元と同じ TPP / FTRP
ETERNUS CLIを使用して、コピー先のボリューム TPV / FTVを任意の TPP / FTRP
に作成することもできます。 
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3.6.4 Microsoft連携
ETERNUS DXは、Windows Serverおよび System Centerが提供する機能をサポートし、仮想
化プラットフォームの統合管理、クラウド連携に対応します。
図 3.19 Microsoft連携
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■ Windows Server
ETERNUS DXでは、Windows Serverの持つ以下の機能をサポートします。
• Offloaded Data Transfer（ODX）

Windows Server 2012以降のODX機能は、ファイルのコピー・移動に伴うサーバの CPU負荷
を、ストレージ装置にオフロードさせることができます。

• Thin Provisioning Space Reclamation
Windows Server 2012以降の Thin Provisioning Space Reclamation機能は、OSやアプリ
ケーションから使用されなくなった、ストレージ装置内の領域を、自動的に解放する機能です。ま
た、TPVの割り当て済みブロック量が閾値に達した場合に、ホストに通知する機能も提供していま
す。

• Hyper-V
Hyper-Vは、Windows Serverの仮想化ソフトウェアです。
Hyper-V仮想ファイバチャネルを使用すると、ゲストOSから SAN環境に直接アクセスできるた
め、ゲストOSから ETERNUS DXのボリュームを直接認識し、マウントすることが可能です。

• Volume Shadow Copy Service（VSS）
VSSは、ETERNUS DXのアドバンスト・コピー機能によるオンライン・バックアップを利用し、
Windows Serverの VSSに準拠したバックアップソフトウェア、サーバアプリケーションと連携
して実行することができます。
この機能を利用するには、ETERNUS VSS Hardware Providerが必要となります。
また、VSSのコピー機能を利用する場合、アドバンスト・コピーライセンスが必要です。
使用可能なコピー方式は「SnapOPC+」および「QuickOPC」です。

 

ODX 機能を使用する場合、 ETERNUS DX のコントローラーファームウェア版数を
V10L80-2000以上または V10L81-2000以上にする必要があります。 

■ System Center Virtual Machine Manager（SCVMM）
System Centerは、データセンターおよびクラウドの運用管理を行うためのプラットフォームで、
アプリケーションとサービスを管理するための統合ツールセットを提供しています。
SCVMMは、System Center 2012または 2016の製品に含まれている、仮想化環境の統合管理を担
当するコンポーネントです。ETERNUS DXの SMI-S機能を利用して、SCVMMから ETERNUS
DXを管理できます。

3.6.5 OpenStack連携
ETERNUS OpenStack VolumeDriverは、ETERNUS DXとOpenStackとの連携をサポートす
るためのプログラムです。
ETERNUS DX 用の VolumeDriver を使用することで、 cinder の BlockStorage として
ETERNUS DXを利用することができます。また、ETERNUS DX内へのボリュームの作成や、作成
したボリュームの VMインスタンスへの割り当てなどの作業を、OpenStackの標準インターフェー
ス（Horizon）から操作することができます。
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3.6.6 論理ボリュームマネージャー（LVM）
論理ボリュームマネージャー（Logical Volume Manager）とは、複数のドライブやパーティション
にまたがる記憶領域をグループ化して、1つの論理的なドライブとして扱うことのできる管理機能で
す。ドライブの追加や論理ボリュームの拡張を、システムを停止することなく実行できます。Linux
を含む UNIX 系OS 上で利用できます。
LVM はスナップショットと呼ばれるコピー機能を備えており、論理ボリュームのデータをスナップ
ショットとして取得し、別の論理ボリュームとして保管しておくことができます。
ETERNUS DX上の LUNを使用して LVMを構築する場合は、ETERNUS DXに作成した LUNを物
理ボリュームとして登録し、LVMを構成することができます。
図 3.20 論理ボリュームマネージャー（LVM）
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第 4章
接続構成

ETERNUS DXの接続構成について説明します。

4.1 SAN接続

ホストインターフェースには、FC、iSCSI、FCoE、SASを利用できます。接続にはサーバと ETERNUS
DXを直接接続する方法と、スイッチを介して接続する方法があります。

4.1.1 ホストインターフェース
それぞれのホストインターフェースについて説明します。
ETERNUS DX100 S4/DX200 S4と ETERNUS DX100 S3/DX200 S3では、サポートされるホス
トインターフェースが異なります。ホストインターフェースの詳細については、ご使用の装置の『製
品概説』を参照してください。
スイッチを使用して接続する場合は、データのセキュリティを確保するためスイッチの Zoning設定
を行ってください。

■ FC（Fibre Channel）
接続トポロジーは、Fibre Channel Arbitrated Loop（FC-AL）と Fabricをサポートしており、
サーバと直接接続およびスイッチ接続が可能です。
以下の種類のホストインターフェースがあります。
• FC 32Gbit/s

ETERNUS DX100 S4/DX200 S4だけサポートしています。
• FC 16Gbit/s
• FC 8Gbit/s
転送速度は以下のいずれかを指定できます。
• FC 32Gbit/sの場合
- 32Gbit/s
- 16Gbit/s
- 8Gbit/s

• FC 16Gbit/sの場合
- 16Gbit/s
- 8Gbit/s
- 4Gbit/s

• FC 8Gbit/sの場合
- 8Gbit/s
- 4Gbit/s
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■ iSCSI
サーバと直接接続およびスイッチ接続が可能です。
以下の種類のホストインターフェースがあります。
• iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-SR/10GBASE-CR）
転送速度は、10Gbit/s固定です。
10GBASE-CRは、10GBASE-SR規格に準拠した Twinaxケーブルを使用した通信形態です。

• iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-T）
転送速度は、以下のいずれかを指定できます。
- 10Gbit/s
- 1Gbit/s

• iSCSI 1Gbit/s
iSCSIの性能を確保するには、インターネットアクセスやファイル転送など一般的な用途に利用する
ネットワークと、iSCSIで利用するネットワークを物理的に分離することを推奨します。
• 動作モード

iSCSI 10Gbit/sの動作モードは、10GBASE-SR、10GBASE-CR、または 10GBASE-Tです。
iSCSI 1Gbit/sの動作モードは、1000BASE-T 全二重（FULL）です。

• CHAP
CHAP認証によって不正アクセスを防止できます。以下の認証をサポートしています。
- 単方向 CHAP認証（unidirectional CHAP）
- 双方向 CHAP認証（bidirectional CHAP）

• タグ VLAN
タグ VLAN機能をサポートしています。タグ（VLAN ID）は、ポートあたり 16個使用できます。

• Jumbo Frame
Jumbo Frameを使用すると、フレーム 1個あたりのデータ転送量が多くなり効率的な転送ができ
るようになります。
表 4.1 Ethernetフレーム容量（Jumbo Frame設定）

Jumbo Frame設定 Ethernetフレーム容量
有効 9,000バイト以下
無効 1,500バイト以下

 

Jumbo Frameを使用すると、サーバの CPU使用率を低減できますが、I/O性能が 10～30％低
下する場合があります。 

• Security Architecture for Internet Protocol（IPsec）
IPsec機能はサポートしていません。必要に応じて IPsec機能を搭載した LANスイッチを使用し
て接続してください。

• インターネットプロトコル
IPv4 および IPv6をサポートしています。

• Data Center Bridging（DCB）
iSCSI 10Gbit/sインターフェースでは、Data Center Bridging（DCB）機能をサポートしていま
す。
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DCBとは、従来の Ethernetから拡張された機能で、データセンターにおいて Fabric接続の集約
を実現する規格です。DCB機能を使用すると、Converged Enhanced Ethernet（CEE）環境に
接続が可能となります。

■ FCoE
ETERNUS DX100 S3/DX200 S3だけサポートしています。
接続トポロジーは Fabricをサポートしており、転送速度は 10Gbit/sです。FCoEインターフェース
を利用する場合は FCoEスイッチに接続してください。サーバとの直接接続はサポートしていませ
ん。

■ SAS
シンプルで低コストかつ高性能なネットワーク型ストレージ環境を構築できます。サーバと直接接続
およびスイッチ接続が可能です。
以下の種類のホストインターフェースがあります。
• SAS 12Gbit/s

ETERNUS DX100 S4/DX200 S4だけサポートしています。
• SAS 6Gbit/s

ETERNUS DX100 S3/DX200 S3だけサポートしています。
転送速度は以下のいずれかを指定できます。
• SAS 12Gbit/sの場合
- 12Gbit/s
- 6Gbit/s
- 3Gbit/s

• SAS 6Gbit/sの場合
- 6Gbit/s
- 3Gbit/s
- 1.5Gbit/s
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4.1.2 アクセス方式
サーバのホストバスアダプター（HBA）と、ETERNUS DXのホストインターフェースポート間の接
続構成について説明します。

■ シングルパス接続
シングルパス接続は、ETERNUS DXとサーバ間を単一パスで接続する構成です。
パスの経路上にある部品（コントローラー、HBA、スイッチ、ケーブルなど）に障害が発生すると、
サーバからアクセスできなくなります。パス経路上にある部品が故障したときの交換時や、コント
ローラーファームウェアの更新時には、システムを停止する必要があります。
シングルパス接続では、パスフェイルオーバ機能およびロードバランス機能を利用することはできま
せん。
故障時の可用性を確保するため、マルチパス接続を推奨します。
図 4.1 シングルパス接続（SAN接続時 — 直接接続の場合）
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図 4.2 シングルパス接続（SAN接続時 — スイッチ接続の場合）
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■ マルチパス接続
マルチパス接続は、ETERNUS DXとサーバ間を複数パス（マルチパス）で接続する構成です。パス
の冗長化によってシステムの信頼性が向上します。
パスが故障した場合、ほかのパスに切り替えてアクセスを行うパスフェイルオーバ機能により、パス
故障時のアクセス停止を回避できます。
図 4.3 マルチパス接続（SAN接続時 — 基本的な接続構成）
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図 4.4 マルチパス接続（SAN接続時 — スイッチ接続の場合）
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両方のサーバからアクセスがある場合、ホストインターフェースを 4個で構築し、ホストインター
フェースのポートは片方だけ接続する方が性能を確保できます。
図 4.5 マルチパス接続（SAN接続時 — 性能向上を考慮した場合）
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• マルチパス接続で信頼性を向上させる場合、ETERNUS DX内のコントローラーに冗長で接続さ
れるようにシステム設計する必要があります。パスの構成は、異なるコントローラー（CM#0、
CM#1）に接続するパスで組み合わせてください。コントローラー内のホストインターフェース
の番号（CA#0、CA#1など）の組み合わせを考慮する必要はありません。

• ホストインターフェースの故障に備えて、1台のサーバからのパスは、異なるホストインター
フェースに分けて接続することを推奨します。 

■ クラスタ構成
サーバを二重化してクラスタ構成で接続し、ETERNUS DXを複数のサーバで共有する場合は、クラ
スタ制御用ソフトウェアが必要となります。

■ ストレージクラスタ構成
Storage Clusterを使用し、ETERNUS DX/AFを二重化してクラスタ構成で接続します。
接続インターフェースは FCまたは iSCSIで、接続形態はスイッチ接続のみをサポートします。直接
接続では動作しません。
Storage Clusterについては、「3.3.3 Storage Cluster」(131ページ)を参照してください。
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4.2 リモート接続

リモート接続は FCまたは iSCSIのインターフェースを利用できます。
リモート接続を行う場合、ホストインターフェースのポートモードを「CA」から「RA」に設定を変
更します。

 

リモート接続では、1つの REC経路（自装置と相手装置間の接続）上に異なる種類（FC、iSCSI
10Gbit/s（10GBASE-SR）、iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-CR）、iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-T）、
iSCSI 1Gbit/s）のインターフェースを混在できません。
1筐体内に異なる種類のリモートインターフェースを混在させる場合、同じ種類のインターフェース
ごとに REC経路が作成されるように考慮して接続構成を検討してください。例えば以下の構成は、
異なるインターフェース（FC、iSCSI）のリモート接続が REC経路に混在しているため、未サポー
トです。
図 4.6 未サポート接続構成例（1筐体内に複数種のリモートインターフェースを搭載する場合）

FC-RA
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REC
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以下の構成は、リモート接続のインターフェースの種類ごとに REC経路が分かれているため、問題
ありません。
図 4.7 サポート接続構成例（1筐体内に複数種のリモートインターフェースを搭載する場合）
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4.2.1 リモートインターフェース
ホストインターフェースポートのポートモードを変更することで、リモートインターフェースとして
使用します。ポートモードの変更については、『ETERNUS Web GUI ユーザーズガイド』を参照して
ください。
それぞれのリモートインターフェースについて説明します。

■ FC（Fibre Channel）
ホストインターフェースを使用して複数の筐体間でデータ通信を行います。接続先筐体と直接接続お
よびスイッチ接続が可能です。遠隔地間で回線を使用して接続する場合は、回線接続装置が必要です。
ETERNUS DX100 S4/DX200 S4 の場合は、最大転送速度が 32Gbit/s、 16Gbit/s、および
8Gbit/sの 3種類のホストインターフェースがあります。
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ETERNUS DX100 S3/DX200 S3の場合は、最大転送速度が 16Gbit/sおよび 8Gbit/sの 2種類の
ホストインターフェースがあります。
図 4.8 FCリモート筐体間コピー用接続（冗長パス時）
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SAN FC

FC-RA
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FC

FC
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図 4.9 FCリモート筐体間コピー用接続（回線使用時）

FC-RA FC-RA

WAN IP

ETERNUS DX/AF ETERNUS DX/AF

■ iSCSI
ホストインターフェースを使用して複数の筐体間でデータ通信を行います。WAN回線への直接接続
が可能です。
最大転送速度が 10Gbit/sおよび 1Gbit/sの 2種類のホストインターフェースがあります。
図 4.10 iSCSIリモート筐体間コピー用接続（回線使用時）

iSCSI-RA iSCSI-RA

WAN IP

ETERNUS DX/AF ETERNUS DX/AF

 

iSCSIインターフェースでは IPsec機能をサポートしていません。
リモート筐体間コピーする際に IPsec機能を利用したい場合は、IPsec機能を搭載した LANス
イッチを使用して接続してください。 
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4.2.2 接続サポート機種
リモート筐体間コピーは、ETERNUS DX200 S4/DX200 S3で使用可能です。
リモート筐体間コピーで接続可能な機種で、使用可能なインターフェースを以下に示します。
表 4.2 接続可能な機種および使用可能なリモートインターフェース

接続機種（*1）

リモートインターフェース
FC

iSCSIETERNUS
DX200 S4

ETERNUS
DX200 S3

ETERNUS DX200 S4 ¡ ¡ ¡

ETERNUS DX500 S4/DX600 S4 ¡ ¡ ¡

ETERNUS DX200 S3 ¡ ¡ ¡

ETERNUS DX500 S3/DX600 S3 ¡ ¡ ¡

ETERNUS DX8100 S3/DX8700 S3/DX8900 S3 ¡ ¡ ¡

ETERNUS AF250 S2/AF650 S2 ¡ ¡ ¡

ETERNUS AF250/AF650 ¡ ¡ ¡

ETERNUS DX200F ¡ ¡ ¡

ETERNUS DX90 S2 ¡ ¡ ¡

ETERNUS DX410 S2/DX440 S2 ¡ ¡ ¡（*2）
ETERNUS DX8100 S2/DX8700 S2 ¡ ¡ ¡（*2）
ETERNUS DX90 ´ ¡ ´

ETERNUS DX410/DX440 ´ ¡ ´

ETERNUS DX8100/DX8400/DX8700 ´ ¡ ´

*1： ファームウェアのアップデートが必要となる場合があります。
ファームウェアの版数については担当営業にお問い合わせください。

*2： ETERNUS DX S2 seriesのリモートインターフェース（iSCSI-RA）は接続できません。ホス
トインターフェースを使用してください。
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4.3 LAN接続

ETERNUS DXは、運用管理時に LANに接続する必要があります。
また、リモート通報機能では、富士通サポートセンターに ETERNUS DXの障害などの情報を通知
（E-mail送信）します。

 

必ず各コントローラーから運用管理 LANに接続してください。 

ETERNUS DXの LANポートは、以下の仕様です。
• 動作モード

Ethernet（1000BASE-T / 100BASE-TX / 10BASE-T）です。
• インターネットプロトコル

IPv4および IPv6をサポートしています。

■ ETERNUS DX用 IPアドレス
運用管理用 LANに接続するために、お客様に事前に ETERNUS DX用 IPアドレスを準備していただ
く必要があります。

4.3.1 運用管理用 LAN（MNTポート）
ETERNUS DXでは、システム管理者が LAN経由で装置にログオンして RAID構成設定、運用管理、
保守などの操作を行います。
また、装置内で発生した様々な障害を富士通サポートセンターに通報（E-mail送信）します。リモー
ト通報サービスは、製品保証期間の無償サービスまたは SupportDesk（有償）をご契約いただくこ
とで利用できます。リモート通報サービスを使用する場合のネットワーク接続は、デフォルトでは
MNTポートを使用します。この場合、リモート通報サービスのネットワーク接続が運用管理用 LAN
を経由することになります。リモート通報サービスのネットワーク接続を運用管理用 LANと切り離
す必要がある場合は、「4.3.2 リモート通報サービス用 LAN（RMTポート）」(163ページ)を参照し、
RMTポートを使用して別のネットワーク経由で接続してください。
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■ 接続形態
運用管理用 LANにはMNTポートを使用して接続します。
図 4.11 リモート通報サービス用のポートを分離しない場合の接続例
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以下にスレーブ CMの IPアドレスを設定する場合の接続例を示します。
図 4.12 スレーブ CMの IPアドレスを設定している場合の接続例（リモート通報サービス用のポートを
分離しない場合）
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4.3.2 リモート通報サービス用 LAN（RMTポート）
リモート通報サービスのネットワーク接続を社内 LANと切り離す必要がある場合は、RMTポートを
使用して別のネットワーク経由で接続してください。

■ 接続形態
ETERNUS DXの IPアドレスが 2個（MNTポート用 ´ 1個、RMTポート用 ´ 1個）必要です。
図 4.13 リモート通報サービス用のポートを分離する場合の接続例
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以下にスレーブ CMの IPアドレスを設定する場合の接続例と準備について説明します。
ETERNUS DXの IPアドレスが 3個（MNTポート用 ´ 2個、RMTポート用 ´ 1個）必要です。
図 4.14 スレーブ CMの IPアドレスを設定している場合の接続例（リモート通報サービス用のポートを
分離する場合）
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4.3.3 LAN制御（マスタ CM／スレーブ CM）
ここでは、ETERNUS DXの LAN制御を行うコントローラーの仕組みについて説明します。
ETERNUS DXの 2台のコントローラーのうち、LAN制御を管理する権限を与えられたコントロー
ラー（CM）のことをマスタ CMといい、もう一方をスレーブ CMといいます。
CMや LANに異常が発生した場合、マスタ CMの切り替えが自動的に行われます。
LANポートの IPアドレスはコントローラーごとに固定的に割り当てられるのではなく、マスタ／ス
レーブの役割ごとに割り当てられます。マスタ CMが切り替わったあとは、新しくマスタとなったコ
ントローラーに旧マスタ CMの IPアドレスが引き継がれるため、接続している物理的なポートが切り
替わっても、同じ IPアドレスで継続してアクセスできます。なお、MACアドレスは引き継がれませ
ん。
図 4.15 LAN制御（マスタ CMの切り替え）
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• コントローラーにはマスタ CMを識別するための LEDがあり、マスタ CM側が緑色に点灯しま
す。

• スレーブ CMの IPアドレスを設定しておくと、マスタ CM側の LAN経路上で何らかの異常が発
生した場合でもスレーブ CMから ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLIを使用できます。
ただし、マスタ CMとスレーブ CMでは使用できる機能が異なり、スレーブ CMではマスタ CM
の切り替え、および装置状態表示だけを実行できます。
通常は、スレーブ CMの IPアドレスを設定する必要はありません。
図 4.16 LAN制御（スレーブ CMの IPアドレスを設定している場合）
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4.3.4 ネットワーク通信プロトコル
用途とプロトコルによって、使用できる LANポートと機能が異なります。
用途／プロトコル別に LANポートの使用可否を以下に示します。
表 4.3 LANポートの使用可否

用途 プロトコ
ル

tcp /
udp

ポート番
号 通信方向

マスタ CM スレーブ CM
備考

MNT RMT MNT RMT

ETERNUS Web
GUI

http /
https

tcp 80 /
443

from ¡ ¡ △（*1） △（*1） Web画
面

ETERNUS CLI telnet /
ssh

tcp 23 / 22 from ¡ ¡ △（*1） △（*1） —

ftp
(client)

tcp 21 to ¡ ¡ △（*1） △（*1） —

SNMP agent snmp udp 161 from ¡ ¡ ¡ ¡ —
trap snmp

trap
udp 162（*2） to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ —

SMI-S http /
https

tcp 5988 /
5989

from ¡ ´ ´ ´ SMI-S
クライア
ントとの
通信に使
用

http /
https

tcp — to ¡ ´ ´ ´ SMI-S
リスナー
へのイベ
ント通信
などに使
用

SLP udp 427 to ¡ ´ ´ ´ SMI-S
クライア
ントから
のサービ
ス探査通
信に使用

SLP tcp 5993 from ¡ ´ ´ ´

E-mail smtp
(client)

tcp 25（*2） to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ 障害通知
などに使
用

NTP NTP
(client)

udp 123 to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ —

REMCS
（リモート通報サー
ビス）

smtp
(client)

tcp 25（*2） to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ 障害通知
などに使
用

pop3
(client)

tcp 110（*2） to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ SMTP
認証に使
用

http
(client)

tcp 80 or
8080
（*2）

to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ ファーム
ダウン
ロードな
どに使用

Syslog
（イベント通知、監
査ログ送信）

Syslog udp 514（*2） to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ —

RADIUS Radius udp 1812
（*2）

to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ —

ping ICMP — — from ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ —
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用途 プロトコ
ル

tcp /
udp

ポート番
号 通信方向

マスタ CM スレーブ CM
備考

MNT RMT MNT RMT

KMIP（鍵管理） SSL tcp 5696
（*2）

to ¡（*3） ¡（*3） ´ ´ —

RCIL IPMI udp 623 /
664

from ¡ ´ ¡ ´ —

ETERNUS DX
Discovery

独自プロ
トコル

udp 9686 from ¡ ´ ´ ´ —

¡：使用可　△：一部の機能で使用可　´：使用不可

*1： 以下の機能だけを使用できます。
• 装置状態の確認
• マスタ CMの切り替え

*2： 変更可能です。
*3： MNTポートまたは RMTポートのどちらか一方を使用します。
ETERNUS SF ソフトウェアを使用する場合のポート番号については、ストレージ基盤ソフトウェア
の各マニュアルを参照してください。
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4.4 電源接続

ETERNUS DXの電源コード（ACケーブル）を、電源コンセントまたは UPSや電源制御機器の出力
コンセントに接続します。
電源コンセント形状／個数については、『設置計画ガイド』の「電源コンセント仕様」を参照してくだ
さい。

4.4.1 入力電源系統
入力電源系統については、『設置計画ガイド』を参照してください。

4.4.2 UPS接続
ETERNUS DXの電源供給には、商用電源の瞬時電圧低下、停電などの異常に対応するため、無停電
電源装置（UPS）を使用することを推奨します。
ETERNUS DXを 1系統の UPSに接続する場合、エンクロージャすべての所要電力の合計値が、UPS
の出力容量を超えないようにご注意ください。
UPSを二重化し 2系統に分けて電源接続する場合、一方の電源系統に故障が発生すると、必要な電力
の全量をもう一方の系統から供給します。万一、1系統で電力を供給することになった場合に備えて、
必要となる所要電力の合計値が UPSの出力容量を超えないような十分に余裕がある製品を選択して
ください。
UPSに必要な出力容量の詳細は、使用する UPSの仕様を確認してください。
接続する UPSは、以下の条件を満たしている必要があります。

●定格容量
搭載エンクロージャの最大所要電力の合計値に対して十分な容量を確保してください。
各エンクロージャの最大所要電力値は、『設置計画ガイド』の「設置諸元」を参照してください。

●給電時間
バッテリー給電時間は、サーバのシャットダウン処理にかかる時間と、ETERNUS DXの電源切断処
理にかかる時間の合計時間を考慮する必要があります。

●停電切り替え時間
停電発生後 15ms以内に、商用電源から UPS出力への切り替えが可能である必要があります。

●コンセント形状
電源プラグ形状と UPSの出力コンセントの形状が一致しない場合は、UPS（AC出力側）にコンセン
ト設置の電源工事が必要です。資格を有した電気技術者に、端子台接続にする電気工事を依頼してく
ださい。

●電源供給構成
UPSを使用する場合は、すべてのエンクロージャの電源が UPSから供給されるようにしてください。
コントローラーエンクロージャは UPSから電源供給、ドライブエンクロージャは ACコンセントから
直接電源供給するような構成はサポートしていません。
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4.5 電源連動接続

ETERNUS DXの電源投入、電源切断をサーバと連動させて自動制御する場合の接続について説明し
ます。
電源連動には、PWCポート（RS232Cインターフェース）を使用して電源連動ユニットまたは PMAN
に接続する構成と、RCILを使用して LAN経由でサーバに接続する構成があります。PWCポートを
使用した接続構成と RCIL電源連動機能を使用した接続構成は混在が可能です。
サーバと連動した電源制御を行う場合、接続されているすべてのサーバと電源連動してください。

4.5.1 電源連動接続（PWC）

■ 電源連動ユニット
ETERNUS DXは、電源連動ユニットを使用すると、電源投入／切断の制御をサーバと連動させるこ
とができます。電源連動ユニットはサーバが接続されている UPS（以降、サーバ用 UPSと呼びます）
の AC出力の変化を検出して、ETERNUS DXの電源投入、切断処理を自動実行する装置です。サー
バ用 UPS以外でも、ACコンセントの出力を制御できるユニットを接続できます。接続するサーバの
台数が 3台以上の場合は、ACセンサーユニットを追加することで、連動が可能になります。
また、電源連動ユニットは Remote Cabinet Interface（RCI）を備えており、RCIを装備したサー
バと電源連動ユニット間では RCIによる制御が可能です。
電源連動の方式には、以下の種類があります。
• 電源連動ユニットのサーバ用 UPS接続による電源連動
• 電源連動ユニットの RCIによる電源連動
1台の電源連動ユニットで、RCIによる接続とサーバ用 UPS制御を使用した接続を混在させることも
できます。

 

1台のサーバで、サーバ用 UPS接続による電源連動と RCIによる電源連動の両方の方式を使用する
ことはできません。 

●サーバ用 UPS接続による電源連動

電源連動ユニットは、連動元となる機器の AC出力の有無を検出して、ETERNUS DXへ電源制御の
指示を行います。
任意のサーバ用 UPS の AC 出力ありを検出すると、ETERNUS DXへ電源投入の指示をします。
すべてのサーバ用 UPSの AC出力なしを検出すると、ETERNUS DXへ電源切断の指示をします。
サーバ用 UPSは、管理ソフトウェアによってサーバの電源投入／切断に対応して AC出力を制御する
機能を備えている必要があります。サーバ用 UPSには、電源連動ユニットに接続するコンセント（1
個）の空きが必要です。
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• 接続するサーバが 2台以下の場合
図 4.17 電源連動ユニットを使用した電源制御（接続するサーバが 2台以下の場合）

RS232C

ETERNUS DX

PWC

UPS

PWC

UPS

UPS
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3

4

電源投入シーケンス
1 サーバ UPSの電源投入

2 サーバの起動
ETERNUS DXの起動が完了するまで、サーバのOS起動開始を待ち合わせます（*1）。

3 電源連動ユニットから ETERNUS DXに電源投入を指示

4 ETERNUS DXの起動

*1： サーバ側で、ETERNUS DXの起動を待ち合わせるための設定が必要です。
電源切断シーケンス
1 サーバのシャットダウン

2 サーバ UPSの電源切断

3 電源連動ユニットから ETERNUS DXに電源切断を指示

4 ETERNUS DXの終了
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• 接続するサーバが 3台以上の場合
図 4.18 電源連動ユニットを使用した電源制御（接続するサーバが 3台以上の場合）
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電源投入シーケンス
1 サーバ UPSの電源投入

2 サーバの起動
ETERNUS DXの起動が完了するまで、サーバのOS起動開始を待ち合わせます（*1）。

3 電源連動ユニットから ETERNUS DXに電源投入を指示

4 ETERNUS DXの起動

*1： サーバ側で、ETERNUS DXの起動を待ち合わせるための設定が必要です。
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電源切断シーケンス
1 すべてのサーバのシャットダウン

2 すべてのサーバ UPSの電源切断

3 電源連動ユニットから ETERNUS DXに電源切断を指示

4 ETERNUS DXの終了

● RCIによる電源連動

電源連動ユニットは、RCIを備えたサーバの RCI制御コマンドを検出して、ETERNUS DXへ電源制
御の指示を行います。
任意のサーバから RCI制御コマンドの投入指示を検出すると、ETERNUS DXへ電源投入の指示をし
ます。
すべてのサーバから RCI制御コマンドの切断指示を検出すると、ETERNUS DXへ電源切断の指示を
します。
図 4.19 電源連動ユニットを使用した電源制御（RCI）
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RCI
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3
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ETERNUS DX

電源投入シーケンス
1 サーバの電源投入と起動

ETERNUS DXの起動が完了するまで、サーバのOS起動開始を待ち合わせます（*1）。

2 RCIから電源連動ユニット経由で ETERNUS DXに電源投入を指示

3 ETERNUS DXの起動

*1： サーバ側で、ETERNUS DXの起動を待ち合わせるための設定が必要です。
電源切断シーケンス
1 サーバのシャットダウン

2 RCIから電源連動ユニット経由で ETERNUS DXに電源切断を指示

3 ETERNUS DXの終了
電源連動ユニットとの接続構成および設定の詳細については、電源連動ユニットに添付のマニュアル
を参照してください。
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■ PMAN
PMANモデル 50／モデル 100は、ネットワーク経由でサーバや周辺機器の電源投入／切断操作を行
う電源運用管理装置です。コンセントごとに、電源投入時または電源切断時に遅延時間を設定して、
スケジュール運転による電源制御が可能です。
PMANには 1台あたり複数台の機器を電源ケーブルで接続でき、その機器の電源操作を行えます。

 

PMANを接続する場合は、電源連動ケーブルが必要です。 

図 4.20 PMANを使用した電源制御
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電源切断シーケンス
1 PMANから ETERNUS DXに電源切断を指示

2 ETERNUS DXの終了

3 PMANのコンセントを電源切断
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4.5.2 電源連動接続（RCIL）
ETERNUS DXは、Remote Cabinet Interface over LAN（RCIL）電源連動機能を使用して、LAN
経由で電源投入／切断の制御をサーバと連動させることができます。
RCIL（LAN）を備えたサーバからの制御コマンドを検出して、電源投入または電源切断を行います。
ETERNUS DXは、任意のサーバから制御コマンドの投入指示を検出すると電源投入し、同一グルー
プに登録されたすべてのサーバから制御コマンドの切断指示を検出すると電源切断します。
図 4.21 RCIL電源連動機能を使用した電源制御
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電源投入シーケンス
1 サーバの電源投入と起動

ETERNUS DXの起動が完了するまで、サーバのOS起動開始を待ち合わせます（*1）。

2 LAN経由で ETERNUS DXに電源投入を指示

3 ETERNUS DXの起動

*1： サーバ側で、ETERNUS DXの起動を待ち合わせるための設定が必要です。
電源切断シーケンス
1 サーバのシャットダウン

2 LAN経由で ETERNUS DXに電源切断を指示

3 ETERNUS DXの終了
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4.5.3 電源連動接続（Wake On LAN）
Wake On LANを使用して、LAN経由で電源投入の指示を行えます。
Wake On LAN ユーティリティソフトウェアを使用して「マジック・パケット」を送信すると、
ETERNUS DX側でそのパケットを検知し電源が投入されます。
図 4.22 Wake On LANを使用した電源制御
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第 5章
ハードウェア構成

ETERNUS DXでは、お客様の要件に応じて、複数のオプションから最適な製品を選択できます。各
コンポーネントの搭載条件と、装置への標準搭載ルールについて説明します。

5.1 概念図

最小構成時および最大構成時の装置構成（概念図）を示します。

■ 最小構成
図 5.1 最小構成時の装置構成：ETERNUS DX100 S4/DX200 S4（概念図）
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Memory： システムメモリ
BUD： Bootup and Utility Device

• 停電時のバックアップ領域
• ファームウェアの格納領域

BBU： Battery Backup Unit
停電時のバックアップ電源

IOC： I/O コントローラー
I/Oを制御するためのコントローラー
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EXP： SAS Expander
SAS接続用の Expanderチップ

MP： Mid Plane
エンクロージャ内の前面と背面（コントローラー（CM）または I/O モジュール（IOM）
が搭載されている側）との間に位置するボード

PSU： Power Supply Unit
電源ユニット

図 5.2 最小構成時の装置構成：ETERNUS DX100 S3/DX200 S3（概念図）
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• ファームウェアの格納領域

SCU： System Capacitor Unit
停電時のバックアップ電源

IOC： I/O コントローラー
I/Oを制御するためのコントローラー

EXP： SAS Expander
SAS接続用の Expanderチップ

MP： Mid Plane
エンクロージャ内の前面と背面（コントローラー（CM）または I/O モジュール（IOM）
が搭載されている側）との間に位置するボード

PSU： Power Supply Unit
電源ユニット
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■ 最大構成
図 5.3 最大構成時の装置構成：ETERNUS DX100 S4/DX200 S4（概念図）

DE

EXP

IOM#0 IOM#1

PSU PSU

MP

EXP

PANEL

HD-DE

EXP

IOM#0 IOM#1

PSU PSU

PSU PSU

FEM FEM

MP

EXP

PANEL

CE

IOC

EXP

CPU

BUD

CACA
CM#0

EXP

CPU
MemoryMemory

CACA

IOC

CM#1

MP

BUD

BBU BBU

 PSU  PSU

PANEL

PANEL： オペレーションパネル
CE： コントローラーエンクロージャ
CM： コントローラーモジュール
CA： Channel Adapter

ホストインターフェース
Memory： システムメモリ

第 5章 ハードウェア構成
5.1 概念図
 

179
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



BUD： Bootup and Utility Device
• 停電時のバックアップ領域
• ファームウェアの格納領域

BBU： Battery Backup Unit
停電時のバックアップ電源

IOC： I/O コントローラー
I/Oを制御するためのコントローラー

EXP： SAS Expander
SAS接続用の Expanderチップ

DE： ドライブエンクロージャ
IOM： I/O Module

コントローラーとドライブ間の制御を行うユニット
HD-DE： High Density Drive enclosure

高密度ドライブエンクロージャ
FEM： Fan Expander Module

高密度ドライブエンクロージャに搭載されている冷却用ファンモジュール
MP： Mid Plane

エンクロージャ内の前面と背面（コントローラー（CM）または I/O モジュール（IOM）
が搭載されている側）との間に位置するボード

PSU： Power Supply Unit
電源ユニット
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図 5.4 最大構成時の装置構成：ETERNUS DX100 S3/DX200 S3（概念図）

DE

EXP

IOM#0 IOM#1

PSU PSU

MP

EXP

PANEL

HD-DE

EXP

IOM#0 IOM#1

PSU PSU

PSU PSU

FEM FEM

MP

EXP

PANEL

CE

IOC

EXP

CPU

BUD

CACA
CM#0

EXP

CPU
MemoryMemory

CACA

IOC

CM#1

MP

BUD

SCU SCU

 PSU  PSU

PANEL

PANEL： オペレーションパネル
CE： コントローラーエンクロージャ
CM： コントローラーモジュール
CA： Channel Adapter

ホストインターフェース
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• 停電時のバックアップ領域
• ファームウェアの格納領域

SCU： System Capacitor Unit
停電時のバックアップ電源
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IOC： I/O コントローラー
I/Oを制御するためのコントローラー

EXP： SAS Expander
SAS接続用の Expanderチップ

DE： ドライブエンクロージャ
IOM： I/O Module

コントローラーとドライブ間の制御を行うユニット
HD-DE： High Density Drive enclosure

高密度ドライブエンクロージャ
FEM： Fan Expander Module

高密度ドライブエンクロージャに搭載されている冷却用ファンモジュール
MP： Mid Plane

エンクロージャ内の前面と背面（コントローラー（CM）または I/O モジュール（IOM）
が搭載されている側）との間に位置するボード

PSU： Power Supply Unit
電源ユニット

■ エンクロージャ接続パス
ETERNUS DXは、コントローラーエンクロージャ（CE）とドライブエンクロージャ（DE）間を複
数のパスで接続しています。
ドライブエンクロージャは 2つの独立したドライブインターフェースポートを持っており、2台のコ
ントローラーと直接接続することで経路が冗長化されています。そのため、接続経路上のどこかで障
害が発生しても動作を継続できます。
以下の図のように、コントローラーエンクロージャにドライブエンクロージャを接続します。
図 5.5 エンクロージャ接続パス
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5.2 オプション搭載条件

オプション製品の種類、搭載数、および搭載に関する見積もり指針について説明します。
以下のオプション製品の搭載条件を説明します。
• コントローラーモジュール
• 機能拡張メモリ
• ホストインターフェース
• ユニファイド機構
• ドライブエンクロージャ
• ドライブ

 

以下のオプション製品の搭載時には、ETERNUS DXのファームウェア版数の条件がある場合があ
ります。
詳細は、『製品概説』のファームウェアリリース情報、または『プロダクトリスト』を参照してくだ
さい。
• ETERNUS DX100 S4/DX200 S4
- ホストインターフェース（FC 32Gbit/s）

• ETERNUS DX100 S3/DX200 S3
- 機能拡張メモリ
- ホストインターフェース（FC 16Gbit/s）
- ホストインターフェース（FC 8Gbit/s）
- ホストインターフェース（SAS 6Gbit/s）
- ホストインターフェース（iSCSI 10Gbit/s, 10GBASE-T）
- ユニファイド機構
- ユニファイド機構（ライセンス）
- 高密度ドライブエンクロージャ（12Gbit/s）
- アクティブ光ケーブル
- 自己暗号化ニアライン SASディスク
- SSD（12Gbit/s）
- 自己暗号化 SSD
- アドバンスト・フォーマットディスク 

第 5章 ハードウェア構成
5.2 オプション搭載条件
 

183
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



5.2.1 コントローラーモジュール
コントローラーモジュールの搭載条件を説明します。

■ コントローラーモジュールの種類
各コントローラー（2個）にはホストインターフェースが 1個ずつ搭載されています。

■ コントローラーモジュールの搭載数
コントローラーエンクロージャ内にコントローラーを 2個搭載します。

5.2.2 機能拡張メモリ
機能拡張メモリの搭載条件を説明します。

● ETERNUS DX100 S4

機能拡張メモリは、ユニファイド機構（ライセンス）を使用する場合に必要です。
ユニファイド機構（NAS 機能）を使用しない場合は搭載できません。
機能拡張メモリは、装置あたり 1 つのみ搭載できます。
ユニファイド用コントローラーモジュールには、機能拡張メモリが基本搭載されています。

● ETERNUS DX200 S4

オプション製品として機能拡張メモリはありません。機能拡張メモリはすべてのコントローラーモ
ジュールに基本搭載されています。

● ETERNUS DX100 S3

機能拡張メモリは、ユニファイド機構（ライセンス）を使用する場合に必要です。
ユニファイド機構（NAS機能）を使用しない場合は搭載できません。
機能拡張メモリは、装置あたり 1つのみ搭載できます。
ユニファイド機構（ETFLN1 / ETFLN1-L / ETFLN1M / ETFLN1M-L）や機能拡張メモリ（ETFMCA /
ETFMCA-L / ETFMCAM / ETFMCAM-L）を搭載していても、機能拡張メモリ（ETFMCC-L /
ETFMCCM-L）を搭載することでNAS機能をさらに拡張できます。

● ETERNUS DX200 S3

機能拡張メモリは、重複排除／圧縮機能またはユニファイド機構（ライセンス）を使用する場合に必
要です。
重複排除／圧縮機能またはユニファイド機構（NAS機能）を使用しない場合は搭載できません。
機能拡張メモリは、装置あたり 1つのみ搭載できます。
ユニファイド機構（ETFLN2 / ETFLN2-L / ETFLN2M / ETFLN2M-L）を搭載していても、機能拡
張メモリ（ETFMCB-L / ETFMCBM-L）を搭載することでNAS機能をさらに拡張できます。
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5.2.3 ホストインターフェース
ホストインターフェースの搭載条件を説明します。

■ ホストインターフェースの種類
ホストインターフェースは 2個セットのオプションです。
SAN接続用とNAS接続用があり、以下の種類があります。

● ETERNUS DX100 S4/DX200 S4

• SAN接続用
- FC 32Gbit/s
- FC 16Gbit/s
- FC 8Gbit/s
- iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-SR（*1）/10GBASE-CR）
- iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-T）
- iSCSI 1Gbit/s（1000BASE-T）
- SAS 12Gbit/s

• NAS接続用
- Ethernet 10Gbit/s（*1）
- Ethernet 1Gbit/s

*1： SFP+モジュールは搭載されていません。FCケーブルを接続する場合は、SFP+モジュールが必
要です。

● ETERNUS DX100 S3/DX200 S3

• SAN接続用
- FC 16Gbit/s
- FC 8Gbit/s
- iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-SR）
- iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-CR）
- iSCSI 10Gbit/s（10GBASE-T）
- iSCSI 1Gbit/s（1000BASE-T）
- FCoE 10Gbit/s
- SAS 6Gbit/s

• NAS接続用
- Ethernet 10Gbit/s
- Ethernet 1Gbit/s

 
以下に、各ホストインターフェースの特徴を説明します。

● FC

Fibre Channel（FC）は、光ファイバーや同軸ケーブルなどを使用して長距離区間の高速データ転送
を実現します。FCは、拡張性と高性能が要求されるデータベースサーバなどに使用します。
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● iSCSI

iSCSIは Ethernet上の IPパケットにカプセル化して、SCSIコマンドを送受信するプロトコルです。
FCに比べて低コストで導入でき、また、ネットワークの構築や構成変更が比較的容易なため、性能よ
りも拡張性やコストを重視する大企業の部門単位または中小企業などで使用します。

● FCoE

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）は、FCのフレームをカプセル化して Ethernet上で動作
させるので、LAN環境と FC-SAN環境を統合することができます。データセンターなど多数の I/O
インターフェースのネットワークが存在する場合に、それらを統合して管理できます。

● SAS

Serial Attached SCSI（SAS）は、従来からあり信頼性に富む SCSIの接続規格を改良し、シリアル
転送を採用にすることによって高い転送性能を実現したホストインターフェースです。SASは、拡張
性よりも性能やコストを重視する小規模システムなどで使用します。

● Ethernet

NAS接続用インターフェースです。Ethernetネットワークに接続された異なるOSの複数のクライ
アントからは、ファイルサーバとしてアクセスでき、データの共有が簡単に行えます。装置内にファ
イルシステムを内蔵しており、既存の LANに接続できるので、導入は比較的容易に行えます。ただ
し、ネットワークへの負荷が高くなるため、高速転送が求められるアプリケーションには向きません。
Ethernetホストインターフェースを搭載する場合は、ユニファイド機構が必要です。ユニファイド機
構のライセンスを装置に登録することによって、NAS機能が使用できるようになります。

■ ホストインターフェースの搭載数
コントローラー内にホストインターフェースを基本と増設用を合わせて 2個、装置あたり 4個搭載で
きます。
ホストインターフェースは、装置内に異なる種類のインターフェースを混在できます。

5.2.4 ユニファイド機構
ユニファイド機構を搭載する場合は、機能拡張メモリと Ethernetホストインターフェース、または
Ethernetホストインターフェースが搭載されたコントローラーモジュールが必要です。
ETERNUS DX100 S4のユニファイド用コントローラーモジュール、または ETERNUS DX200 S4
のコントローラーモジュールには、機能拡張メモリが基本搭載されています。
ETERNUS DX100 S4 の SAN 接続用のコントローラーモジュールを使用する場合、または
ETERNUS DX100 S3/DX200 S3の場合は、機能拡張メモリオプションが必要です。

 

重複排除／圧縮機能を使用する場合は、ユニファイド機構は搭載できません。 
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5.2.5 ドライブエンクロージャ
ドライブエンクロージャの搭載条件を説明します。

■ ドライブエンクロージャの種類
ドライブのサイズ（2.5インチ、3.5インチ、高密度用 3.5インチ）に対応して、ドライブエンクロー
ジャも 3つのタイプがあります。
ドライブエンクロージャ（2.5インチ用）には、2.5インチドライブを 24台搭載できます。
ドライブエンクロージャ（3.5インチ用）には、3.5インチドライブを 12台搭載できます。
高密度ドライブエンクロージャには、高密度用 3.5インチドライブを、60台搭載できます。

■ ドライブエンクロージャの搭載数
ドライブエンクロージャは最大 10台まで搭載できます。
それぞれのドライブエンクロージャを搭載した場合に、搭載可能なドライブエンクロージャ数を以下
の表に示します。
表 5.1 搭載可能なドライブエンクロージャ数

種類 ETERNUS DX100 S4/
DX100 S3

ETERNUS DX200 S4/
DX200 S3

ドライブエンクロージャ（2.5インチ用） 5 10

ドライブエンクロージャ（3.5インチ用） 10 10

高密度ドライブエンクロージャ 2 4

装置内でドライブエンクロージャの種類を複数混在させる場合、ドライブエンクロージャは合計で 10
台まで搭載できます。
かつ、ドライブエンクロージャのドライブスロット数の合計が最大数（ETERNUS DX100 S4/DX100
S3では 144台、ETERNUS DX200 S4/DX200 S3では 264台）に達するまでドライブエンクロー
ジャを搭載できます。搭載すると最大数を超える場合は、そのドライブエンクロージャを増設するこ
とはできません。
例えば、ETERNUS DX100 S3（2.5インチ用 CE）で 2.5インチ用のドライブエンクロージャを 4台
搭載した状態の場合、3.5インチ用のドライブエンクロージャだと 2台まで増設できますが、高密度
ドライブエンクロージャは増設できません。
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5.2.6 ドライブ
ドライブの搭載条件を説明します。

■ ドライブの種類
ETERNUS DXでは、SAS最大 12Gbit/sの高速インターフェースを持つ各種最新ドライブをサポー
トしています。
ETERNUS DXに搭載可能なドライブには以下の種類があります。また、ドライブの種類によって、
データ暗号化の付加機能を持つものがあります。
• SASディスク
• ニアライン SASディスク
• SSD
ドライブのサイズには、2.5インチ、3.5インチのタイプがあります。
2.5インチドライブは 3.5インチドライブに比べて軽量・低消費電力であるため、同じ台数を搭載した
ときの質量、消費電力が小さくなります。
また、データ入出力回数をエンクロージャあたりのドライブ数（2.5インチドライブ´24台、3.5イン
チドライブ´12台）で比較すると、2.5インチドライブ構成の方が 1台のエンクロージャに多く搭載で
きるため、エンクロージャあたりの IOPS（Input Output Per Second）性能は良くなります。

● SASディスク

SASディスクは高性能／高信頼性のディスクです。データベースなどの性能を重視した使用頻度の高
い情報の保管に使用します。

 

• 以下のディスクは、アドバンスト・フォーマット（512e）のディスクです。
- 1.8TB SASディスク
- 2.4TB SASディスク
- 2.5インチ 2.4TB自己暗号化 SASディスク

• アドバンスト・フォーマット（512e）のディスクを使用する場合は、サーバのOSおよびアプリ
ケーションがアドバンスト・フォーマット（512e）に対応していることを確認してください。サー
バの OSおよびアプリケーションがアドバンスト・フォーマット（512e）に対応していない場
合、ランダムライト性能が低下する場合があります。 

●ニアライン SASディスク

ニアライン SASディスクは、データのバックアップおよびアーカイブ用途に適した大容量／低価格の
ディスクで、SASディスクに比べて大量の情報を低コストで保管できます。
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• 10TB以上のニアライン SASディスクを使用して RAID6-FRを構成する場合、装置のコントロー
ラーファームウェア版数を V10L86-4000以上または V10L87-4000以上にする必要がありま
す。

• ニアライン SASディスクは、SASディスクと比較して大量の情報を低価格で保管することができ
ます。しかし、使用頻度が高く信頼性や性能を要求される情報については、ニアライン SASディ
スクではなく、SASディスクを使用することを推奨します。

• ニアライン SASディスクは、装置の周囲環境温度条件（動作時）を超えると、性能が低下する場
合があります。

• ニアライン SASディスクは、アドバンスト・コピーのコピー先やアーカイブデータの格納先とし
て使用できます。

• アドバンスト・コピーのコピー先としてニアライン SASディスクを使用する場合、業務 I/O量と
コピーセッション数によっては、レスポンスの遅延やコピー処理速度が低下する場合があります。

• 以下のディスクは、アドバンスト・フォーマット（512e）のディスクです。
- 2.5インチ 2TBニアライン SASディスク
- 3.5インチ 6TBニアライン SASディスク
- 3.5インチ 8TBニアライン SASディスク
- 3.5インチ 10TBニアライン SASディスク
- 3.5インチ 12TBニアライン SASディスク
- 3.5インチ 14TBニアライン SASディスク
- 3.5インチ 8TB自己暗号化ニアライン SASディスク
- 3.5インチ 12TB自己暗号化ニアライン SASディスク

• アドバンスト・フォーマット（512e）のディスクを使用する場合は、サーバのOSおよびアプリ
ケーションがアドバンスト・フォーマット（512e）に対応していることを確認してください。サー
バの OSおよびアプリケーションがアドバンスト・フォーマット（512e）に対応していない場
合、ランダムライト性能が低下する場合があります。

• 6TB以上のニアライン SASディスクで構成可能な RAIDレベルについては、「2.1.1 サポート
RAID」(16ページ)を参照してください。 

● SSD

SSDは高性能／高信頼性のドライブで、データベースなどの性能を重視した使用頻度の高い情報の保
管に使用します。
記憶媒体にフラッシュメモリを使用しているため、SASディスクやニアライン SASディスクなどの
ハードディスクに比べ、ランダムアクセス性能に優れています。また、モーターなどの可動部がない
ため、耐衝撃に優れます。
ETERNUS DXでは、十分な予備領域があり、高度なウェアレベリング機能を搭載した SSDを採用し
ていますが、想定された書き込み総量を超えると、徐々にエラーの発生頻度が多くなり、書き込み性
能が低下する場合があります。ETERNUS DXは、想定された書き込み総量に到達するまでのパーセ
ンテージ（健全性）を参照できる機能を備えています。
RAID1構成において I/Oアクセス負荷の高い状態で使用すると、製品保証期間内に書き換え回数が上
限に達する場合があります。そのため、RAID構成は、RAID1+0, RAID5, RAID5+0, RAID6を推奨
します。
ETERNUS DXでサポートしている SSDには、以下の種類があります。
• Extreme Cache Pool対応のMLC SSD（インターフェース速度 12Gbit/s、6Gbit/s）
• Extreme Cache Pool非対応のバリュー SSD（インターフェース速度 12Gbit/s）
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バリュー SSDは書き込み保証値と予備領域を最適化することで、従来よりも低容量単価を実現した
SSDです。
バリュー SSDは Extreme Cache Pool対応のMLC SSDに比べ、ランダムアクセス（特にライトア
クセスを含む）が数時間連続するような状況下では、性能が低下する場合があります。
なお、バリュー SSDでは、ETERNUS Web GUIおよび ETERNUS CLIで表示される容量と製品上
の容量は異なります。例えば、1.92TB バリュー SSDは 2.00TBと表示されます。

 

• SSDを使用する場合、装置のコントローラーファームウェア版数を V10L90-4000以上または
V10L91-4000以上にする必要があります。

• 高密度ドライブエンクロージャ（6Gbit/s）に SSDを搭載した場合、搭載した SSDのインター
フェース速度にかかわらず 6Gbit/sの SSDとして動作します。

• 装置に搭載した SSDは、非通電の状態で 12週間以上放置した場合、格納データが損失したり、
SSD 自体が使用できなくなったりするおそれがあります。これは、データの記憶媒体である
NANDの特性によるものです。
非通電の状態で SSDを長期間保管する場合は、以下の処置を実施してください。
- 非通電の状態で SSDを保管する期間が 10週間に到達する前に、装置の電源をONにして 10
日間以上通電してください。

- SSDのデータを定期的にバックアップしてください。
装置の電源をOFFにする直前に、最新のデータを別領域にバックアップすることを推奨しま
す。

- 非通電の状態で SSDを保管する場合、装置の環境温度を 40°C以下に保持してください。
- 長期間保管後に SSD内のデータを使用せず SSD自体を再利用する場合は、通電を止める前に、

SSDで作成した RAIDグループを削除してからデータを消去してください。詳細は、「6.3 ドラ
イブデータ消去」(206ページ)を参照してください。 

SASディスク、ニアライン SASディスク、SSDの各ドライブの特性を以下に示します。
表 5.2 ドライブの特性

種類 信頼性 性能 価格（*1）

SASディスク ¡ ¡ ¡

ニアライン SASディスク △ △ ◎
SSD ◎ ◎ △

◎：非常に優れている、¡：優れている、△：やや劣る

*1： 価格はビット単価で比較し、◎＜¡＜△の順で高いことを示します。
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■ ドライブの搭載数
ドライブは、ETERNUS DX100 S4/DX100 S3の場合は最大 144台、ETERNUS DX200 S4/DX200
S3の場合は最大 264台まで搭載できます。
それぞれのドライブエンクロージャを最大数搭載した場合に、搭載可能なドライブ数を以下の表に示
します。
表 5.3 搭載可能なドライブ数

種類 ETERNUS DX100 S4/
DX100 S3

ETERNUS DX200 S4/
DX200 S3

ドライブエンクロージャ（2.5インチ用） 144（*1） 264（*1）
ドライブエンクロージャ（3.5インチ用） 132（*2） 132（*2）
高密度ドライブエンクロージャ 132（*2） 252（*2）

*1： コントローラーエンクロージャが 2.5インチ用の場合のドライブ数です。
*2： コントローラーエンクロージャが 3.5インチ用の場合のドライブ数です。
ホットスペアの搭載数については、「2.1.5 ホットスペア」(30ページ)の「■ ホットスペアの搭載数」
(30ページ)を参照してください。
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5.3 標準搭載ルール

以下のオプション製品の標準搭載ルールを説明します。
• コントローラーモジュール
• ホストインターフェース
• ドライブエンクロージャ
• ドライブ

5.3.1 コントローラーモジュール
コントローラーモジュールの標準的な搭載ルールを説明します。
コントローラーエンクロージャにドライブが搭載されていなくても、コントローラーモジュールを搭
載してドライブエンクロージャと接続可能です。

■ 搭載順
コントローラーは、CM#0と CM#1に搭載します。
図 5.6 コントローラーの搭載順

0 CM#0 1 CM#1
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5.3.2 ホストインターフェース
ホストインターフェースの標準的な搭載ルールを説明します。

■ ETERNUS DX100 S4/DX100 S3搭載順
ホストインターフェースは、CA#0gCA#1の順に搭載します。
コントローラー 0（CM#0）とコントローラー 1（CM#1）は同じ構成になります。
なお、コントローラーの種類によって、CA#0と CA#1の位置が異なります。
CA#0に増設ホストポートライセンスを登録すると、CA#0のホストインターフェースポートが拡張
されます。さらに CA#1に増設ホストインターフェースを搭載すると、ホストインターフェースは装
置あたり 4個になります。
基本ホストインターフェースに、FC 16Gbit/sまたは FC 8Gbit/sが搭載されたコントローラーを選
択した場合は、コントローラーの右側が CA#0になります。
図 5.7 ホストインターフェースの搭載図 1（ETERNUS DX100 S4/DX100 S3）
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基本ホストインターフェースに、FC 32Gbit/s、iSCSI、SAS、FCoE、Ethernetが搭載されたコン
トローラーを選択した場合は、コントローラーの左側が CA#0になります。
図 5.8 ホストインターフェースの搭載図 2（ETERNUS DX100 S4/DX100 S3）
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■ ETERNUS DX200 S4/DX200 S3搭載順
ホストインターフェースは、CA#0gCA#1の順に搭載します。
コントローラー 0（CM#0）とコントローラー 1（CM#1）は同じ構成になります。
図 5.9 ホストインターフェースの搭載図（ETERNUS DX200 S4/DX200 S3 ）
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5.3.3 ドライブエンクロージャ
ドライブエンクロージャの標準的な搭載順について説明します。
装置内に 2.5インチ用と 3.5インチ用、および高密度のドライブエンクロージャを混在して搭載でき
ます。
ドライブエンクロージャにドライブが搭載されていなくても、ほかのエンクロージャと接続可能です。
ドライブエンクロージャは、コントローラーエンクロージャのタイプに応じて、搭載の優先順が異な
ります。

■ コントローラーエンクロージャが 2.5インチ用の場合
1 高密度ドライブエンクロージャ（12Gbit/s）
2 高密度ドライブエンクロージャ（6Gbit/s）
3 ドライブエンクロージャ（2.5インチ用）
4 ドライブエンクロージャ（3.5インチ用）

■ コントローラーエンクロージャが 3.5インチ用の場合
1 高密度ドライブエンクロージャ（12Gbit/s）
2 高密度ドライブエンクロージャ（6Gbit/s）
3 ドライブエンクロージャ（3.5インチ用）
4 ドライブエンクロージャ（2.5インチ用）

ドライブエンクロージャは、優先順に従って、コントローラーエンクロージャの上に搭載します。

5.3.4 ドライブ
ドライブの搭載ルールについて説明します。
ETERNUS DX100 S4/DX200 S4と ETERNUS DX100 S3/DX200 S3では、サポートされるドラ
イブが異なります。ドライブの詳細については、ご使用の装置の『製品概説』を参照してください。

■ 高密度ドライブエンクロージャ用ドライブ
高密度ドライブエンクロージャ用のドライブを搭載するときの優先順を以下に示します。

1 高密度用 3.5インチ SSD（1.6TB）
2 高密度用 3.5インチ SSD（1.92TB）
3 高密度用 3.5インチ SSD（3.84TB）
4 高密度用 3.5インチ SASディスク（1.2TB/10krpm）
5 高密度用 3.5インチニアライン SASディスク（2TB/7.2krpm）
6 高密度用 3.5インチニアライン SASディスク（3TB/7.2krpm）
7 高密度用 3.5インチニアライン SASディスク（4TB/7.2krpm）
8 高密度用 3.5インチニアライン SASディスク（6TB/7.2krpm）
9 高密度用 3.5インチニアライン SASディスク（8TB/7.2krpm）
10 高密度用 3.5インチニアライン SASディスク（10TB/7.2krpm）
11 高密度用 3.5インチニアライン SASディスク（12TB/7.2krpm）
12 高密度用 3.5インチニアライン SASディスク（14TB/7.2krpm）
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13 高密度用 3.5インチ自己暗号化ニアライン SASディスク（4TB/7.2krpm）
14 高密度用 3.5インチ自己暗号化ニアライン SASディスク（8TB/7.2krpm）
15 高密度用 3.5インチ自己暗号化ニアライン SASディスク（12TB/7.2krpm）

優先順に従って、高密度ドライブエンクロージャの Slot#0から順に Slot#59まで搭載します。
図 5.10 高密度ドライブエンクロージャ用ドライブの搭載図
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■ 2.5インチドライブ
2.5インチドライブを搭載するときの優先順を以下に示します。

1 2.5インチ SSD（400GB）（MLC SSD）
2 2.5インチ SSD（400GB）（バリュー SSD）
3 2.5インチ SSD（800GB）
4 2.5インチ SSD（960GB）
5 2.5インチ SSD（1.6TB）
6 2.5インチ SSD（1.92TB）
7 2.5インチ SSD（3.84TB）
8 2.5インチ SSD（7.68TB）
9 2.5インチ SSD（15.36TB）
10 2.5インチ SSD（30.72TB）
11 2.5インチ自己暗号化 SSD（400GB）
12 2.5インチ自己暗号化 SSD（800GB）
13 2.5インチ自己暗号化 SSD（1.6TB）
14 2.5インチ自己暗号化 SSD（1.92TB）
15 2.5インチ自己暗号化 SSD（3.84TB）
16 2.5インチ自己暗号化 SSD（7.68TB）
17 2.5インチ SASディスク（300GB/15krpm）
18 2.5インチ SASディスク（600GB/15krpm）
19 2.5インチ SASディスク（900GB/15krpm）
20 2.5インチ SASディスク（300GB/10krpm）
21 2.5インチ SASディスク（600GB/10krpm）
22 2.5インチ SASディスク（900GB/10krpm）
23 2.5インチ SASディスク（1.2TB/10krpm）
24 2.5インチ SASディスク（1.8TB/10krpm）
25 2.5インチ SASディスク（2.4TB/10krpm）
26 2.5インチ自己暗号化 SASディスク（900GB/10krpm）
27 2.5インチ自己暗号化 SASディスク（1.2TB/10krpm）
28 2.5インチ自己暗号化 SASディスク（2.4TB/10krpm）
29 2.5インチニアライン SASディスク（1TB/7.2krpm）
30 2.5インチニアライン SASディスク（2TB/7.2krpm）
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優先順に従って、コントローラーエンクロージャの Slot#0から順に Slot#23まで搭載します。続い
てドライブエンクロージャの Slot#0から順に Slot#23まで搭載します。
図 5.11 2.5インチドライブの搭載図
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■ 3.5インチドライブ
3.5インチドライブを搭載するときの優先順を以下に示します。

1 3.5インチ SSD（400GB）（MLC SSD）
2 3.5インチ SSD（400GB）（バリュー SSD）
3 3.5インチ SSD（800GB）
4 3.5インチ SSD（960GB）
5 3.5インチ SSD（1.6TB）
6 3.5インチ SSD（1.92TB）
7 3.5インチ SSD（3.84TB）
8 3.5インチ自己暗号化 SSD（400GB）
9 3.5インチ自己暗号化 SSD（800GB）
10 3.5インチ自己暗号化 SSD（1.6TB）
11 3.5インチ自己暗号化 SSD（1.92TB）
12 3.5インチ自己暗号化 SSD（3.84TB）
13 3.5インチ ニアライン SASディスク（2TB/7.2krpm）
14 3.5インチ ニアライン SASディスク（3TB/7.2krpm）
15 3.5インチ ニアライン SASディスク（4TB/7.2krpm）
16 3.5インチ ニアライン SASディスク（6TB/7.2krpm）
17 3.5インチニアライン SASディスク（8TB/7.2krpm）
18 3.5インチニアライン SASディスク（10TB/7.2krpm）
19 3.5インチニアライン SASディスク（12TB/7.2krpm）
20 3.5インチニアライン SASディスク（14TB/7.2krpm）
21 3.5インチ自己暗号化ニアライン SASディスク（4TB/7.2krpm）
22 3.5インチ自己暗号化ニアライン SASディスク（8TB/7.2krpm）
23 3.5インチ自己暗号化ニアライン SASディスク（12TB/7.2krpm）

優先順に従って、コントローラーエンクロージャの Slot#0から順に Slot#11まで搭載します。続い
てドライブエンクロージャの Slot#0から順に Slot#11まで搭載します。
図 5.12 3.5インチドライブの搭載図
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5.4 RAIDグループの推奨配置

RAIDグループを作成する際、構成するドライブは種類が同じであれば搭載位置に制限はありません。
信頼性を向上させる場合は、RAIDグループを構成するドライブの配置を考慮して搭載します。
RAIDグループを作成するときに、より多くのエンクロージャに分散されるような配置で構成ドライブ
を選択すると、エンクロージャに故障が発生した場合に備えて、データの信頼性を高めることができ
ます。
RAIDグループを構成する推奨ドライブ数については、「2.1.3 RAIDグループ」(24ページ)を参照し
てください。

■ ミラーリング構成
ミラーリングを構成する RAIDレベルのドライブ搭載について、RAID1+0(4D+4M) の場合を例にし
て説明します。
ドライブ番号は、ドライブの搭載されているエンクロージャの DE-IDおよび Slot番号によって決ま
ります。構成されるドライブのうち、ドライブ番号の小さいものから順に全体の半分ずつでグループ
が分かれ、グループ同士で 1台ずつペアとなりミラーリングされます。
例 1）すべてのドライブを 1台のエンクロージャに搭載した場合
図 5.13 ドライブの組み合わせルール 1
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例 2）ペアとなるドライブで、エンクロージャを分けて搭載した場合
図 5.14 ドライブの組み合わせルール 2
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例 3）ペアとなるドライブで、エンクロージャを 3台に分けて搭載した場合
図 5.15 ドライブの組み合わせルール 3
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■ 分散パリティによるダブルストライピング構成
分散パリティによるダブルストライピングを構成する RAID レベルのドライブ搭載について、
RAID5+0（2D+1P）´2の場合を例にして説明します。
ドライブ番号は、ドライブの搭載されているエンクロージャの DE-IDおよび Slot番号によって決ま
ります。構成されるドライブのうち、ドライブ番号の小さいものから順に 2つの冗長化セットのグ
ループに振り分けられます。
例 4）エンクロージャを 2台に分けて搭載した場合
図 5.16 ドライブの組み合わせルール 4
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例 5）エンクロージャを 3台に分けて搭載した場合
図 5.17 ドライブの組み合わせルール 5
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第 6章
保守／増設

6.1 活性保守／活性増設

「活性保守」とは、システムを停止することなく、運用したままの状態で部品の交換、またはファーム
ウェアの更新を行うことです。
「活性増設」とは、システムを停止することなく、運用したままの状態で部品の増設を行うことです。

■ 活性保守／活性増設（ETERNUS DX100 S4/DX200 S4）
ETERNUS DX100 S4/DX200 S4に搭載されている各コンポーネントの活性交換、活性増設の可否
を以下の表に示します
表 6.1 コンポーネントの活性交換、活性増設の可否（ETERNUS DX100 S4/DX200 S4）

コンポーネント 活性保守 活性増設 備考

コントローラーエンクロージャ（CE） ´ — MP（*1） 障害時はコントローラーエン
クロージャ（CE）を交換

 コントローラーモジュール（CM） ¡（*2）（*3） — —

 システムメモリ ¡（*2） — —

機能拡張メモリ ¡（*2） ¡（*2） —

BBU ¡（*2） — —

BUD ¡（*2） — —

コントローラーファームウェア ¡（*2）（*3）
（*4）

— ユニファイド構成の場合は必ず I/Oを
停止して実施

ホストインターフェース（FC-CA） ¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（10G iSCSI-CA）¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（1G iSCSI-CA） ¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（SAS-CA） ¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（10G Ethernet-
CA）

¡（*2）（*3） ¡（*2）（*3） —

ホストインターフェース（1G Ethernet-
CA）

¡（*2）（*3） ¡（*2）（*3） —

電源ユニット（PSU） ¡ — —
ディスク（HDD） ¡ ¡ —
SSD ¡ ¡ —
オペレーションパネル（PANEL） ´（*5） — —

ディスクファームウェア ¡（*4） — —
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コンポーネント 活性保守 活性増設 備考

ドライブエンクロージャ（DE）／高密度ドラ
イブエンクロージャ（HD-DE）

¡ ¡ MP（*1） 障害時はドライブエンクロー
ジャ（DE）／高密度ドライブエンクロー
ジャ（HD-DE）を交換

 電源ユニット（PSU） ¡ — —
ディスク（HDD） ¡ ¡ —
SSD ¡ ¡ —
オペレーションパネル（PANEL） ´（*5） — —

I/Oモジュール（IOM） ¡ — —
ファンエクスパンダーモジュール（FEM）
（*6）

¡ — —

ディスクファームウェア ¡（*4） — —

¡：可能／対象　´：不可（非活性保守は可）　—：対象外

*1： Mid Plane。前面（ドライブ）と背面（コントローラー（CM）または I/Oモジュール（IOM）
が搭載されている側）との間に位置するボード。

*2： 保守／増設対象 CMに搭載しているすべてのホストインターフェースがオフラインとなりま
す。マルチパス構成の場合、保守対象ではない CM側にホストパスを切り替えると、運用を継
続できます。

*3： ユニファイド機構が搭載されている場合、システムボリュームが作成されている必要がありま
す。

*4： ファームウェアの変更内容により、一時的に I/Oの停止が必要になる場合があります。
*5： 故障時でも運用を継続できます。装置の状態は ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLIで確認

できます。
*6： FEMは高密度ドライブエンクロージャに搭載されています。

第 6章 保守／増設
6.1 活性保守／活性増設
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■ 活性保守／活性増設（ETERNUS DX100 S3/DX200 S3）
ETERNUS DX100 S3/DX200 S3に搭載されている各コンポーネントの活性交換、活性増設の可否
を以下の表に示します
表 6.2 コンポーネントの活性交換、活性増設の可否（ETERNUS DX100 S3/DX200 S3）

コンポーネント 活性保守 活性増設 備考

コントローラーエンクロージャ（CE） ´ — MP（*1） 障害時はコントローラーエン
クロージャ（CE）を交換

 コントローラーモジュール（CM） ¡（*2）（*3） — —

 キャッシュメモリ ¡（*2） — —

機能拡張メモリ ¡（*2） ¡（*2）（*4） —

コントローラーファームウェア ¡（*2）（*3）
（*5）

— ユニファイド構成の場合は必ず I/Oを
停止して実施

ホストインターフェース（FC-CA） ¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（10G iSCSI-CA）¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（1G iSCSI-CA） ¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（FCoE-CA） ¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（SAS-CA） ¡（*2） ¡（*2） —

ホストインターフェース（10G Ethernet-
CA）

¡（*2）（*3） ¡（*2）（*3） —

ホストインターフェース（1G Ethernet-
CA）

¡（*2）（*3） ¡（*2）（*3） —

電源ユニット（PSU） ¡ — —
ディスク（HDD） ¡ ¡ —
SSD ¡ ¡ —
オペレーションパネル（PANEL） ´（*6） — —

ディスクファームウェア ¡（*5） — —

ドライブエンクロージャ（DE）／高密度ドラ
イブエンクロージャ（HD-DE）

¡ ¡ MP（*1） 障害時はドライブエンクロー
ジャ（DE）／高密度ドライブエンクロー
ジャ（HD-DE）を交換

 電源ユニット（PSU） ¡ — —
ディスク（HDD） ¡ ¡ —
SSD ¡ ¡ —
オペレーションパネル（PANEL） ´（*6） — —

I/Oモジュール（IOM） ¡ — —
ファンエクスパンダーモジュール（FEM）
（*7）

¡ — —

ディスクファームウェア ¡（*5） — —

¡：可能／対象　´：不可（非活性保守は可）　—：対象外

*1： Mid Plane。前面（ドライブ）と背面（コントローラー（CM）または I/Oモジュール（IOM）
が搭載されている側）との間に位置するボード。

第 6章 保守／増設
6.1 活性保守／活性増設
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*2： 保守／増設対象 CMに搭載しているすべてのホストインターフェースがオフラインとなりま
す。マルチパス構成の場合、保守対象ではない CM側にホストパスを切り替えると、運用を継
続できます。

*3： ユニファイド機構が搭載されている場合、システムボリュームが作成されている必要がありま
す。

*4： 以下のいずれかを搭載済み装置の場合。
• ユニファイド機構（ETFLN1 / ETFLN1-L / ETFLN1M / ETFLN1M-L / ETFLN2 / ETFLN2-

L / ETFLN2M / ETFLN2M-L）
• 機能拡張メモリ（ETFMCA / ETFMCA-L / ETFMCAM / ETFMCAM-L）

*5： ファームウェアの変更内容により、一時的に I/Oの停止が必要になる場合があります。
*6： 故障時でも運用を継続できます。装置の状態は ETERNUS Web GUI、ETERNUS CLIで確認

できます。
*7： FEMは高密度ドライブエンクロージャに搭載されています。

6.2 ユーザー保守／増設

■ ユーザー保守
以下のコンポーネントはお客様ご自身で更新できます。
ここで記載していないコンポーネントの保守については、担当営業員または担当保守員に連絡してく
ださい。
• コントローラーファームウェア

■ ユーザー増設
以下のコンポーネントはお客様ご自身で増設できます。
ここで記載していないコンポーネントの増設については、担当営業員または担当保守員に連絡してく
ださい。
• ドライブ
• ドライブエンクロージャ
• 増設ポート
• アドバンスト・コピー機構

第 6章 保守／増設
6.2 ユーザー保守／増設
 

205
Fujitsu Storage ETERNUS DX100 S4/DX200 S4, ETERNUS DX100 S3/DX200 S3 ハイブリッドストレージシステム 方式設計ガイド（基本編）

Copyright 2023 Fujitsu Limited
P3AM-7642-32Z0



6.3 ドライブデータ消去

ドライブデータ消去は、ドライブ（SSD、オンライン SASディスク、およびニアライン SASディス
ク）のサニタイズ機能を使用してドライブのデータを消去する機能です。ドライブを破棄する場合な
どに、本機能を使用してユーザーデータを消去できます。

 

• 本機能を使用する場合は、コントローラーファームウェア版数を V10L88以降にアップグレード
する必要があります。

• 本機能を使用する場合は、保守作業権限が必要です。また、ETERNUS DXを保守作業状態にす
る必要があります。

• 本機能を使用する場合は、ETERNUS Web GUIで「ドライブデータ消去」を実行してください。
• ドライブがサニタイズ機能をサポートしていない場合があります。その場合、本機能を実行する
とエラー終了します。 

第 6章 保守／増設
6.3 ドライブデータ消去
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付録 A
機能仕様一覧

ここでは、各機能の同時実行可否、および対象一覧について説明します。

A.1 サポートプロトコル一覧

表 A.1 サポートプロトコル一覧

項目 運用管理用 LAN iSCSI（SAN） Ethernet（NAS）

動作モード 1000BASE-T/
100BASE-TX/
10BASE-T

10GBASE-SR/
10GBASE-CR/
10GBASE-T/
1000BASE-T

10GBASE-SR/
10GBASE-CR/
1000BASE-T

ETERNUS Web GUI http ¡ ´ ´

https（SSL v3, TLS） ¡ ´ ´

ETERNUS CLI SSH v2 ¡ ´ ´

telnet ¡ ´ ´

ftp（client） ¡ ´ ´

SMI-S http / https ¡ ´ ´

SLP ¡ ´ ´

NTP（時刻） NTP v4 ¡ ´ ´

E-mail SMTP（Client） ¡ ´ ´

SNMP SNMP v1, v2c, v3 ¡ ´ ´

イベント通知、監査ログ送信 Syslog ¡ ´ ´

RCIL IPMI ¡ ´ ´

KMIP（鍵管理） SSL ¡ ´ ´

Ping ICMP ¡ ¡ ¡

ネットワークアドレス IPv4, IPv6 ¡ ¡ ¡

ルーティング RIP v1, v2, RIPng ´ ´ ¡

ファイル共有（共通） FTP/FXP ´ ´ ¡

ファイル共有（UNIX/
Linux）

NFSv2, v3, v4.0 ´ ´ ¡

ファイル共有（Windows） CIFS（SMB1.0, 2.0,
3.0）

´ ´ ¡

認証 Kerberos v5 ´ ´ ¡

RADIUS ¡ ´ ´

CHAP ´ ¡ ´

¡：サポート、´：未サポート
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A.2 各機能の対象プール／ボリューム一覧

RAIDグループ、プール、およびボリュームに対して操作可能な機能について説明します。

A.2.1 RAIDグループ／プール操作対象機能

アクション RAIDグループ RECディスク
バッファー SDP TPP FTRP（*1） FTSP（*1）

構成要素 Standard、
SDV、WSV

— SDPV TPV FTSP FTV

最大数 ETERNUS
DX100 S4/
DX100 S3

72 — 1 72（*2） 15 72（*2）

ETERNUS
DX200 S4/
DX200 S3

132 RECバッファー
あたり 2個まで
設定可能

1 132（*2）（*3） 30 132（*2）

作成 ¡ ¡ —（*4） ¡ ¡ ¡

削除 ¡ ¡ —（*5） ¡（*6） ¡（*6）（*7） —（*7）

名前変更 ¡ ¡ ´ ¡ ¡ ¡

容量拡張 ¡（LDEにより
拡張）

´ ¡（SDPV追加
により拡張）

¡（RAIDグ
ループ追加に
より拡張）

△（子プール追
加により拡張）

¡（RAIDグ
ループ追加に
より拡張）

マイグレーション ¡ ´ ´ ´ ´ ¡

ロジカル・デバイス・エ
クスパンション（LDE）

¡ ´ ¡ ´ ´ ´

フォーマット（全エリア） ´ ¡ ´ ¡ ¡ —（*8）

フォーマット（未フォー
マットエリア）

´ ´ ´ ¡ ¡ —（*8）

閾値設定 ´ ´ ¡ ¡ ¡ —（*8）

エコモード設定 ¡ ´ ´ ¡ ¡ ´

担当 CM切り替え ¡ ¡ ¡ ¡ — ¡

RECバッファー割り当
て

´ ¡ ´ ´ ´ ´

鍵管理サーバ連携 ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

¡：可能、´：不可能、‐：対象外

*1： FTRP、FTSPに対する操作は ETERNUS SF Storage Cruiserからのみ実行できます。
*2： TPPと FTSPを合計した場合の最大数です。
*3： 重複排除／圧縮機能を有効に設定できる TPP数は 4個です。
*4： SDPVを作成すると、SDPは自動的に作成されます。
*5： すべての SDPVを削除すると、SDPは自動的に削除されます。
*6： プール内にボリュームが存在する場合は削除できません。
*7： FTRPを削除すると、FTRPに含まれる FTSPも一緒に削除されます。FTSPのみ削除すること

はできません。
*8： 親プール（FTRP）単位で可能です。

付録 A 機能仕様一覧
A.2 各機能の対象プール／ボリューム一覧
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A.2.2 ボリューム操作対象機能

アクション

Standard

SDV SDPV TPV FTV（*1） WSV

ODX
バッ
ファーボ
リューム
（*2）

単一 連結

作成 ¡ ¡（*3） ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

削除 ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

名前変更 ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

フォーマット ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

エコモード（*4）¡ ¡ ¡ ´ ¡ ´ ´ ´

TPV容量拡張 ´ ´ ´ ´ ¡ ´ ´ ¡

RAIDマイグ
レーション

¡ △（*5） ´ ´ ¡（*6） ¡（*6） ¡（*7） ¡

ロジカル・デバ
イス・エクスパ
ンション（LDE）

¡ ¡ ¡ ¡ ´ ´ ´ ¡

LUNコンカチ
ネーション

¡

（*8）（*9）
¡

（*8）（*9）
´ ´ ´ ´ ´ ¡

平準化 ´ ´ ´ ´ ¡ ¡（*10） ´ ¡

階層化 ´ ´ ´ ´ ´ ¡ ´ ¡

TPV / FTV容量
最適化

´ ´ ´ ´ ¡ ¡ ´ ´

閾値設定 ´ ´ ´ △（*11） ¡ △（*11） ´ ¡

ボリューム暗号
化（*12）

¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

アドバンスト・
コピー機能
（ローカルコ
ピー）

¡ ¡ ¡（*13） ´ ¡ ¡ ¡ ¡

アドバンスト・
コピー機能
（リモートコ
ピー）

¡ ¡ ¡（*13） ´ ¡ ¡ ¡ ¡

コピー動作保護 ¡ ¡ ´ ´ ¡ ¡ ¡ ´

予約削除・強制
削除

´ ´ ´ ¡ ´ ´ ´ ´

リザベーション
解除

¡ ¡ ´ ´ ¡ ¡ ¡ ´

性能情報取得 ¡ ¡ ¡ ´ ¡ ¡ ¡ ¡

キャッシュパラ
メーター設定

¡（*14） ¡（*14） ¡ ¡ ¡（*14） ¡ ¡ ¡

Extreme
Cache Pool

¡ ¡ ´ ´ ¡ ¡ ¡ ´

リビルド中の
LUN作成

¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ´

ストレージマイ
グレーション

¡ ¡ ´ ´ ¡ ¡ ¡ ´

付録 A 機能仕様一覧
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¡：可能、△：一部不可、´：不可能

*1 ： FTVに対する操作は ETERNUS SF Storage Cruiserからのみ実行できます。
FTRPの平準化は ETERNUS Web GUIおよび ETERNUS CLIでも実行可能です。

*2 ： ODXバッファーボリュームはODXを実行する際に必要となる専用ボリュームで、ボリュー
ム種別は Standard、TPV、FTVです。

*3 ： ボリューム新規作成と同時に、連結ボリュームを作成することはできません。既存ボリューム
に対し、LUNコンカチネーションによってボリュームを連結します。

*4 ： エコモードは、Standardボリューム、SDVの場合は、対象ボリュームが含まれる RAIDグ
ループ単位で、TPVの場合はプール（TPP）単位で設定します。

*5 ： LUNコンカチネーションによって複数のボリュームが連結されている場合、対象が連結元ボ
リュームの場合だけ RAIDマイグレーションを実行できます。

*6 ： RAIDマイグレーションと同時に容量拡張は行えません。
*7 ： RAIDマイグレーション時に移行先ボリューム容量を大きく指定することで拡張できます。
*8 ： 最大連結ボリューム数は 16個です。
*9 ： T10-DIFが有効になっている場合は、実行できません。
*10： FTRP単位で指定します。平準化が必要な FTVが自動的に選択され、FTSPごとに平準化しま

す。
*11： 対象ボリュームが含まれるプールに対して閾値を設定できます。
*12： Standardボリューム、SDVの暗号化は、ボリューム作成時に暗号化を指定するか、作成後

に暗号化変換が可能です。
SDPVは、ボリューム作成時に暗号化を指定します。SDPVは、作成後に暗号化変換できませ
ん。
TPV、FTVの暗号化は、暗号化されたプール内にボリュームを作成するか、暗号化プールへ
マイグレーションすることによって変換が可能です。

*13： SDVは SnapOPC/SnapOPC+のコピー先として使用します。また、SnapOPC/SnapOPC
+のコピー先をコピー元とする場合はコピー元としても使用します（カスケードコピーやリス
トア）。

*14： キャッシュパラメーターの一部の項目で、ボリューム単位で設定できません。

付録 A 機能仕様一覧
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A.3 各機能の同時実行可否

各機能の同時実行の可否、処理数、処理容量について説明します。

A.3.1 同時実行可否組み合わせ
ETERNUS DX内で動作処理中の機能がある場合に、同時に実行できない機能があります。
各機能の同時動作の組み合わせ一覧を以下の表に示します。
表 A.2 同時動作の組み合わせ一覧（1/2）

新たに起動する
処理

動作中の処理

リビルド／
コピーバッ
ク／リダン
ダントコ
ピー

Fast
Recovery

ボリューム
フォーマッ
ト

RAIDマイ
グレーショ
ン

ロジカル・デ
バイス・エク
スパンショ
ン（LDE）

LUNコンカ
チネーショ
ン

アドバンス
ト・コピー
（*1）

ボリューム
フォーマット

¡ ¡ ¡（*3） ¡（*4） ¡（*4） ¡（*3） ¡（*4）

RAIDマイグ
レーション

¡ ¡ ¡（*4） ¡（*4） ¡（*4） ¡（*5） ¡（*6）

ロジカル・デバ
イス・エクスパ
ンション

¡（*7） ¡ ¡（*7） ¡（*7） ´ ¡（*7） ¡

LUNコンカチ
ネーション

¡ ¡ ¡ ¡（*4） ¡（*4） ¡ ¡（*8）

アドバンスト・
コピー（*2）

¡ ¡ ¡ ¡（*9） ¡ ¡ ¡（*10）

ボリューム暗号
化変換

¡（*4） ¡ ¡（*4） ¡（*4） ¡（*4） ¡（*4） ¡

担当 CM切り替
え

¡（*7） ¡（*7） ¡（*7） ´ ´ ¡（*7） ¡（*11）

TPV容量拡張 ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡（*8）

TPV平準化 ¡ ¡ ¡（*4） ¡（*4） ¡ ¡ ¡（*6）

TPV / FTV容
量最適化

¡ ¡ ¡ ¡（*4） ¡ ¡ ¡

FTRP平準化 ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

¡：可能　´：不可能
 
表 A.3 同時動作の組み合わせ一覧（2/2）

新たに起動する
処理

動作中の処理

ボリューム
暗号化変換

ディスクパ
トロール

エコモード
（モーター停
止中）

TPV平準化 TPV / FTV
容量最適化

Storage
Cluster

ボリューム
フォーマット

¡（*3） ¡ ¡（*12） ¡（*4） ¡ ¡（*4）

RAIDマイグ
レーション

¡（*4） ¡ ¡（*12） ¡（*4） ¡（*4） ¡

付録 A 機能仕様一覧
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新たに起動する
処理

動作中の処理

ボリューム
暗号化変換

ディスクパ
トロール

エコモード
（モーター停
止中）

TPV平準化 TPV / FTV
容量最適化

Storage
Cluster

ロジカル・デバ
イス・エクスパ
ンション

¡（*7） ¡ ¡（*12） ¡ ¡ ¡

LUNコンカチ
ネーション

¡（*4） ¡ ¡（*12） ¡ ¡ ¡（*4）

アドバンスト・
コピー（*2）

¡ ¡ ¡（*13） ¡ ¡ ¡

ボリューム暗号
化変換

¡（*4） ¡ ¡（*12） ¡ ¡ ¡

担当 CM切り替
え

¡（*7） ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

TPV容量拡張 ¡ ¡ ¡（*12） ¡（*4） ¡ ¡

TPV平準化 ¡ ¡ ¡（*12） ¡（*4） ¡（*4） ¡

TPV / FTV容
量最適化

¡ ¡ ¡（*12） ¡（*4） ´ ¡

FTRP平準化 ¡ ¡ ¡（*12） ¡（*4） ¡（*4） ¡

¡：可能　´：不可能

*1 ： コピーセッション設定中、およびすでにコピーセッションが設定されている状態を指します。
*2 ： コピーセッションの設定操作を指します。
*3 ： ボリュームフォーマットを実行すると、ボリューム内の全データが失われます。
*4 ： 処理対象が同一ボリュームの場合、実行できません。
*5 ： LUNコンカチネーションされた連結ボリュームを、RAIDマイグレーション元に指定できま

す。
しかし、連結ボリュームを RAIDマイグレーション先に指定できません。

*6 ： LUN単位のコピーセッションが設定されているボリュームに対し、容量拡張を伴う RAIDマ
イグレーションは実行できません。

*7 ： 処理対象が同一 RAIDグループの場合、実行できません。
*8 ： コピー領域を LUN単位で指定されているコピーセッションがある状態でのボリューム容量拡

張は、拡張分のコピー処理が行えないため実行できません。コピーセッションが論理ディスク
に対して指定されている場合は、ボリューム容量拡張を実行できます。

*9 ： 容量拡張を伴う RAIDマイグレーション中のボリュームに対し、LUN単位のコピーセッショ
ンは設定できません。

*10： アドバンスト・コピー（マルチコピー／カスケードコピー）仕様に準拠します。
*11： 実行前に、RECセッションを SUSPENDまたは STOPさせる必要があります。
*12： エコモードのモーターオフを中断し、ドライブのモーターオン（スピンアップ）を行います。
*13： EC / RECは、実行できます（エコモードのモーターオフを中断します）。

OPC / QuickOPC / SnapOPC / SnapOPC+は、実行できません（エラー応答します）。
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A.3.2 同時実行可能な処理数
実行する場合に、処理数に関して以下の上限があります。
• ロジカル・デバイス・エクスパンション（LDE）の同時に実行可能な数は 1件です。装置内で同時に

2件以上実行することはできません。
• TPV平準化、FTRP平準化、RAIDマイグレーション、Flexible Tierマイグレーション、および無
停止ストレージマイグレーションの同時に実行可能な件数は、各機能を合わせて 32件までです。

A.3.3 同時実行可能な処理容量
実行する場合に、容量に関して以下の上限があります。
• TPV平準化、FTRP平準化、RAIDマイグレーション、Flexible Tierマイグレーション、および無
停止ストレージマイグレーションの同時に実行可能な容量は、各機能を合わせて 128TBまでです。
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